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表　　紙　　説　　明

フキ（キク科）〔Petasites japonicus Maxim〕

フキのトウは，早春から咲き出して，春の風物詩となっているものである。

「来てみれば，雪消の川べしろかねの柳ふふめり蕗の台も咲けり」（斎藤茂

吉）というあのフキのトウが・春の日のよくあたる堤防などに幾つも並んで

いる姿は，いかにも春がきたという感じである。

本種は，山地路傍に生える多年草で雌雄異株，葉は腎円形で巾15～30

CW，花後地下茎の先に出る。頭花は3－5月頃花茎の先に　房状につく。

花茎は一般にフヰのトウといい多くの鱗片葉をつけてい．る。最も大形のフキ

は，アキタブキと呼ばれ秋田県の名産として知られている。また本趣は，葉

柄および若い花茎を食用または，薬用にする。

分布は，暖帯（本州，四国，九州，朝鮮，琉球，中国）に産する。

（表紙の図は，校内で採集した生品を，部員の阿久根君が，実物大に描い

たものである。）



1．四糞のクローバー
（P46参照）

2．オ　オ　タ　ニワ　タリ
（P48参照）

3．ベニバナポロギクとダントポロギク
（P48参照）



4．記念の黒松（Pll参照）

5．中山の植物化石

6．長屋山シダ採集・リュウピンタイ
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ネムの木に来るアゲハチョウ類（‘第4報）

1年二・本佐署　彰

今年も部室前のネムの木が，薄桃色研をは悦ばしはじ既撃1牒日桓こひき綴き，

ネムの木に飛来するアゲハチ．、ヨウ断つ中音観察蟄はじめた轟かし∴実際やってみると，思っ

たよ。根気のいる仕事で観察鯛力渾巌軍陣・く㌔∴陳のたく、・ざん集まった臼などは・数えるのが

包難で記録が正確でないのが撃最です誹南融坤と珂じく次のようである。

①．’、l本年度の各アゲハチョウ頬の発生個体数の概要を知りさらに前回のものと比較してみる。

由　本年度の各アゲハチ言癖の発生個体数割合より，どのアゲハチョウ軌が最も，加世田市

‘rノ近郊に多いか調べる。

③　各アゲハチ．り勤の飛来数より発生時期を調べる。

④　軌昼，夕方の時間の嘩早，声朕の準化，．などの違いやその他のことから，飛来個体数が

変化するか。また，変化するとすれげ，その直接的原因は何かを割べる。またこれよりさら

にその習性を検討してみる。

また，方法はできるだけ1969年度のものに合わせて比較し‘やすくしてみたがその結果に

だいぶ変動が見られることは興味深く，さらにこれからの継続的固察を希望し7こい。

＜迦琴卵ぢ＞，・
1‾ノ守蜘酔！i970年　6月15日～7月8日

0時閲　〔A〕　　8：30～　8：35

〔B〕13：00～13：05

〔C〕16：50～16．：55

0手段　ネムの木の花に飛来したアナハチョウ類を肉眼または双眼鏡で観察する。

i＜卸察対象アゲハチ。ウ＞

アゲハ

ジャコウアゲハ

クロアゲハ

ナガサキアゲハ

モンキアゲハ

l

なお，1、その他（ことにアオスジアゲハはよくネムの木に飛来していな。）のアゲハチョ・り

頬は前回までの観察結果と比較できないため除外した。

－　3　－



第1図

月　　 日 15 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 9 3 0 1 2 3 4 6 7 8 計

天　　 気

A ● ◎ ① ● ◎ ● ◎ ● ● ◎ ◎ ● ● ① ① ◎ ① ① （D ① G ）

B ● ◎ ：・（D ◎ ◎ 攣 ，¢1 ● ● －◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ① 任）● 由 d ◎

C ● ① （D ● ◎ ⑪ ● ● ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ① ◎

気　　 温

A 25 2 2 2 2 2 3 2 4 2 2 2 1 2 1 2 1 2 6 2 4 2 5 2 4 2 6 2 5 2 4 27 2 8 25 2 5

B 2 5 2 5 ．27 2 4 2 7 2 2 2 2 2 4 2 6 2 5 2 5 2 8 3 0 2云 ・23 3 0 3 0 2 6 2 3 2 7

C 2 4 2 5 2 9 2 9 2 5 2 2 2 4 2 5 2 9 28 2 6 28 3 0 2 6 2 7 2 2

ア　 ケこ、ハ

A 4． 4 2 1 6 2 1‘3 ・・・ニ13 8 1 4 1 1 2 2 7 5

B ．年 7 7 1 5 2 4 5 4 3 3‾ニ・；9．．一1．5 9 2 1 2 1 9 5

C 3，1 ．7 4 1 4 4 9 1・こ昏 17ニ8 ・’22 ・121・ 8d l・′

ジ ャコ ウ

A 1 1 5 2 4 ．2 8 9 3 rニ‾1 ’1
4 ：こ

40

B 1 2 7 1 5 9 2 3 6 2 1 3 9

C 1 1 6 1 1 4 8 5 3 3 1 2 2 4 7

ク　　　 ロ

A

B

2 1 1 1． 1 2 8

2 4 1 2 3 1 2

C 2 2 4

ナ ガ サ キ

A 1 2 3

B 1 l‾・

C 1 1

モ　 ン　 キ

A 1 、 1 1 1 4

B 1 1 ．1

C 0

計 1 1 1 9
i
7 3 0 l 2 9 7 2 5 1 8 1 2

l

3 2 2 8 3 7 5 5 l4 8 3 1 8 1 0 1 3 4 4 1 6

（1）本年度の，各アゲハチョウ軸の6～7月にかけての発生個体数の概要と前回との比較

1970年度　　1969年鑑　　　1967年度　　1966年度

アゲハ　　　　　　　　　256　　　　　　　102

ジャコウアゲハ　　　126　　　　　　104

クロアゲハ　　　　　　　　24

ナガサキアゲハ　　　　　　5

モンキアゲバ　　　　　　　　5

14

28

5
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＜発　寒＞

アゲハ・ジャコウアゲハが膨大に伸びてきた。記録のあやまりということを考慮に入れたとし

ても，これは認めざるを得ない事実である。これに反し，ナガサキアゲハが表の上では減少した

が，i観察時間以外にも．，言飛来しているのを認めているので，クロアゲハ・モンキアゲハ共に，安

定した発生をkでけるjと．考える。（1966年度は，12日間しか記録していないため，比較の

対象としては不適当▼と思・う。）

第2図　1966年（総飛来個体数　89頭）

－：　′　　　　　　　　　　　・　　　′　′

196・7年（総飛来個体数　240頭・）

1969年（総飛来個体数　273頭）

1970年（総飛来個体数　416頭）

′　　　　l　＿＿＿…＿＿

＜袈　察ニ＞

ナミアゲハの割合が減少しつつ叶った寸
J

が今年は大幅に伸び，ジャコウアゲハと合

わせると，全体の9割を示める。実際，我

々が採集するときよく目につく種ではある

が，他の3杜もかなり多く見うける。これ

はクロ：・ナガサキ・モンキ共にネムの木に

吸蜜しにくい種とも考える。実際モンキア

ゲハなどは，蝶通のあ長ことを竹田神社で

一　5　－

⊂＝巨万ハ

ジャコウアケンヽ

陛均クロアゲハ

匡迅ナカ示アか

モンキアゲハ



確認した。どの種も，安定した発生をしたと思う。（この他に加世田市近郊には，キアゲハ，ア

オスジアゲハ，ミカドアゲハ，カラスアゲハが分布している。）

（3）各アゲハチョウの飛来数による発生時姐

この件は飛来数が天厳によりかなり左右されるために，発生時期を決吟るのは不可
′へ，

能であるかもしれない。しかし；‘巌跡こ書いた表よ2り推察すると本体7甘2す日～

8月3日あたりだろう。しかし飛来数の数がアゲハとジャコウアゲ！革製露呈部を

示めているので他のアゲハチョウ類ののとはかなりずれると思う。

（4）飛来個体数の変動について

0時間（A・B・C）による違い

第3図
＋ 噺

年 ＼、旦軋

アゲハ ジでコウ ク　　 ロ 盲 ‾ンヰ

A B C A B C A B ・G 血－．J卦 ．、思 阜 ニ薫 毒q

1 9 7 0 年 75 95 8 6 40 車 47 8 12 4 3 1 1 4 1 0

1 9 6 9 年 42 3 9 21 4 5 31 4 8 7 5 2ニ＿：1・14 l－′’9 5 2 立 1

1 9 6 7 年 32 5 8 39 5 1 4 ‘23 3 ＿16 29 4 4 5 3 ウJ 4

0天候による違い

第＜1図＞より，どあァゲバも共通して，雨天の日は飛来数が激減するようである。

また，風，気温にも膨智すると思う。

0雌雄の別，はっきりしないが，ナガサキアゲハなどは確のほうがよく疲蜜していた。

11＼∵i

〔反　省〕
′1

1日，3回5分間ずっ頭数を数えるのは確かにめんどうくさい。でも，とごろどころに記

録もれのあるのは残念だ。今年の内容は去年ののに今年の結果を付け加えたもので，記録

がないのはさみしい。でも今年で4年目で資料も多くなったので，来41三もつづけて，先輩

達の試みたことをより深く追求してみたい。

＜麺報I＞

久　木　野　採　集　記

1970年2月15日　晴れ 2年　　山　口　秋　空

そろそろモンシロチョウはいないかと思い，自転車で久木野までもー1‾去た。8時45分に小湊を出

発し，途中津貫で，ズボンが破れ1二が友人のところでつくろって‾，・二’や、iと久木野に1・0時30分

に着いた。この翻1頭も蝶は見なかった。久木野小の先の田で，・モン・シロチョウを2頭目撃しお

もいきり走って1薗採集した。　　　　　　　モンシ‘d車、去りウ1W．iさtrlノlcql．ユ

ー　6　－　ノ



ホオキオオバコの種子の発芽と散布

2年　　山口秋生・大工和治

1964年に発見した野生株1株から採種したホオキオオバコの種子を，発芽試験器と鉢播を

用いて，5、月27日にそれぞれ100粒と50粒払，発芽状況を佐方先生が調べた結果は次の通

りであった。

． 発 芽 月 日

方 法

％ Li二㌧絡 －＿；

1＿　、‾

・，丸 二％ －＿・

J ・ナ

．＿％

‘1－

甥 ′塀

試 験 器 内 4 0
I

3 21 11 10 7

土 を 入 れ た
鉢　　　 円 37 1 1 0 0 0 0 　0

．l

秘 十，隼 計

止 7
；一

この鉢穂のものを5鉢に5

6本ずつ分植して，温室の

北西の隅の外側において栽培

したら，多くのホオキ型の由

穂をみた。5年間放置してお

番 号 距離 （桝） 番号 距離 （桝） 番 号 距離 （桝）

1 2．3 5 6 3．0 3 1 1 a 5 3

2 2．6 0 7 3．2 2 12 3．7 0

3 2．8 0 8 3、4 5 1 3 a 8 3

4 a 9 0 9 a 4 5 14 3．8 7

十㌦5 3．0 0 10 3．5 2 15 3，9 0

いた結果，その付近の芝生地

の所々にホオキオオバコが散

生したので鉢から即ち散布申心からの距離を測定してみたら15株についての結果は右上図のと

おりであった。
11

ホオキオオバコが散生していた区域は右図の

斜線部分である。上図の距離を平均すると，

3、467ガとなるので，この5年幌に，3．46桝

移動したことになり，1年胤に0．59研ずつ移

動したことになる。

ー　7　－



ネムノ木の落花と果実

2年　　　　大　工　和　清

まのせ7号に上題の調査があるが完全とはいえないので本年再び説査することにした。はじ′め

は落花数を調べ，秋にどれだけの果実ができるかの結果率を調べるつもりでいたが「途中で変更

して落花数を落花群数（即ち落花花序数）とした。花序には約17個の花が謹状に集ま＿つ・ている

が，果実は1花序隼1倦受・くまれに2．齢（図参照）ついているので，この調査では，

結実数

全花序本数
×100（％）としてみた。

－　8　－



落ちた花序数調べ
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”ぅ

2日間しか調べなかったがこの間落ちた総花序数とそれにらいていた花数を示せば（グラフ1）

のようになる。これによると1花序の花数は13個位になる。しかし，柄だけのもめもあったの

でグラフ中に参考のため記入レた。雨で多数の花が流れ去ったのかもしれないので，．′天気のよい

日と比較してみたらよかったと思う。また，午前と午後にわけて調査してみたらよかったと思う。

（グラフ2）で見ると，雨の白や降った翌畔年前藩顧揮多く≠「、天気のよい由はひじょう

に少なくなっている。7ことえば，－6月と7風のころを見るも＿＿＿6月25日は雨の降った翌日で，

最高16369本，天気の1よい日の千月－‘17興10－6家至巌低だった。6月ごろは満開で落花

数も多かったが，7月ご薮とな右と音か少年く骨身㍉▼草骨董ろ果実ができはじめるころになると

・打と4｝′「ノで＿遮音彿けい売這五二二二才薗五倍反兼掛を便宜上落花数伺本と呼ぶ）

61日間落花総数

計　一一106242本

1日平均　－　　1438本

0クロマツ（ロ絵写真4j）．’

昭和24年画　棄磐の本県御巡幸の疇∴記念と‾してお手播－の黒松の革が3本，本校に配布

された。その今ちの1本を輝机持年鑑現在の場所に定植されたのがこの写真の木である。

－11－



表1

I

 

H

 

N

　

－

1花序についていた花の数調べ

闇

l 2 3
1

ト i

5 6

l

l

7 1 8 9 10 1 1 1 2 13 14 15 16 17 18 °19 °20 2 1 2 2 23 24 25 2 d 2 7
ヰ 散 らiお 礼 、る柄 天気

6． 1 7 5 3 1 1 1 5 18 18 2 1 30 34 4 1 59 55 59 6 6 48 64 6 8 52 彿 16 13 1 1 0 0 0 uo 74．7 0 ①

1 8 2 1 28 5 4 4 6 51 56 6 2 68 32 8 2 63 7 4 79 7 4 80 80 6 8 52 34 22 10 1 2 0 0 0 二・1 114d 977 ㊥

1 9 29 25 29 27 2 9 40 5 6 53 34 56 4 7 70 62 7 4 98 87 77 59 ，．34 30．r7 4 8 2 0 、0 ：0 10 37 41 4 ◎

2 0 16 12 13 1 1 19 15

巨

17 30 21
I
33 34 33 33 2 4 30 31 2 8 37 14 1 1 11 5 3 害．2ノ0 、・‘0 48 5 348 4 ⑯

21～ 22 0 5 1 ． 1 5 4 3 3 1 2 2 1 3 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 ‾一．0 ．．p 41 570 4 ㊥

2 4 1 1 1 2 3 0 0 1 0 0 1．
1

3 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 d＿． 1 1 0 ・18 66 27 ●

2 5 33 2 1 26 18 34 38 52 48 49 52 56 65 67 5 4 47 32 2 6 2 4 12 7 5 3 2 2 ‘0 rO p． 773 156 12 ◎

2 9 0 1 1 2 3 6 16 1 8 24 32 32 31 3 9 40 48 26 1 4 2 1 8 4 4 3 0 1°．．．0 ・や 尋
374 980 2 ⑪

3 0 、25 1 9 29 26 51 67 78 6 8 88 90 68 8 0 67 7 2 60 47 4 3 1 8 11 5 1 1 2 1 2 ：：’i d｛
10 17 401 4 ①

7 ． 1 申 写4 27 39 48 4 1 31 6 1 4 7 7 1 55 59 59 50 36 18 14 1 6 4 3 0 0 ＿ 0 0 三：0 0 0 7＿36 13 82 ○

2 ：0 F．2 1 2 5 13 18 2 2 26 3 4 36 31 48 27 37 22 22 2 6 14 3 0 0 0：－0 0 ’0 0 389 21 96 ◎

3 0 ・0 0 0 0 1 2 7 21 2 1 29 31 29 30 40 20 15 16 12 5 0 0 01ll・．0 ．0 0 0 279 0 ①

計 16 3 14 1 1 93 189 266 30 3 3 54 40 9 37 9 5 13 48 2 53 4 5 44 514 5 24 43 8 37 7 321 1 93 10 6 51 18 18 r8 ‘5 2 1 70 36 50 2 12



（グラフ3）は・1こ

本の柄、，に何個の花

がついていたか調

べ，・・（衷‾1‘・）では・

日別によっても調

べ，雨の日や晴れ

た日などによ・って‘．

既に花序から離れ

おちた花も多数あ

って，参考程度し

かならない。すな

わち1～27まで

のひろがりがみら

れ，グラフでは13

本のところが最高

になっているが，

花托（花のついて　r

いた跡）のこところ

をかぞえたら1－7

個のものが最も多

くな一つていたから

このグラフは，実

際は15，6佃か

ら少し上昇したユ7

個あたりを頂点と

100

花
序

本
数

して花数が増加し

次に漸減する曲線

を画くことになる

はずである。

（結果率調べ）

結果率＝

花数123456　789101日2131415161718192021222324252627

231＋39

106242
＝　0．25％

ー13　－



（経　過）

6月　集でいっぱいになり，9日になるとつぼみがつきはじめた。13日になると花が咲き

はじめ15日には瓶が撃ちはじめた。雨の日が何日も組

下に足も踏めない4‘ら百、に落ちはじ軌落ちた数だけで】

†7こ

もこすときが立脚もあっすご。＿′うはみをつけた花序は合計4

7月　天候はよい日が続き，落施数は少なくなった。7日に10

日からは急激に減りはじめて，少ないときで106本だっ

8月　7月のと＿卓よりも少なくなり．落ちた柄の数は多いとき

65本だった。そして柄だけ薗ちているのが多くなりは じi

ので，下旬になると木の

柄の数だけで10000本

3本しかなかった。

q甘0本をこ‾見なが㍉次の

た。

19　本，t．！、少ないと、きでi、

めた．8日：ころ招な．杏と，

果実がで嘗はじめ7こが，落ちた数疇－2，3個くらいだったし
1

9月　もう花も所々に見えるだけになる尤‾．b

l0月　落ちてく．る果実が1日に54鵬あり，果実が完全である甲があった。

11月　果実の落下はだいぶ少なくなり，＿lうも加、日もあった言（ただし，臓のだめ飛は執

れたのかもしれないので正碇ではない。）

こ　し‘

l　14　⊥．

（左図は‾永．賦ノ．こキの架実；1

である。‘上段は1、．心．＿月‘）と∴

11月ころに落下じたも．・こ

ので，下段は8月119‾良1

11持落下したものを並べた

再のであるふ上段は亀卦

；がだいだい完食であ’1．も・下！

・段は写真戌通－ケ未熟で小、

・さかっ7こ．も・8．風に落下心・こ；

・たものよ．り．10月，1．・1

∵離こ落下したかのは・1；・＆．1

Iやの轟きが大、きく・i・犬ぎ‘・

．い＿．もので1′ち吋くらい，．・

小さいもので、9佃くらい・．

だった。・．．

落下数埠か39‾個憩∴木．

∴繕残って鴇、るものは甘1、

個だった。（1－－1月現在）



（反　省）

はじめ花数を調べるつもりであったが，天候（雨など）のため不可能になり，途中で花梗（花

序）数に切りかえなければならなカ

で，結果率の計算にはさ謳掛接

ん
＼
柄

殆
立
て

が．．．序

撃
接

し
r
、
，
ノ

か
㍉
腋

し
言
と

卜叫．．．推

し
煎
瀞

ど 1．花御こは．1つしかみられないの
ヽ4

）の数iこ如しで果実がこんなに少な

いとは思わなかった。

（汀呈．i己）一

落花詭査は2月間にわたったが前半に雨天が軽さ落花数も多く，し中も放準後の短時間にしか

行なえなかったあせ，調査に困難をきおめたこし’かし部良はもちろん部員以奥の協力を得てよう

やくこ－の程度のも甲がまとまった。結果郵痺年とは落詑薮転換算すれば茜い澤がみられる・
－　　　　　　　・、、り‘－

から年によ去て変化があるものらしい。、なお，山本先生などカチ1971年1月中旬，長屋山車の
l

観察では，さやは小さかったが（例えば9（顎．，×2仁方）目立つはど多くの数が見られたという。

ちなみ盲こ誠査した学校めネムノキは，興和35年3月に吉崎宗昌先生（．当時本曖教諭）が無数轟
Ll

の山か、ら運んで植えられたものやある。

短報五

大　当　採　集　記

．10月10日　曇り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2年　　　　山　口　秋　生

．浜川と2人でユ　タテハモドキはいないかと思い，大当に行くことにした。途中大浦では，稲の

刈りおわっ7こ田に疲，・一面にスズメノトウガラジ．の花が咲いていた。大当に着き，谷川にそって

登っていった。受ゲヘ＿．アカタテヘ　ビメアカタテハが花に吸蜜している；さ∴らに登っていくと

ァサギマダラも目撃した。このころ，下のほうで，浜川がCdtpsiria　を目撃した。途中で，

ひき′かえし，こんどは，ノ下の田でタテ六一モドキなさがした。3頭目撃し，このうちの2頭を浜川

が採集した。また，きょうは，谷川のところで，ギ。ボクを4本発見でき，ツマベニチョウの幼

虫を4鎮採集した。帰り・に昼，小浦の港のそばの墓地でCatIisir．iAを1頭目撃した。

＜袈集及びに白摩した疇＞

アゲハ　＋　　　　　アカタテハ・十㌧－　′′ヒメアカタテハ：2wit

タテハモドキ　2coll．　　ベニシジミ　＋十′　　ムラサキシジミ　ま．十十

モンシロチ．り　軽　　　キチゴウ　十　　ツマベニチ3、ウ：幼虫4頭採集

∴アサギマダラ　lwit lcOll

－・15　－



ハナビシソウとヒナゲシ花部の観察

∴2年．下園弘子　本田嗜み子　前田栄子

＜：二観察の目吋＞

ハナビシソウとヒナゲシ　　の花の帥閉運動が，なんの影響であるかを諷べる。

0 下の図はハナビシソウの朝昼夕万のそれぞれの状態を示したものです．
＼ 朝 （8 ：苧0 頃） こ，昼（1：0 0 頃）1 夕方（5 団卵綽

五
月
十
四
日

曇（220）

花びら

曇（2＿4 0）

（上より）

がく　　 曇（230）

吾 等

がく　 ノ り　）

五
月
十
五
日

曇（18。） 彗（220）

。去ヨ

疇（240）

五
月
十
六
日

培（170 ）

三

＼ヽ
1

晴（230）

＼（′

、、（
！

（がく落ちるl）

曇（230）

ノ

／＼
）

五
月
十
八
日

窃 誓（‾16′・：）

し ．

ll＼
ノ

！　 疇（230）

へ 厨 野

子房

′喝（230）

／㌶
／

藍 ら芸 ）

－16　－



（
朗
い
た
花
径
）

（5日）18192021222730（日）　　　　5日　14　15　16　18（日）

観察によると，孤図のよう皐こやはり昼が，最も的花しています。これは，温度

の影響が，非常に大き・いから‘だと思います。またI図は，子房の発育状態です。

α

1

2

　

1

0

（
鈍
い
た
花
径
）

8

6

4

2

2　ヒナゲシの観察

（I）ヒナゲシの閑的運動

（開花）　ノイ
l一一　＿　一．一

二二二二ンく
－一（瑚）

仁王昼）斗二二（夜）

（5日）　14　　15　　16（日） 萱。「
ヒナゲシ　　は，あまり気温などに影壊されないようです。I図は，上の孤図と比較

すると大部異なった鮎巣が，でました。子房は，固く，発育状態は，Ⅲ図の通りです。

＜こ反　省＞・

ヒナゲシ　　もハナビシソウも，各三株の観察を行なったのですが，途中で，花びら

が，落ちたりして，うまく観察でき抹かった。それに，わたしたちの研究心が，たら

なかったと思います。もう一度，機会があったら，、もっと詳しく調べたい。

＜如校交換生物機馳紙紹珂＞

「しぴっちょ」　第2号　第3号

「しろだも」　Vol．181970

「生物の世界」Ⅵ）1．271970

鹿児島県立出水高等学校生物部

神奈川県立小田原轟等学校

福岡県立修歓館高等学校生物部

－17　－



ツJレ　増ぎ・の　結　実

1年　　本　坊　徳　光　世

百本のツルポを，花が散り始めたころ茎から切り水にさして花が全部散り終わってからそ軒

結東の状態を調べた。その結果窪のようなこと11かゎかった．

1花の絵数4988個のうち結実し7こ物はわずか130個即ち3％弱であった。

20　30　40　50　60　70　80　90100

（一本中の花の個数）

（図Ⅱ）

5　　　　　　　　　10

（果実の数）

＊注　図I　着元数如本数調べ

図Ⅱ　結実数別本数調べ

図1の一本中の花の僻数で30は

21以上B級以下と読む。

2　結実部位は，1本の花茎の下方から伺番目の花からはじまっているかを融ベアこ表は次のと

おりである。（図Ⅲ）

結実部位の最下位は6番Hで最高位は61番目であった。結実蔀位の奴下位が20～30番

酎こあるのが一番多かった。

1 0 番 目以 下 ▲ 2 1 ′・｝ 3 0
l

2 2 4 1 ∵ 5 0 1 2

1 1 ′－　 2 0 1 0 3 1 ～ 4 0 1 2 5 0 以上 8

反省　観察時期がおそかった。この次は，土栽培と水さいと2つにわけて観察し，結実した種

子の発芽の状態も調べたい。

－18　－
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山頂に集まる蝶類

1年　　木佐貿　　　彰

多くの蝶が山頂を占有する。ことに迷蝶であるメスアカムラサキはこの傾向が強く，かつては

先輩がたが十教頭採集し7こと亘うことを軌、たとき，私もやってみようと思い，実際試みたが登

るのがおっくうで途中でくじけてし▼まった。しかし一応ま’とまりそう・です。

場所は加世田市宮原の通称やぉかんやまケ（擦高約67研，山一柳こ松が植えてあり頂上付近

に2～3の大きな石があり少し広場みたいな感がする）で期間は5月～10月まで。

アゲハチiFウ科

アゲハ1

アオズ‾ジラゲわー‾‾

キアゲハ

ナガサキアケハ

モンキアゲハ

シロチ∂り科

モンシロチョウ

タケハチョウ科

ゴマダラチ。ウ

ヒメアカタテハ

アカタテバ

ツマグロヒョウモン

メスアカムラサキタテハ

シジミチョウ科

ウラナミシジミ

（Papilio xuthus）

（Graphium sarpedon nipponum）

（Papilio macha－On，hippocrates）

（Papilio memnon thunbergii）

（Papilio helenus nicconilens）

（Pieris rapae crucivora）

（Hestina japonica）

（Vhnessa cardui）

（：Vanessaindi。a）

（Argyreus hyperbius）

（Hypolimnas misippu畠P）

（Lampides boetcus）

この中でキアゲハ，アゲハが最も多く見受けられた。ナガサキアゲハ，モンキアゲハ等は，用

拗的に飛来し，山頂に停滞することはなかった。これに反し，ヒメアオタテハ，アカタテハなど

は，地面に砲を休め，人が近よるとすぐ飛んでしまうといった具合だった。迷蝉であるメスアカ

ムラサキは，1970年11月21日に採集した。

－　20　－



＜諌化祭研究＞

ニワ再や解剖
1年’∴浜‘川　睦　文

1　日・的．

鳥類は飛ぶた桝こどのようなしくみを高手、いるかを知るためにニワト▼リを例にして外部の

形態や，解剖して内部を観察し，ま1こ鳥類の飼育や，食用として料理する場合め参考にする。

2　方　法

（1ト刃物（くぎ，針）で延艶をさして破壊する。

（2）全部の羽を抜く。

辣外部形態の観察

（3）解剖机の上に新聞紙を数枚重ねて，その上にニワトリを腹部を上に向けて載せる。

（4）腹部の皮をつまんで‾メスで切り中心線にそって切り開く。つめを使って皮阜胴とを広くは

なすと，胸や腹の筋肉が見えてくる。

（5〉　大胸部の申ほどの側瑞と胸骨との蘭にメスを入れ，、メスの反対瑞を使って大胸筋と胸骨を

は宰し，へらでえぐるように両端へはがす。大胸筋は両端のけんで胴とつながっている。

（6）大胸筋の下に同じ方向に走る小胸筋が見えるから同じ、要領で小胸筋も両端をのこして，胴

からはがす。

辣つばさの運動を調べる。

（7）一一左右の大胸筋と小胸筋のけ在を切って取り除き，つばさを背仇へ強くまげて肩の田柄をは

ずして，調節にメスを入れてじん樺を切ったのち，つばさを背側へ引きながら，メスで皮膚

を切ってつばさをはなす。

（8）ろっ骨の両側を下から上までハサミで切断し，けんこう骨と胴の間をメスで慎重に切りは

なす。両かい骨を左手でくびを右手で持ち，強く引くと胸骨がごっそりはがれて内臓が見え

るようになる。

辣内臓の観察

3　研　究

、（1）外部形態の観察

（2）つばさの運動

（3）内臓の観察

4　研究結果

（1）外部形態の観察

まず飛ぶための構造では浮揚と推進するための役めをしているつばさ，かじをとるための

尾

－　21－



空気の抵抗を少なくするため全体が流線形になっている。また飛行機がほとんど同じレぐみ二で、．、l

つくられているのに気づく。

つぎに風雨から体を保護し，体温を保つため全体が羽毛でおおわれていることや，どこにでも

とまって休息できるように足の爪が特殊なしくみにな　寺いる。しっはさやかじの部分の面積を広

くしかも軽くする‘ため．，lその部分に雌とくに大きな羽毛がはえている。また，羽毛の内側に綿毛

がはえて定温を保つのに役だっていることや，尾部の背面にだ円形の大きな脂せんがあり，くら　∫

はしでここから脂肪を放り，羽毛にぬらで羽毛が水にぬれるのを防ぐことな＿どがわか・りた。

（2）つばさの連動－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

切開した腹部のいちはん表面に見えるのが大胸筋である。小胸筋はその下側にかくれてい

る。この両筋を2番目に示したt2．方法（5），（6才の要租で筋肉か1ちはなし，こ耽痢瀞に

よってつばさが運動していることがわかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　川　′r

つばさが上
がる．。

′．一・つや

咄L－1‘ぺ・Ul

つばさが下
がる＝・

七⊥｛漣

上図のように左右の手で繭筋肉をに．ぎり，小胸筋を引くとつばさは、あがり，大胸筋を引くとつ

ばさは下がる。

3　内臓の観察

（1）胸骨を除くと，まず上面に消化器系の各器官が見える．。烏孫の特徴である。そのう，前

胃や直腸が触、ことを触察した。ますこニワトリは盲脱がとくに長い。胃の中には食べ物と・い，つ

しょに砂や小石がはいっており，消化をたすけている。

（2）心臓をもち上げて裏返し肝臓とつながっている状態を調べる。心臓とつながる血管短縮

べておき，心のうを切開する。そしてカエルの心臓が2心房2心室であることがわかる。

（3）つぎに排出器を調べる。じん痕は1対で，ほうこうがない。（飛ぶのに？・こうカ亨串の。

また排出孔が一つしかない。

－　22　－



反　省

自分なりに，解剖はしてみましたものの，見ていただいた皆さんにはあまりニワトリについて

致解していただけなかったのではないかと深く反省しています。解剖の時，説明も不十分で，ぶ

っつけ本番でうまくいかなかったことが多すぎました。また，ニワトリの殺し万についてですが

針で延髄を刺したのもいけなかったのではないかと触います。他にはエーテルまたはクロロホル

ムで麻酔する方法がある。（これは食用にできない。L）ほんとうに　皆さんとニワトリにすまな

いと思います。少しでもこれを読んで鳥軸について，・．‡握解していただけたら幸いです。また，こ

の実験で3年生の春成さんと田中さんにお世話になりました。深く感謝致します。

＜弛校交換生物機関紙紹介＞

「大自然」　1968　第16号

「寒蘭」　　1970　第3号

「甲南生物」　　　　　　第4号

「鼠藻」　　1969　第6号

都覇高校生物クラブ

鹿児島県立宮之城高等学校生物部

鹿児島県立甲南高等学校生物部

静岡県立掛川酉高等学校生物部
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＜ヌ化祭研喝＞

文化祭の植物展示会

1年　　神野辰郎・永田洋子

これは文化祭で展示した，秋の植物で特に花，実などつけるものである。なお．1年奉，越年

草，多年草はそれぞれA，B，P，低木，大木は，S，Tという文字で略省している．

植物名　　　　　　科　　　名

1　ベニバナポロギク　　　キ　　　ク

2　　ヨナメ　　　　　　　　　　　　　　〝

3　クマノギク　　　　　　　　　　〝

4　アキノノゲシ　　　　　　　　　〝

5　ヒメムカシヨモギ　　　　　　〝

6　オニタビラコ

7　チチコグサ

8　ヒメヨモギ

9　カラスウリ

10　オトコエシ

11　オミナエシ

12　へクソカズラ

13　ソクズ

14　キツネノマコ

15　ナンバンギセノレ

16　ハナウリクサ

1・7　ウリクサ

18　ムラサキシキブ

19　クサギ

20　ルコウソウ

21　オヤマリンドウ

22　オオマツヨイグサ

23　サルスベリ

24　エノキグサ

25　カタバミ

26　ゲンノショウコ

27　ノアズキ

〝

〝

′′

〝

特長（0，．×は末尾参照）

A　帰化植物（0　　26亘図参照）

Pl食用　（×）．

P　湿地に自生（0　26　貞図参照）

B　山野に自生　（×）

A　帰化植物　路傍畑地に多い。（×）

B　路傍に多い声黄小花を咲く（×）

B　ん　　　（生きている、×）

P　路執こ多い（×）

P　塊状の棍

オミナエシ　　　P　（×）

〝　　　　　P　果実　（×）

ア　カ　ネ　　　P　っる草状の木

スイカズラ　　　P　地下茎（根は鮎の部分からでる　×）

キツネノマゴ　　A　山野に自生　ときには白花もある。

ハアウツボ　　　A　寄生草本　ススキの根本などにある。（×）

ゴマノバグサ　A　云－チシナ原産

〝　　　　　A　原野閑地に自生

クマツズラ　　　落葉S　　山野に生ずる　（×）

〝　　　　　落葉S　　若葉を食用とする　（×）

ヒルガオ　　　　A　熱帯アメリカ原産　（子房がふくらむ×）

リンドウ　　　　P　薬草になる。栽培種

アカバナ　　　　B　帰化植物　明治初年渡来　（枯死　×）

ミソハギ　　　落葉で　　中国原産庭木（一×）

トウダイグサ　A　畑地雑草（．生きている　×）

カタバミ　　　　P　酸味がある

フウロソウ　　　P　薬草　原野に生ずる　（×）

マ　　　メ P　っる草　原野に自生
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28　ヤハズソウ

29　ヌスビトハギ

30　オオバヌスビトハギ

31　カワラケツメイ

32、ネコハギ

33　ミソナオシ

3．4　メドハギ

35　マルハハギ

36　クサハギ

37　テリハノイバラ

38　キンミズヒキ

39　スイレン

40　クルマバザクロソウ

41　ヨウシュヤマゴボウ

42　イノコズチ

43　イヌタデ

44　イシミカワ

45　ハナタデ

46　ヤナギタデ

47　ツルドクダミ

48　シロバナサクラタデ

49　カナムグラ

50　ヤブマオ

51　ホソアオゲイトウ

52　イヌザンショウ

53　マンリ　3ウ

54　タマスダレ

55　ヒガンバナ

56　ニ　ラ

57　コヤブラン

58　ッルポ

59　ツユクサ

60　カヤツリグサ

61　ハマスケこ、

62　ヒメクグ

マ　　　　　メ

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

パ　　　　フ

〝

ヒツジグサ

ザクロソウ

ヤマゴボウ

ヒ　　　　　ユ

タ　　　　ァ

〝

′′

〝

′′

〝

ク　　　　ワ

〝

ヒ　　　　　ユ

ミ　　カ　ン

ヤブコウジ

ヒガンバナ

〝

ユ　　　リ

〝

〝

ツユクサ

カヤツリグサ

〟

′′

A　（板つき新根112（Ⅶ　○）

P　根は木犀

P　根は木賀　　　、

A

P　茎は横にはう。

P　山蜘如と多く，果実はサヤで衣類につく。

P　日当りの山地に自生　直立分岐が多い（×）

S　山野に穀も普通（×）

P　山野にある　ミソナオシと同属

P　砂地に生育

P　種子は他物につきやすい－：・－（壁去る　○）

P　無毛水草　池沼に自生（×）

A　無毛　　帰化植物　葉が車のようにつく

P　帰化植物　あれ地に多い　有毒植物（×）

P　根は薬用（×）

A　帰化植物といわれる

A　茎は地物にかかる　茎に逆生のトゲがある

A　イヌタデに似ている
し

P　水湿地に生える。辛味がある　（○）

P　帰化植物　薬用　つる章　（×）

P　温地，水田などにある　（○）

A　雌雄別棟のつる植物　茎に∴ト、ゲがある

P　山野に自生　　葉が大きくザラザラする

A　帰化植物　あれ地によくみる

落集性S　（枯死　×）

小S　常緑　自生または栽培（×）

P　　籍緑球根植物　軒下などにうえられる

P　9月に花が咲く．（子房がふくらむ　×）

P　　食用となる

P　　常緑植物　地下茎をひく

P　原軌～埴生（生きている　×）

A‘‘別名アオノヾナ（○）

A　　野原，畑地に多い雑草

P　　地下に塊茎がある　（×）

P　　野原の湿地に自生　地下茎で横にふえる
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63　イヌクグ

64　トダシバ

65　　カゼクサ

66　ササクサ

67　　メガルカヤ

68　　ヨ　シ

69　ケイヌビェ

カヤツリグサ　　P　草地に自生

イ　　　ネ　　　P　地下茎をもつ　砂防によい　（×）

三に彗、1、・｝・J精一1、P牽いた坤また時▼多隼と（○　根つき）

〝　　　　　P　山地林下などに多い（枯死　×）

，〝　　　　　P　原野山地に自生

70　スズメノヒエ

71　チカラシバ

72　　コスズメノ　ヒエ

73　　イヌビェ

74　　キンエノコロ

75　ネズミノオ

l　／ノ

〝

〝

′′

〝

〝

／／

〝

〝

P　水湿地に群生　川堤防にも多く坤こ大穂

P．水田，湿地に多い－・，1（×）・

P　原野，茎葉は毛深い（不）・

P、日当ケの－よい原野（、×），

P　帰化植物　（枯死　×）

A　開花8～10月　ノゲが目立たない（×）

A　概略ばたに自生　ノゲが梢金色（×）

p　野原，路はた時自生（×）

0備考：上記特徴欄申（）内は；展示後29日に，詭奪した結果の記録で．0は新根発生，×は

発根をみなかったものをあら．わす。根付は根のついたまま水さししたものである。茎を切

って水差しし7こものではベニバナポロギク，クマノギク、タデ，ツユクサなどは，切口

上部からよく根が出ていす；。（2J年　中恥睦子，松田芳子　調査）

く諌化祭研究：＞

味覚に関する1考察

2年　　中　間　睦　子

目的　　加世田高校において昧盲者が全体の伺パーセントをしめるかを調べた。

方法　薬品フェニルチオカルバミドも　2doccゐ蒸留水へ0．1g溶かし，飽和溶液を作る。

それにろ紙を浸し乾燥せたろ紙を適当な大きさに切る。

それを味わってもらう。ただし，にかみを感じた人は正常，その他の味の場合は異鴇，

感じない場合を味盲とする。〔この薬品における場合だけ〕

〔1〕文化祭での比率調査の結果

調べた人数　258名

昧∴百．者　　45名

異　常　者　19名

正　常　者　194名

この中の味盲者のしめる割合は，約13％であった。

－　27　－



＜諌化祭研蛤＞

気泡の発生と光合成の実験

1年　　阿久根美智代　金竹美千子

〔目　的〕

光の強さ，距離の遠い，温度の変化から生じる気泡の発生数を調べる。

〔材　料〕

水草（エビモ）・ビーカー，試験管，電球（60W，40W）・水，湯，、氷

〔方法工〕

温度を一定にした水の中で，水草の気泡の発生が電球の色，ワtyトによってどう変わ

るか調べる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（強さ）

表王　　25℃　　　40W　（計）

回　 距離C研 0 10 20 30 40 50

1 8 6 6 6 7 7

2 9 7 7 7 7 7

3 9 8 7 6 6 6

平　 均 8 7 6 6 6 i 6

表五　　25℃　　　60W　（黄）

泳 、壁輿空
0 10 20 30 40 50

1 18 10 10 9 。・ 10 Iq

2 13 10 9 9 ・9 ．・、 9 －

3 14 11 10 9 1ヱ9 ・．9 －，・

平　 均
1

15 10
L と 9 ！

9 9

（注）表I，Ⅲの時間は1分間ずっである。平均は切り捨てである。

〔結果I〕

上図の表から，60W（黄）の0佃が一番気泡の発生が多く，距離が遠く光の如きが

弱いほど発生数が少ないことがわかる。

〔方法u〕

温度をかえて，気泡の発生数の変化を調べる。
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〔結果丑〕

25℃での発生数が最郵隼
とがわかりました。

（注）平均は切り」舎てである。

毎 度 ℃
20 25 30 40

I ，・ 3 ，r・ 1．IOa 声4 19

彿 ‾、’J ：2 l－ノ

l
も7 、 1 9 0

3 3 6 1 4 6 0

． 平 ・＿均 ニ 2 8 3 4 9 6

結果ト丑より，光合成に必要耳条件とレT，光の埠さ，色，温度などが幽係すること

がわかりましたe

〔反　省〕

方法Iは，暗室で行なうべきところを行なわなかったので，暗室で行なったのと向じ

ような，正確な結果が得られなかった。また電球の埠類をもっと多くするとまた別なお

もしろい結果が得られたと思う。

方法孤は，表を見てもわかるように発生数がいちじるしく，参考資料との相異がひどか

った。これら失敗は，実級をやる前の準備，実敬のやり万に原因があったようだ。

この次は，実験前の準鮎に重点をおこうと思う。

短報ノ砿Ⅲ

八瀬尾の滝採集記　I

5月5日　蛍のち雨 2年　　　山　口　秋　月三

参加者　山口秋生　浜川睦文

8：30　加世田発→10：3さ0　八甑尾着→13：3P。∧搬尾発→15：30

あいにくくもり空であった。道路は，ゴールデンウイークの最終日とあって，車がたくさん走

っていた。川辺町付近でスジグロシロチ苛りを目撃した。10・；30に八瀬尾の滝入日に到着，

そこから少しはいったところで，大根の花にいる。スジグロシロチョウを6頭ぐらい採集した。

そして，イシガケチョウはいないか，気を付けながら行くうちに，滝に着いた。その辺でアサギ

マダラを1政目撃した。滝の水は去年来たときよりは，水が多い感じがした。入り口と滝の間を

2往復したが，ついにイシガケチョウは見ることができなかった。

スジグロシロチョウ　16coll　井　　アゲハチョウ　　井

アサギマダラ　　　　lWit　　　　クロアゲハ　　　井

他校交換生物機幽誌紹介

「城東生物」1969　8号　　徳島県立城東高等学校生物部
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197．，0・額の南薩め蝶頻記録

2年　山口　秋生・阿久根雄二

j l年　木佐貫　彰・浜川　睦丈

この記録は，・加世田蒔校生物部貝が，加世田周辺地城内でこの1年間に記録したものである。

すべて，書きなぐられた部日誌を参考にし，盛理しただけですので，不倫な点，はっきりしない

点があるかと思われます。おもな採集地は，竹田神社周辺です．が，「T」という記号で略省して

ぁります。「校内」というのは，加世田高校内での記録です。示云本文内の記号は，鹿児島昆虫

同好会で使用しているものによります。

〔記号説明ユ

COll　　　　　採集

Wit　　　　目撃

十　　　　　，少数

十十　　　　　　普通

井　　　　多数（正しくは井，轟字の都合でこうなった）

（COll，Wit　の前の数字は，頭数を示す）

10月20日

八瀬尾の滝採集記Ⅱ
P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

1年　　浜　川　健・文

中間テストもきょうで終ったため，去年たくさんの収穫のあった八瀬尾の滝へ自転坤で，出か

けた。今まであまり見られなかったモンシロチ。りにちょくちょく出会った。また，、去年と裟わ

らずイシガケチョウもたくさんいた。

く認集及びに目撃咤＞　イシガケチョウ　2♀♀488col「lユ18Wit

スジグロシロチョウ　井　　　モンシロチョウ　井　　　イ車種ンジチョウ　井

ツマグロヒョウモン　井　　　ルリタテハ　3wit　　　キタテハ　　　　　十十

アカタテハ　　　　十ト　　ヤマトシジミ　十ト　　ク葺ヨノマチョウ　井

アゲハ　　　　　　　　　十十
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8月　1日①　T　井　　　　8月　6日①　T　井

8月　8日O　で　井　　　　8月16日○　秋目

8月22日　　で　＋十

日〕　ミカドアゲハ

4月25日　　T IcO11　4月26日　　T

5月　5日　　で・井　　　　5月　8日O T

5月10日●　秋目＋「　　　5月11日0　で－

5月13日O T　卵数個採集5月16日○′T

6月27日　　で　IcO11　8月　7日O T

〔4〕‾キアゲハ

7月23日○　金峰山　　　　7月30日①

8月　8日O T Iwit　　8月22日①

2wit

8月　7日O T　井

lCOl15月　4日　　で　井

井　　　5月　9日の　で　井ll

幼虫数頭採集

lwit　5月25日◎　T　＋

lwit

≠T

 

T

O

　

①

目

　

口

ロ

7

　

9

月

　

月

8

　

9

t

 

t

・

l

　

　

，

l

N

 

N

一

T

 

T10月　4日　　金峰山

〔5〕　アゲハ

4月19日◎　大浦～秋臼　井4月26日　　で

5月　9日①　T　＋ト　　　5月31日◎　益山

6月　5日◎　T　井　　　　6月　7日◎　秋目

6月23日輪　益山　2wit　7月11日や　校内

7月24日○　金峰山　井　　7月25日◎　金峰山

8月　6日①　T　井　　　　8月　7日O T

8月16日の　秋目　＋　　　8月20日①　T

9月　1日　　校内　2witl0月　2日◎　T

lO月　5日の　校内　1WitlO月　6日の，T

l O月10日の　大当　井　10月23日◎　校内

井．。．5札　5日　　T IcOl1

1wit　6月　3f］◎　T Iwit

十十・牒月．17眉

lwit　7月21日

井．・8且1月①

aWit　8月　牒阜0

2wit　8月22日①

T

 

T

 

T

′

T

 

T

．1　　1

1

「

　

　

　

O

C

井

　

井

　

l

井

　

＋2witl O月　4日　　金峰山

lwitl0月　7日◎　T　十十

lwitl0月25日◎　笹連　＋

10月27日①　T Iwit

〔6〕クロテゲバ

4月19日◎　大浦～秋目　1col1

6月　4日O T　　2Wit　6月18日噂　で　＋ト

7月24日○　金峰山　＋十　8月　7日0l、T　＋ト

8月22日の　T　　　＋　10月25日◎　笹連　lwit

〔7〕　ナガサキアゲハ

4月19日◎　大浦～秋目　lwit

5月　5日◎　八瀬尾滝　井　5月　7日　T　2col1

6月　3日◎・T l♀wit　6月　4日O T・lwit

7月14日◎　T　　井　　　7月22日　　T　十十

一　32　－

5月　6日、T ICOll

6．月23日⑳　校内　井

8月　8日O T　　＋

4月25日　薩摩湖1col1

5月　9日①　T　井

7月11日㊥　校内　＋十

7月23日○　金峰山



7月24日O r金峰山　十十　　7月27日①　T Iwit

7月28日①　金峰山　1♀col1

8月　6日①　T　28谷Wit　8月　7日O　で　井
1

8月．16日の　秋目し13wit　8月20日のT　2谷SWit

8月21日◎　東山　五描wit

9月　9日①　T l♀coll

10月25日◎　笹連　lwit
l　、∵f

‘〔8〕‾－モンキアゲハ

4月21日　　Tl♀col1

5月　5日◎　八淑尾滝　十十

5月16日の　T　井

6月　3日◎　T　井

7月22日　　T　＋

8月　1日①　T　＋ト

7月28日①　Tl♀col1

8月　1日①　T lSwit

8月　8日O T　＋「

8月21日◎　校内1♀wit

8月22日O T　井

10月　4日　　金峰山
寺‘

4月29日　Tl谷COl15月　4日◎　T　＋

5且　8日①　T　井　　5月10日⑳　秋臼　井

5月30日　　で　井　　　5月3．1日　　益山　1wit

6月　4日O T　井　　　6月　9日◎　T．＋

7月24日○　金峰山lwit7月30日①．T Iwit
L

8月　7日　　で　＋十

8月　8日○　加世田　幼虫1採

8月16日①　秋目　＋ト

8月　8日O T・‡＋

8月20日O T　2wit　8月22日O T　＋ト

〔9〕　カラスアゲハ

8月22日○　加世田　18COll

去年は多く採集目撃したカラスアゲハも今年は1頭しか見ることができなかった。しかし，ほ

かのものはだいたい例年と変わりなかった。なおネムノキに飛来し7こアゲハチョウ粗〔6月～7

月〕の記録は，飢記したためここでは省いてある。

＜シロチ。り科（Pieridae）＞

〔1〕　キチョウ

4月18日嗜　T Iwit

6月　4日O Tl♀col1

8月　7日O T　井

8月22日①　T　井

10月25日◎　雀連　井

〔2〕　ッマグロキチ3ウ

10月25日◎　笹連　井

〔3〕　モンキチ3ウ

5J月　も日◎　八搬尾滝

5月　6日㊥　T IcOl15月30日　　T Ico＝

7月24日○　金峰山　十十　8月　1日①　T　－什

8月　8日O T　十十　　8月21日◎　東山　井

9月　9日①　T　　　　　9月27日O T

l1月　1日○　小湊　lwit

5月27日◎　T　3wit　6月　4日　　T l♀coll

〔4〕　ツマキチ舌り

草月29日○　万世　288CO11　　　　　　　　　　3月31日O，万世388col1

4月　3日0．万世　388CO114月5日　大浦～秋目　16谷81♀col1
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4月19日◎　大浦～秋目　9335♀♀col1

4月22日○　加世田　1．82♀♀coll
J

〔5〕ツマベニチ云ウ

6月　7日◎　秋目　433
t
＿
＿
．

1
0

C

CI　　　　　　　1

8月16日の　秋目　13Wit
l、二

〔扇　モンシロ≠．？．？．

4月18日輪　T　3wit
1

5月　5日◎　八瀬尾滝十十

5月16日①　T　井

6月　9日　rT．十

7月24日○ご　金峰巾　十十
イ　、1

8月　8日O T　2．aSwit

．
①

日01月0
－
1 大 当

ノ

　

目

＼

秋
．
①
0

日3
｛

’
わ
ー
L

、
月

9
ハ

J F

4月21日　T lScoll

ー

l

　

1

．
誹
月7

4　　0

◎
＝
㍉

日
立

校内lwitJ

5witl0月10皐の・．太当IWit
！「一　　　　　　　　　　　　　　Cjl

．ノ1㌧　　　　　　　　　　　r r－

4月19日◎　大浦∵秋日　劇
lノ

5月10日⑪　秋目　＋　　5月15日　T．lfO11

6月　3日◎　T ICO11　6月　7日◎　秋臼　井

6月15日報　校内　2wit　6月23日¢　益山、一汁

7且27日①　T　2wit　　8月　7日O T　＋

8月22日①　で　井

井　10月20日①　八瀬尾滝
1

11月∴1日○‘サ嗟　卸i．t
ir／ノi i t　　　†

〔7〕スジグロシ示らゥ

4月1ノ9日　　大浦～秋目　lcol1

5月　5日◎　八瀬尾滝、15coll

10月　7日◎、T
J

井10月25日◎～、笹津′華l

l＼、∵

11

4月26日　　万世　lcO11

6月　4日O T　182♀♀coll

6月23日⑩　益山　1♀wit　7月24日○　金峰山　lwit

7月26日①　長屋山lcO118月7日O TIwit　　　8月　8日O T18co11

8月22日①　Tl谷co1110月20日の八瀬尾滝　井10月25日◎、笹達　5coll

おもしろいことには，去年少なかったツマベニチ。りが今年は大変多く，先輩が少なくなるの

ではないかと心配するほどでしたが，ほんとう．によかったと思う。

＜シジミチ，り科（IJyCaen’idae）＞

〔1〕　ルワシジミ

4月19日◎　大酒～秋目＋　9月　9日①　T
・、・・！

10月25日◎　笹蓮　井

10月　7日◎　T

仕〕サツマシ．ジミ

4月25日’‘T．、井　　4臥26月．．万世　5col1

5月　5日◎人恕尾・由　2、COll⊥

5月13日①　T Icoll‾　6月16日①　T lWit

6月17日　　T　3881♀col1

7月26日の　長屋山　1wit7月18日①　T　井

〔3〕　ベニシジミ

4月19日◎　大浦～秋目　2Wit

5月　5日◎　八瀬尾滝lcOll

－　34　－

5日’9日の　T　井

ヽ
こ　こ

．I

8月　7日O T FIwH
Llノ　ノ

7月24日○　金峰山、、1witL－



〔4〕　ムラサキシジミ

4月21日　　で　井、　じ　月各村軋′．／恥2col16月　3日　　T l＋

6月　9日◎　T十ト　　　　　6月16日の　T　2col16月17日　でJT　＋十日

8月　7日Pナ　Tl井　　　　8月　8日O T　井　　8月20日①　∬　掛

10月　4日　金峰担　，lH r

持〕ムラサチッバイシジ子

6月1膏眉①一　でノ190り‖

〔6〕ヤマ．トシジミ！

5月．5日◎　で

7月2・8日①　で

・

井

　

井
8月2㌢甲①　T　≠

19月27日◎言告

1

「一・、、・・一、‘

5月　8日①　T IcOl・17月24日O T　井

8月ご　7日O Tr井　　　8月　8日O T　井

9月　9日①　T lO月　4日　　金峰山

〔7〕　ソ・・ノンント　、
JJ－

6月16日①　T　2wit　　　7月24日○　金峰山：井　8月2‾－4日①：、訂・lc0－日

9月　9日①　T l0月　7日◎　T，．lP且2、与日，・髄連　＋

〔8〕　ウラナミシジミ

7月13日・万世　r字Wit　8月　7日O TIwit－　8月　8日○　校内・1wit

l・0月25日◎　撃連　～coll

！ノ．〔．9右　ヒメウラナミ㌢Pミ・レ

7月28日①　T　井

今年は，タイワンツバメシジミをぜひ見ようと先輩の出釆さんに馳いて†ぉかん山午で探した

が，見当たらなかっ肴。また去年あんなに多く発生した　ゴイシジミも1政も姿を見ることがで

きなかったのは残念である。

＜ウラギンシジミ科（C．uretidae）＞

〔1〕　ウラギンシジミ

4月19日◎　大浦～秋目　1wit

l

4月25日　薩摩湖・lCOll

8月22日①　T18．coll l0月4日　金峰山　lawit

＜ァダラチョウ科（Danaid．ae）＞｝　3

〔け　アサギマダラ　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

5月　5日◎　T　井；　　　5月　7日　　＋．2Wi，t　5月9Er①　TIcoll：

5月10日⑳　秋目lwit　　7月14日◎　T　28COl15月4，。P日録幽艶日脚it

7月14日◎　T　28colll0月10日の大当　3Wit

l0月10日の牒討　手Wit lO月25日◎　笹連　2古谷，2‘ノ♀♀け011

10月27日のノ昔、・．lw｝i：t
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＜タテハチ．り科（Nymphalidae）＞

〔1〕ッマグロヒ’去りモシ　j

4月21日　十年・2♀♀七融I j　6月　9日◎　校酢蛸I採盛

6月1．も日・のト℡、2省省col．1　　　　　6月17日　せ　j十十

7月14日◎　T l♀wit　7月21日　T　＋「　　　7月‾F至、2日　で’＋ト

7月28日①　T　28谷3♀♀col1　　　7月30日　T lSl♀wit

8月1日の　Tl82♀‘象col1　　　8月　6自由ムノノ’T A♀如五戸骨

も月　7日O T l♀co11　　　　　8月　8日○　益山1♀wit　　3rl

8月　8日0．で∴什　こ8月21日◎　東山1♀壷it

9月27日①　大輔　＋

10月　6日①　T　4wit

l O月20日①　八瀬尾滝　井

10月25日◎　笹連　井11月1日○　小湊　＋ト

11月　7日○　校内　181♀wit

〔2〕1‾イチモンジチ．ヨウ

7月24日①　金峰山　lCOll

ii・7月25日◎　金峰山　2wit

8月　8日O T l♀coll

〔3〕　コミスジ

4月18日㊥　T　井　　4月19日◎　大浦～秋白　井

5月　6日㊥　T Ico＝

7月23日①　金峰山　　8月　6日　　で　井

8月　8日O T　井　　8月22日①　T　井

10月　7日◎　T l O月25日◎　笹連　井

〔4〕　キタテハ

4月21日　で　ICO＝

5月26日◎　加世田　H2wit

6月27日　で　2witまノヶ月14‘日◎　T　井

7月30日①　T　2wit8月　7日①　T Iwit

9月　9日①　T　　9月24日　干河井i

lO月25日◎　笹感．．lCOll‘

〔5〕∵ルリタテハ　ノ1f

4月21日　　T Iwit5月∴7日　で　井；

10月20日①i‘一穴瀬尾滝　3W、it
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8月22日①　T．2古谷Wit

lO月　台目　一絞内∴13Wit

lO月10日①　大当　井

10月24日①　校内　lwit

l1月　4日①　lwit

7月21日①　T Iwit

8月　7日①　T Iwit

l1月12日◎　校内　lcoll

5月15日①　T　井

8月　7日O T　井

9月　9日①　T

5月15日①　T Iwit

5月30日　　で　2col1

7月21日ム．．曾・井′J

9月　8日①　校内　lwit
1

10月21日①　T IWit

l1月　1日①　小湊　ヰ

7月23日①1．金峰山lcoll

lO月2白日◎　笹速　由一Cも11



〔6〕　ヒメアカタテハ

5月31日◎　益山＋十　　8月15日　枕崎lcOl1

10月10日①　大当　lwit

10月　6日　T Iwit

lO月21日①　T Iwit

臼〕　アカタテハ

4月25日　TIcOlL・　4月2▼6日　で　2co11　　5月　7日　　T　＋＋

5月　8日の　T′lcoII　．8月　7日O T∴lWit　9月27日の　大浦　＋ト

10月　6日①　T　2wit l0月10日○　大当IWitl0月21．日O T　＋ト

10月25日◎　笹連　十十1JUO計2‘7月O T　十十111月1日の　小湊　十十

〔8〕　イシガケチョウ

5月－7咽i：、蘭内i加it　6月　7日◎′潮目∴1wit6且25・｛。．校内1谷coll・・　　l　　・▼　　　．

7月23．日○　金峰山；・－2coll　　　　　て一　一′．　7月24日①　金峰叶2wit

7月25日◎ご金峰山ニー1♀rco．lil（大破）　　　　　　　7月26日①　長屋山lwit

lO月20日①　八瀬尾滝　4882♀♀coll

〔9〕　スミナガシ　　　　　　　　・H f1

5月　8日　T ICO・＝　　5月　9日①lT　一汁　　5月12日q T　3co11

5月15日①　T l♀　co11　　　　　　　　　　　　　5月16日の　T　＋

6月　3日◎　T Iwit　　6月　4日0．T，lWit：6月　5日O T Iwit

7月28日①　金峰山　1♀co11　　　　　　　　　　　8月　7日O TICPl1

8月　8日①　T　十十　　　　　8月22日①　T l谷COl1

9月10日　　校内　lwit

〔翰〕　コムラサキ
1

5月21日の　校内　1苫COll（黒型）5月22日　校内　2coll（1黒型）

5月26日◎　加世田小　7coll　校内　lcol1

5月27日◎　T Ico11　5月28日○　校内　2wit　6月16日①　T l♀wit

7月14日◎　校内　18wit7月24日○　金峰山1wit

8月17日　　校内　18wit（黒型）　　　　　　　　　9月18日　校内　lWit

9月22日◎　校内　1♀wit9月24日　加世田　2Witl0月　6日の　校内Iwit

l0月　7日◎　加世田1♀C0－11．　校内　2wit

〔11〕　ゴマダラチョウ

5月　軸①　T　井　　　　5月13日の　T　＋

5月15日①　T　2♀♀col1

5月26日◎　加世田lcOll

5‾月16日の　T　井

7月11日㊧　校内　lwit

8月　6日の　T IWiト　　8月、7日O T IWit　8月　8E］O Tl♀col1

9月　9日①　T l0月　6日O T Iwit
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〔12〕　タテハモドキ

10月10日○　大当　181♀coll

しばらく姿を見ることのできなからたタテハモドキを大当や採集することができたが，そのあ

と調査しなかったわで，峯の数はわからない。以前は大浦などで抱薗採集されたようでよる。
I

また今年は，校内でイシガケチ．クが採集されたし，金峰山長屋山　八瀬尾滝とどこでも，卓
－

の姿を見ることができた。

＜ジ∴㌶チより科（Satyf、ida轟＞
一．　　、　　・こ　　，

5月・8日①　曾　十十　　6月　3日◎T　井1

8月　7日O T　＋ト　　　8月　8日O T　井

9月　7日◎　校内　1Wit　9月　9日◎　T

〔l〕　ヒメウラナミジャノメ

L4月18日㊥　T aⅣit

6月　4日○

‘．8月22日①　T　＋ト

〔2〕‘’クロヒカゲ

ti4月18日㊥　T」＋

5月　6日㊥　T　井

6月　3日◎　T l♀coll

！こ7月28日①　寸と1wit

8月22日dlや与

ib月21日①　で」＋

4月19日◎　T Ic．011

5月　7日　　T　十十

8月　7日O T　＋ト

9月　9日　　T

〔3〕－　キマダラヒカゲ

5月11日①　T　2C・0－115月13日①　T ICOl1

7月24日○　金峰山　1♀col1

7月26日の　加世田～長屋　　3col1

8月22日‘①　曹ニlwit　9月　9日の　T

〔4〕　ヒメジャノメ

音、9月　9日の　T！　10月　7日◎　T

β〕クロコノマチョウ

5月　4日◎　T　井

5月　8日①　T　井

6月　4日①　Tl♀coll

白月　8日O T　十十
．

10月　7日◎　T
tI

r　　　〆　ヽ

t

ぺ
・
l
 
J
t

、W l

1
2

・、TJ．

1
①臼

n

 

j

6

1月5

　

：
ニ，　　　　l！

7月30日①　T18coll

4月18日㊥　T IcO＝　4月19日◎　大浦～秋3　井

5月　4日◎　T　2Wit　　5月25日◎　若令故屯立頭採集

6月　9日◎　T　嫡1採集　6月16日の　T　2col16月17日　T、如1it

6月27日　　T　ニWit l0月20日①　八瓶尾　井　10月21日の　T IWit

lO月25日◎　通達　井　10月27日①、T　＋ト校内　lwit

この科では去年多ぐ千貫平で多く採集したジ，ノメチ。クを見ることができな養った。

こ　こ　∴＿　　　　　　　‘㌣
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迷　蝶　記　録

△ギンモンウスキチ8ウ

7月　1日　①

校内のネムノキに飛来して止まった1♀（新鮮）を目撃（山口，浜川）

7月　2日　①

校内の中庭を飛び去った1♀を目撃した。（荻川）．‘

7月　4日　①

校内の中庭に植えてあるサンゴシトウの花に吸寒中の1♀（両断）を採集した。（浜川）

7月21日

加世田市万世（自宅）の百日草の花に吸蜜中の1♀（中破）考採集した。・有浜川・）、

7月22日

加世田市益山の浜堀で1♀を目撃した。（木佐賀）

7月23日　○

金峰町田布施で5♀♀を目撃した。（浜川，木佐貿）

7月24日　○

、・；

金峰町田布施で　ニガゴリ。の担こ野蛮中の1省（小破）を採集した。その他に5♀♀を目

撃した。（浜川）

7月26日　①

金峰町田布施で1♀を目撃し7こ。（木佐貫）

7月29日　①

加榎田苗当房で1♀を目撃した。（浜川）

8月　1日

加世田市益山で1♀を目撃した。（木佐貫）

8月　4日　①

長屋山の麓付近で2♀♀を目撃した。（浜川）

8月11日　の

枕崎市の火之神公園付近で181♀を採集した。i木佐賀）

8月16日　①

長崎鼻付近で1♀を目撃した。（木佐貫）

佐多町伊座敷で1♀を目撃した。（木佐貫）

－　39　－



10月10日

笠沙町大当で1♀を目撃した。（浜川）

l

ノ、

△　Catopsilia（ギンモンウスキチョウの可能性が大）

7月23日　○

金峰町田布施で6頭目撃した。（浜川，木佐貿）

7月24日　○

金峰町田布施で2承目撃した。（浜川，木佐貫）

8月　1日

加世田市益山で1頭目撃した。（浜川）

8月　7日

加世田市竹田神社で1頭目撃した。（浜川）

8月25日

本校の校門前のリクズの花に吸蜜中のものを目撃した。（浜川）

10月10日

笠沙町片浦で1頭目撃した。（浜川，山口）

△メスアカムラサキ

8月11日

枕崎市火之神公園付近で2お古を目撃した。（浜川，木佐貫）

△リ　ュウキ1ウムラサキ

9月27日

佐多町伊座敷で1谷（中破）を採集した。（浜川）

10月9日

校内で18（新鮮）が低くゆっくり飛んでいるのを目撃した。（浜川）

12月6日

加世田市万世で1谷を採集した。（浜川）

／＼　ウスイロコノマテ∂ウ

7月24日　○

加世田市小湊で午後7時半ごろ低草に止まっているのを採集した。（山口）

9月9日　　の

校内に飛んで来たのを採集した。（浜川）
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9月14日　①

校内に飛んで来て止まったのを採嫁した。（浜川）
．11

10月25日

加世田市小湊で1頭採集した。（山口）

1970年4月19日　曇りのち雨

秋　目　採　集　記

1年　　浜　川　睦　文∴－

ぼくと山口さんと2人で，ツマキチ℡クを採集Lに秋目へ出か、けた。′ま気は朝から，F‾くもって

いて午後から融こなると，，あてにならない天気予報を言っていたが，きょう．はなげがなんでも取

ってやるぞ〝と出かけた。大浦までパスで行き秋目まで歩くことにしだふ　まず大浦のギョサボク

を見に行こうと途中の田んぼ道を歩いていると，きっそく，ツマキチョウが飛んでくる。すぐれ、

つを採ると，三角紙に入れないうちに次のツマヰチョウが出て来る。でも採っ7こ蜘ま，みんな羽

化してから，日＿がたら七いるのか，新鮮なものは，1政もいない。田んぼ道をすぎると谷川にそ

っての行進で奉る。卑わりのヤブと，くもの巣をかきわけ登る。あたりからはクロヒカゲ，クロ

コノマ与．詩が顔や出す0いよいよ目的のギョボクの所と思ったが，ない吉ギaボクがない，ど

こへ行っ‾たんた。今まで草っかくこんなや声の中を来たのに‥・。

でも鋏目へ行けはなんとかなるだろうと思って毎を取りなおして再行進，イチ，ニッ，途中ま

で登ると，親切なおじさんか車を止めて「乗らんか．〟」と声をかけた。ぼくらは，待うでま．した

とはかり車に乗る。さすがに自動車は速い。すぐ秋目についた。まずは腹こ・しらえである言との

辺で食べるべんとうはうまし㌔わしノらの食べ方は，背のちいさい割にものすごく速いふすぐべんと

うを食べ終る。さっそくギョボクを見に行った。まだ若葉はでていない。去年のオンポロの薬で

ある。輌でもないかなあと言うにはいったが，さかす気がしない。気晴らしに海岸へでも出てみ

ょう“ということになり，重い足をひきずり海岸へ。アオスジアゲハが高く飛んでいる。やらなけ

ればいいのに，綱をかまえて＿ふりまわして，海の中におちた。さいわい片足だけであった。そう

こうしているうちにもう帰りの時間になっている。1時に秋目を出て，大浦まで近道をして帰っ

たが朝あんなにいた蝶は見あたらない。天気予報どおりになってしまっ7こ。大浦を4時12分の

バスで帰った。　　ツマキチョウ　5♀♀9古谷COll　スジグロシロチョウ　1♀coll

ジャコウアゲハ　2♀coll　井　　　　　タロアゲハ　lcoll　井　　　アゲハ　井

モンキアゲハ　　5wit　　　アオスジアゲハ　lwit　　ナガサキアゲハ　18wit

ルリシジミ　　　＋ト　　　　　ヤマトシジミ　　十　　　　ベニシジミ　　　2wit

ツマグロヒョウモン　＋十　　　クロセセリ　lwit
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1970年6月7日　晴れ

ツマベニチョウを求めて
′

2年　山　口．款i隼
1

0コース　8：30（万世発）－〔バス〕－9！15（大浦着）秋良筆T．芋▲4．ノウ：・H

秋自発－5：00－万世着

大麻さんから先日，今日は秋目にツマベニチョウが多数いると軌、たので，秋目へ行った9．8

：30のバスで，大浦まで行きそこから歩くことにした。この日はめずらしく晴れであった。大

浦では，モンシロチョウやアゲハが多く目に玩、た。・督して嘩今着き一気に秋目までおりた。歌

を歌って歩いて行くうちに，秋目の海岸に着いた。秋目の店でコーラを飲んだ。スカツとさわや

かになった。そして鑑東の記念碑のそばを歩いて行くうちに，アマベニチ】クを目撃した。さら
ヽ　一・一一一一．ノ

に，短い定を最大限にのはして，ギ．ボケの所に行った。そこにツマベニチ曇りが飛んでいた。

荻川がとろうとしだが惜しぐも逃げられたふ今度は，平崎の万に足をむけることにした。・それに

してもかんかん照りだ。馬鹿になら、、机、のがおかしい。、やがて亀ケ丘の下にあたる所に来た。そ

こに谷川があったので，中腹の所まで登ってみたがギョポクがなかったのでおりることにした。

水を飲みたいと思ったが店のある所までがまんしようと思った。ところか浜川は近くに水道があ

ったのでその水を飲んだ。水を飲んだ後，そばにあった立て札を読んといきなり水を吐き出した。

その立札には「この水は飲料水ではありません。」と書いてあった。そして秋目にもどることに

した。それにしても暑い。浜川はすぐもlとのギョポクの所へ行き，幼虫と卵を採って来た。そこ
－・　　　　、－、、、－

へ，木佐貫がやって来た。弁当を食べだ後これからが僕の出番である。すぐにさっきのギ。ボク

の所へ行き幼虫を捜すことにした。そこの谷川沿いには，ギョボクが5，．6本あった。若令幼虫

を4頭ぐらい採った。そして周期的にツマベニチョウが飛んで来て大騒ぎをする。1時過ぎだっ

たろうか浜川が下の店に水を飲みに行った。残っているのは僕と木佐岩だけである。例によって

ツマベ二が飛んで来た。・木佐貫が一振りしたが失敗した。そのツマベニチ云ウは上の畑の万へ逃

げた。これを見ていたぼくは，木佐賀の上の畑で待つことにした。また例のごとくツマ李こかや

って来た。例のごとく木佐賀が失敗し例のごとく上に上がって来た。そこで一振り，ツマベこチ

ョウがひるむところを採集。うれしかった。三角紙にツマベニチョウを入れる時には，足が震え

て，手も震えていた。さっきの興薄もさめ，よこになっているとそこへまたツアベニチョウがや

って来た。すばやく僕はさっきの畑へ打った。また例のごとく木佐員が失敗し，例のごとく僕が

2頭目を採集した。木佐揖はくやしがっている。そこへ荻川が登ってくる。　浜川はまったく

信じなかった。不器用なこの僕が2弦も捕るはずがないと思ったのだろう。浜川も大変くやしが

っに。その他何回もツマベニチョウが飛んで来たけれども失敗。イシガケチョウも目撃した。2

：30ごろまた僕がッマベニチョウを捕った。僕だけ3政も捕ったのである。浜川や木佐貫はや

け気味である。3：00が鳴ったので帰ることにした。備えるしたくをしていろうちに，またツ
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マベニチョウがやって来た。浜川が今度ばかりはと執念深く追いかけてついに捕った。

うれしさのあまり声が出なくなったというのは少しオーバーであるけれども，大変うれしがって

いた。かわいそうなのは木佐貫である。同じ苦労をしたのに。それで帰ることにLrこ。帰りに店

によった。木佐斑はやけ気味でコーラを3本も飲んだ。帰り道は，1人でシ寸凍ンとさしていた。

途中から串に便乗させてもらった。バス代が7こすかった。

〔主な採集及び目撃映子Ji・　井　　某　、チこ

0ツマペニチ。ウ　　4古谷　COll oァゲハ　　　　　　十卜

0モンシロチョウ　　井　　　　　　　　　　　0イシガケチ1ウ　　lWit

l1970年度文化祭反省

2年1　阿久根　雄　二

〔テーマ〕　植物の働き

（出

〔実験コーナー〕

0葉緑素の抽出

0ブドウの発酵

0水耕法

0ニワトリ，カエルの解剖

0水草による気泡の発生

0でんぷんの観察

〔昆虫コーナー〕

0昆虫恕本の展示

〔観察コーナー〕

0ネムの木の落花数調べ

0ネムの木に飛来するテケハ蝶数

〔反　省〕

展　、物）

〔調査コーナー〕

oPTC実験

〔販売コーナー〕

0葉脈標本

〔その他〕

0スライドによる植物の構造と働き

0岩石の展示

0植物写真展示

0秋の加世田市周辺の植物展示

短的に言って今年の文化祭は，70年代最初の文化祭としては，何か新鮮さに欠けるものであ

ったように思われる。ネムの木の落下数調べやネムの木にくるアゲハ螺類は別として，最近の文

化祭はマンネリ化してきていると敵う。今匿の文化祭では，何か新鮮なものをと考えていたが，

大部分の部員が準僻が遅れたり，実験に失敗したりして，文化祭の数日蘭になってから急に題材

を変えて自分が納得できない壷ま；文化祭に臨んだというような形になって今までの文化祭と何

ら変わらないものになってしまった。長期間にわたる身近かな観察といったようなものがあった

らと悔まれる。
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1970年9月27日　晴れ

佐　多．採　集　記

1年　　浜　川　睦　文

0参加者　木佐貫彰　浜川睦文

われわれは前から思っていた佐多町への採集を実行することができ7こ。そこで，タテハモドキ

とツマベニチョウでも見てこようと患った。まず26日の夕方加世田験を出発し枕崎の彰君のお

とうさんの勤めている測候所に1夜お世話になった。翌朝7時に枕崎を出発し8時5分のフェリー

ーで佐多に向かった。9時に伊座敷につきさっそくタテハモドキをさがLにかかった。彰君は8

月にも1回ここに来ており1頭タテノ．、モド車を眉撃した。そこにまず我々は行った。ぶらぶら田

んぼの中をさかしまわるが見あたらない云ほかの場所へ行こうとするとぼくの前に1執飛びだし

て来た。すぐネットをふったがはいらず，彰君がそいつはい7こだいた。また近くのソクズ？の花

にツマベニチ。中が吸蜜に釆たがすぐ飛んでいってしまった。そこでべつな塊所に行くことにし

た。ぼくは今度こそタテハモドキを採ってやるぞと思ったか，あまり元気がでない。さっきのこ

とがまだ気になる。でもぼくはそこで大変なやつを採った。日のあたらない路上をゆったりと飛

んでいる1植体を発見したのである。彰君は向こうの田んぼの中にいすこ。ぼくは初めはルリタテ

ハかスミナガシじゃないかと思って気にしていなかったが，そいつはよっぽどぱくが好きらしく

ゆっくり飛んでくる。しかたなしにネットの中に入れて，伺だろうと思いネットの中を見た。な

んとその中にはリュウキュウムラサキがはいっているではないか。谷（中破）であったので死ん

でもらった。逃げてもらってはこまる。ぼくは大声を彰君へ向かって叫んだ。〔リュウキュウを

採っ7こ．！／〕と彰君は信用しないらしくゆっくりとしている。それでもぼくの方へ近づいてきてそ

の個体を見てびっくりした。これでぼくにも血が向いてきたらしく前いなかったタテハモドヰが

その辺の田んぼにはたくさんいた。ぱく昼そこで合計7頭彰君は5頭採集した。これでタテハモ

ドキはいいだろうと恕いツマベニチョウを見に畠泊に行った。数由目撃しただけで採集できなか

った。帰りのフェリーが2時だったのであまり採集する時間かなかったがぼくは大変満足だった。

リュウキ，，ウムラサキ　18（中敵）coll　　ァカタテハ　　　井Wit

タテハモドキ12coll（1頭秋型）wit　　　イシガケチ璃ウ　1wit

ウラギンシジミ　　　　　2谷COll　　　　　　ッマベニチョウ　井Wit
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1970年5月10日（Sun）重りのち雨　第1回採集会

大　浦　一　秋　目

1年　潮’野　辰　郎

0参加者　佐万先生　山本先生

2　年　阿久根雄二　大工和清　山口秋生

1年　木佐貫彰　　浜川睦丈　押野辰郎　阿久根美智代　宮野絹子

0コーズ　加世田発（8テ4．0）－〔バス〕⊥大浦（一台：30）－〔徒歩〕一秋目（12：00

～1：00）－．〔自動車〕一大哺（2：Ojo）－〔バス〕一加世田着（4：30）

第1回採集会は・新入部員の入部歓迎と秋目方面の昆虫・植物採集のニ？の目的で行なわ吋こ。、

私たち一年生は，初めての経験でおずおずし7こ態度でした。加世田から′ヾスに乗り，ノ・でこぼこ道

にゆられ，外の風景を見ながら大浦に向った。大桶についてから，リックめ串わ荷を変えた。

ドウラン，ネット，根掘りなどを出し，一番だいせつな弁当を入れ7こ。その間に服装を整えて，

秋臼に向って歩きはじめた。

二年生の後について，周凶を見て歩るいて行った。昆虫グループは，初めから収穫物がなく，

歩いているばかりであったのにくらべ，植物グループは・どんどんドウランにつめこんでいった。

一年生は，おとなしく先生に胞くのもはずかしそうであったが，進むにつれて，「先生この植物

の名は。」と言ったことが続発して来て，採集会ももり上って来た。そのころ；軌から降りそう

だった雨か，降り樗し，雨の中の採集会となってしまった。また一年生を放念がらせたことは，

よきおねえさまの二年生女子部良の参加がなかったのか雨とともに，残念でした。峠をこえてか

ら，部員の歩きがはらはらになり，私と阿久根さんとは，一番最初に歩き，がたかだふるえなが

ら，ほかの部員牽待っていた。1時後に全員そろい，みんないっしょに秋目小学校の校舎で昼食

をとり，腹もまんぶくな政っき七，帰りの通をたどった。帰りは，雨のために何にも収穫物はな

かった。

＜採集及び目撃畦＞

モンキアゲハ　　井　　　ジ▼コウアゲハ　　ヰ＋　　　アサヰマダラ　　lWit

ミカドアゲハ　　井　lcoll　　　モンシロチョウ　　　＋

採集した植物

キク科　ノゲシ，ウスベニニガナ，ハハコグサ，ニガナ，チチコグサ，アカネ科　ヤエムグ

ラ，スイカグラ科　スイカズラ，シソ科　タツナミソウ，サクラソウ科　ルリハコベ，コナスビ

オトキリソウ料　オトギリソウ　ツツジ科　ミツバツツジ　ミズヰ科クマノミズキ，ウコギ科

タラノキ　ジンチョウゲ科　コショウノキ　スミレ科　タチッボスミレ　ツバキ料・モヅコク

ミツバウツギ科　ゴンズイ　ニシキギ科　マユミ，ツルウメモドヰ，マツカゼソウ租　イヌザン

ショウ　マメ科　ネムノキ，スズメノエンドウ，ハギ類ユキノシタ科　マルハウツギ，コンテリ
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ギ　ナデシコ科　マンテマの一種クワ科クワクサ　ラン科トンギソウ′、．．ユ．リ科　ソクシ
rH

ンラン，ノビル　カヤツリグサ科　アオスナ　ィネ科　イチゴッナギ，ヒメコバンソウ，マカラ

スムギ，ナギナタガヤ，ホソムギ　ウラボシ科　タマシダ　ゼンマ

ズラ科　ミズスギ
呵　　　・，t

ゼンマイ　ヒカゲノカ

〇四葉のクローバーについて（口絵写真1）

幸福（シアワセ）をもたらすと四無のクローバー探しの経験は多く9人が＿，も？ている。こ甲四

薬か大浦から秋目への途中畑道に群生したクローバ⊥串に普通より肥たちの射、ものが沢山風つ
11．1

かった。写真のほかにもあって15本はかりもあった。’しかも′j壷廟（1．5平方椚ぐらい）にで

ある。このほか六ツ秦も1本あった。本校庭や調べた所では90平方用由にわずかに1本であっ

たことがある。（まのせ2号34貢）

1970年lrO月25日（SUN）くもり　密2回採集会

笹 連
2年　阿久根　雄　二

0参加者、一佐方先生　山本先生

・2年　山口秋生　阿久根雄二　松田芳子　中間睦子　前田栄子

1年　本坊靂光　神野辰郎　　木佐封彰　阿久椒美智代　宮野　絹子

0コース　加世田発（8：lb）－（バス）一士卒（9：00）一笹連署（12：00）一

一河前（15：50）－（バス）－加世田着（17：00）

l］頃の活動のおかげなのだろうか。今日は採集会にはもってこいの天気だ。我々は，8時10

分加世田発河前行のバスに乗り宅んだ。1行12人，生物部の採集会にしてはさびしい感じだけ

れども，みんなそれぞれめ思いを胸に秘めてはりきって出発した。

季節は秋，道路沿いの柿の木には責赤に熱した柿の実が枝もたわわになっている。バス停から

10〝7ぐらい行ったところの柿の木に，ルリタテハか1頭飛んできた。しかし，ネットを振る硯

もなく，すぐに飛び去って行った。さらに進んで行くと，野菜畑がありスジグロが数頭飛び交っ

ていたが，3政だけとり，先をいそい7こ。

ぼくは，皆より数10甜先を歩いていた。やがて，みかん畑と松の山との問の曲がり道にさし

かかろうとするとき，何か白い大きなものが，松の木の方に飛んだように思われたので，すぐに

その方を見ると，白っぽくそ，モンヰアゲハと同じくらいの大きな蝶が，ヒラヒラと山頂をめざ

して飛んでいくのが見えた。とっさにぼくは，後からくるみんなを呼んだ。しかし，木佐貫や山

口が来るころには，もうすでにその蝶は，山頂の樹尚に姿を消してしまっていた。とうとう確認

はできなかったが，迷蚊らしかった。それから少し歩くと，ウラギンシジミがいた。木佐貿と山

本先生がすぐにとったけれども，長居は無用と先をいそいだ。

－　46　－



さらに先に進んでいくと，我々は，急に視界が開けススキの密生しているなだらかな山の頂上

付近の峠道にさしかかった。峠の下から涼風が吹いて盲，‘2時間余も山道を歩き，汗ばんだ体に

快い感じを与える。まるでえびの高原を歩いてし、るような錯覚にとらわれる。

．・12時頃，笹連中に到着した。－そ乙で昼食をとり，こ淘1時間はど休息した。笹連という所は，

なんとなく神秘的なところである。

帰りは別の道を下った。山本先生が，途中20研ぐらいありそうな杉の木立ちの中でアサギマ

ダラをとられた。先生は，ルリタテハとアサギマダラをとっていはっておられる。というのは，

それまではぐたち蝶屋が，ルリタテハやアサギマダラをとっていなかったからだ。でも，先生の

自慢もすぐに消えた。ぼくが，切り通しの所で吸蜜中のアサギマダラと飛来してきたルリタテハ

を採集レたからだ。この頃になると，植物採集をしている神野や女子部員の銅らんはいっぱいに

なって，彼らは土手に咲いているリンドウをとっている。下りは，上りのときより蝶もあまり出

てこなくて，ただ，駅に向かって歩くだけで，駅め近くになると，女子部員は，黙りこんでしま

った。

＜編集及び目撃唆＞
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＜認簗した植域＞

キク科　シラヤマギク・アキノキリンソウ・ノコンギク・ダンドポロギク・ヨメナ・ツワウ

キ・ヤマヒヨドリ・オトコヨモギ・ヤクシソウ・アメリカセンダングサ・センダングサ・ヤマジ

ノギク　キキョウ科　ツリガネニンジン　ウリ科　カラスウリ　オミナエシ科　オミナエシ・オ

トコエシ　スイカズラ科　スイカズラ・ガマズミ・ハマ二ンドゥ　アカネ科　アカネ　オオバコ

料　オオバコ　ハマウツボ科　ナンバンギセル　シソ科　ヒキオコシ・ヤマハヅカ・アキタムラ

ソウ　ウコギ科　タラノキ　アカバナ科　ミヅタマソウ　ノボタン科　ヒメノボタン　グミ科

ナワシログミ・ツルグミ　ジンチョウゲ科　コガンビ　オトギリソウ科　オトギリソウ　キブシ

科　キブシ　ツバキ科　ヒサカキ　サルナシ科　ナシカズラ　モガシ科　モガシ　ブドウ科　エ

ビズル・ツタ・ノブドウ　ミツバウツギ科　ゴンズイ・シ。ウベンノキ　ニシキギ科　ツルウメ

モドキ　モチノキ租　ナナメノキ　ハゼノキ科　ハゼノキ・ヌルデ　トウダイグサ科　エノキグ
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サ・カンコノキ　ニガキ科　ニガキ　マツカゼソウ科　イヌザンシ3ウ・カラネサンシ富ウ　フ

ウロソウ科　ゲンノシ，ウコ　カタバミ科　カタバミ　マメ科クズ・カワラケ・シメイ・ヌスビ

トハギ・ミ｝マハギ・ドヨウフジ・ミソナオシ・ヤハズソウ　イバラ科、ダイコンソウ・ニオイ

イバラ・キイチゴ・・ナワシロイチゴ・ワレモコウ・クマイチゴ●ホウロクイチゴ　ユキノーシタ科

コンテリギ　ケシ科　タケニグサ　クスノキ料　タブノキ・シロダモ　モクレン科　サー嵩カズ

ラ　ツヅラフヂ科　ハスノバカズラ・アオツヅラフジ　アケビ科　ミスバアケビ　キツネノノボタ

ン科　センニンソウ　ヒユ科ノイノコヅチ　アカザ科　アカザ　タデ科　ミズビキニミゾソバ

ポロポロノキ料　ポロ．ポロノキ　イラクサ科　ヤナギイチゴ　クワ科　コウゾ●イヌビワ　ニ

レ科　エノキ　ブナ料　マテバシイ・クヌギ・コナラ　ヤナギ科　ネコヤナギ　ラン科　ジカバ

チソウ・ヤマサギソウ　ヤマノイモ科　ヤマノイモ’．ユリ科　ヤマラッキ雷り・ホトトギス・ソ

クシンラン・サルトリイバラ　ツユクサ科　ツユクサ・マルハツエクサ　イネ科　アプラス‘スキ

・ササクサ・ヒメアプラススキ・イタチがヤ・ウシクサ・ナルコビエ・ヌカキビ・ハイキビ・ネ

ズミノオ・チカラシバ・キンエノコロ・トダシバ・スズタケ　ヒノキ科　ヒノキ　マツ科　クロ

マツ　ウラボシ科　マメヅタ・ホラシノブ・オシダ・クリハラン　ウラジロ科　ウラジロ∴コシ

ダ　ヒカゲノカズプ科′．一心ズスギ・トウゲシバ

0ベニバナポロギクとダントポロギク（口絵写貞3）

笹連採集会のとき，士卒・笹連関の士卒よりの左側のひのき林の．縁に，ポロギク2種数が，70

用位隔てて，並んでは．えていた。ベニバナポロギク（左）は，19．55年に初めて，帰化植物と

して，新和名が付けられ日本各地に，広く分布しはじめ，山手の伐採地などに，多く群生するよ

うになった。ダントポロギク（右）は，1937年に新和名とともに，帰化植物として報告され

て，各地に広がったが南薩では，少ないようである。この両種が，偶然肩を並べて仲よく生活し

ているのが，珍しい。写責は，山本先生撮影。

0オオタこワクリ（口絵写責2）

1970年9月10日黒瀬勇〔赤生木〕氏が大当の山から，2株のオオタニワタリ大株を運ん

で来て，本校温室用に寄贈された。乗数が25～28枚，葉の長さ130川，巾15〔Ⅶのみごと

な株である。現地では照薬樹林内の岩質の斜面や樹上に着生して，局部的に分布している。

熱帯気分豊かなシダ植物である。
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1970年度生物日誌

〔植物関係その他〕

＜4月＞

1年生へクラブ紹介

1

亭　温室の真のと†シンスが1輪咲き

6　　チ1－リ　ップがつぼみをもつ

隼㌢ゲ亀　アネモネ・桜咲く

30　　部会を開く。第1回採集会について

＜5月＞　－

6　　部日誌を作る

IO　　第1回採集会（大浦，秋目方面）

13　　サボテンの花が咲く

14　　ギンモクセイに黒い実がなっている

フロックスが満開

花びし草がすたれてきた

ひまわりの本葉が2枚になる

16　　矢車草が溝助

フロックスの濃い桃色の花が鮮明

21　　マーガレットがきれい

22　　あふちの花が咲いている

23　　ムラサキツユクサ（永田洋子さん

持参）定植

24　　ムラサキツユクサ（大原賢二さん

持参）定植

26　　ひまわり，ニワゼキショウ，キキ

ョウがだいぶ伸びる

27　　ひまわり，くじゃく草，百日草，

コスモス定植（職員室前の花壇）

28　　ひまわり，くじゃく草，百日草を

定嘩（円型花壇）

まのせ7号の誤りを訂正

ひまわり，コスモス，くじやく草，百日

百日草を定植

13　　まのせ7号届く

丼5月ごろから「私たちの自然」を薗こう′1年分

徳永直氏より寄贈

＜6月＞

10

12

－　49　一

ネムノ木の集がいっぱい咲いている

マリゴールドがきれい

サボテンの花がいくつか咲いている

百日章，ひまわり，フレンチ，コス

モス，サ！レビア，ホウセンカ定植

フロックス，ダリア，石竹，ガーベ

ラがきれい

竹田神社の池のスイレンの花が咲い

ている。

朝顔に3本づつ竹を立てる

フレンチ，葉ゲイトウ定植

サボテンの花が咲いている

ひまわり定植，フレンチ，あじさい

アマリリス咲く，キクのさし木

ネムノ木がつぼみをもつ

部会を的く，ネムノ木の落花調べに

ついて。トウワタの花が咲く。

ハイビスカスとブーゲンビリアの枯

れた枝を切る。ムラサキツユクサを

株分けする。

アスパラガス（プルモ・サスナナス）

が2甜位のびる。（温室）

ネムノ木の花がごくわずか咲く

百日草の花が咲く



18　　ネムノ木の花が満開

26　　百日草の花が咲く

＜7月＞

1　百日草，コスモス定植

7　　百日草，マリーゴールド咲く

11　ネジ花が咲く

20　　部会を開く。ネムノ木の落花数調べ

について

26　　長屋山シダ採集（ヒロ‘ハコンdンカ

17

の花t大株リュウビンタイ）（写貴6）

＜8月＞

台風で温室のガラス2枚割る

＜9月＞

1　文化祭計画について話しあう

10　　オオタニワタリ（一2株），黒瀬虜氏

（笠沙町森林組合）寄贈

12　　スイゼンジナ（川上司書大浦から持参）

てちらでは珍らしい蕗菜ふ

く10月＞

12　　播種（ルビナス，パンジー，ききェう

なでしこ，忘れな草，きんせん花，小

町草，カーネーション）

13　　コスモス，マリーゴールドが満開

21　とうがらしを鉢に定植

22　　部会を開く（第2採集会について）

23　　マリーゴールドか満開

26　　ルビナス発芽

25・　第2回採集会（笹連方面）

くこ11月＞

3　　磯間山採集会（浜川，本坊，佐方，山

本繭先生，川上司書）キイレツチトリ

モチ（花）など採る

11　蔵多山へ組物採集（山本先生山口本坊）

＜2月＞

25　　ボケ，キンセン花が満開

＜細＞へ　　、ノ

13　　チューリ　タブの定植

15　　キンセンカ，チ1－リ，プ定植

〔昆虫的係〕

＜4月＞

19　　大浦～秋日方面へ蝶採集に行く

（山口∴浜川）

泳竹田神社ぺ良虫採集（21，2畠，26，

そ拍＞．
5　　八瀬尾の滝へ蝶採集に行く

t浜川；山口）

31　　鹿児島市城山，加世田市益山の≠お

かん山みでそれぞれ蝶採集を行う。

弾竹田神社へ昆虫採集・（4⊥9．‾11～1台．

15～16．25’JJ2．7．130）

＜6月＞．1

7　　秋目方面べ轢銀盤に行く。

（木佐貫，荻川，山口）

辣竹田神社へ由由採集（3～6．9．15．

17．18．23．27）

＜7月＞

19　　鹿児島市城山で蝶採集を行う。

丼竹田神社へ昆虫採集（14．21．22．

27．28．30）

金峰山へ蝶採集（23．24．25．28）

＜8月＞、

11　枕崎方面へ轢採集千浜腕　木佐賀）

15　　　〝　　　〝　（木佐頁）

16　　佐多方面へ蝶採集（木佐貫）

秋目方面へ媒採集（山口）
ヽ．

23　‾∴鹿児島昆虫同好会に出席（木佐貫，
＼t

－浜川，山口）

辣竹包神社へ昆虫採集（1．5．．6～8．

20。22．．24）
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＜9月＞

13　　秋目方面へ轢採集（浜川，本坊，

山口）

27　　佐多方面へ蝶採集に行く（浜川，木

佐貫）

掻竹田神社へ昆虫採集（9）

生物部と　と　もに

＜10月＞

4　　金峰山へ蝶採集に行く（木佐貫）

10　　大当へ媒採集に行く（浜川，山口）

20　　八瀬尾の滝へ轢採集に行く（浜川）

＜11月＞

29　　鹿児島昆虫同好会談話会に出席

（木佐貫，浜川）

3年　田　中　洋　海

生物部とともにすごしたこの3年間。こういうとなんとなく大けさな気がするがともかく生物

部員として活動してきた。いや遊ばしてもらったといったほうが適当かもしれない。卒業した現

在ほんとうに生物部にはいってよかった。楽しかった。幸わせだったといいたい。

入部当時，生物というものに何の興味もなかった私であったが，朱に交われば赤くなるという

松言通り知らず知らすのうちにそのとりことなってしまった。その分野は蝶と限られたものであ

ったが「いきもの」にはどれも共通する魅力があるように思える。私が一番好きな蝶はアサギマ

ダラである。それも竹田神社の森の中を弱々しき青紫色に輝くという感じで飛ぶ姿である。その

姿が蝶の一番美しい姿として私の心に焼ついている。しかし，標本箱の中のアサギマダラには，

その輝きというものが失なわれているように思える。そこに生物と無生物（死物）のちがいがあ

ると思う。この何ともいえない不思議な魔力とでもいえるようなものの潜む世界が生物の世界だ

と私なりに考えさせられるようになった。

思えば，先輩につれられて竹田神社へ何回足をはこんだだろうか。モンシロチョウ以外のチョ

ウチョの名前も知らなかった私にとって見るチョウチョすべてが珍種であった。りきんでがむし

ゃらにふるネヅトになかなかチョウチ。は消えなかった。はじめて見たのがクロコノマチョウ。

その後　スミナガシ，アオバセセリ，の幼虫。見るからにグロテスクな気味悪い感じをうけた。

アオスジアゲハ，ミカドアゲハ，ゴマダラと次々に知識はふえて行った。竹田神社の森は蝶屋の

教室であっ7こ。とにかく1年の時は楽しい憩い出でいっぱいだ。

しかし，2年になったら楽しいことばかりではなかった。先輩達が部の運営にいかに苦労なさ

れていたかひしひしとわかった。しかし，それが私をひとまわりも．ふたまわりも大きくしてく

れる（身長ではないよのと思って頑張った。これもまたなつかしい思い出だ。

とにかく多くの先輩方や先生，それに生物部の仲間たちとすごした3年間は高校生活での最大

の収穫物であったといいたい。

（S46．3．29）
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俗説薩隅植物誌「る）

津賓の巻上後篇）

佐　万　敏　男

（2．15）ヒゲムキ＿（手カラシバ）－路傍などオヒシバと同様な場所にしかと根を張り容易に除

去されない雑草で▼秋日出臆した形が大きな毛虫のようである。空の色は紫を帯びたものが尊垣で

ある。またビンアライ（金峰町など）ともいうめは，顎験管洗いに見立てた名である。この卵ゝイ

ンノシ，ポ，ネコンシッポ，ムカゼグサなどの名も鞄かれるが，これらは別植物にも当てられる。

例え鴎　オカトラノオをネコンシ，ポ（吹上，平鹿倉），タチタラマゴケをムカジグサという所

（金峰町）などがある。

（216・）ヒゲモモ（モモ）－元来は，多毛小幕の在来品をカテシモ号またはカタシモモ（ツバイ

モモの方言～日置郡など）という無毛品に対して名付けた方言でケモモとも呼ばれた。一般に我国

では桃は史前から導入されていたが，果物としては品種も少なく，江戸時代になっても実桃は，花

桃の品種数に遠くおよばなかった。著しいものとしては，伏見のサモモ，向サツキモも　オオウス

モモの三色勝れて味いよし。彼地の名物なり〔農全8〕など記されている。明治8年支那から伝来

したスイミ　タトゥ（水蜜桃）は，漸次在来種を駆逐し，末葉から大正にかけて自家用に栽培されて

いる桃はスイミットウが通名となって南薩の農家でも知られていた。手入れも十分ではなく樹には

よく樹脂（ヤニ）が出ていた。虚業全書には，由良して4，5年の後は皮をたてにたちさくべし。や

に多くて皮厚きゆへしめられて痛み枯るる事ありと記し，草木六部耕種法には，脂膠ノ甚多キ者ナ

ルヲ以テ成良シテ四五年ヲ経ルトキハ必起線飽（ミゾカンナ）ノ細者ヲ用テ竪二其ノ皮ヲ傷ベシ云

々と述べてある。支部の占農書斉民翠術の中に，桃性皮急四年以上宜シク刀ヲ以其皮ヲ竪こサク可

シ（元漢文）と．出ていることである。桃は果花葉が食用薬用観賞用になる外年中行事に用いられた

りするばかりでなくこのヤニまで薬になるというのが本草書に見える。

（217）ヒゴザ（ヒルムシロ）－水田の害章として昔から知られる多年草。蛭のゴザの意であるが

イゴサと呼ばれることもある。江戸幕府より代官への令達の中に，田草ノ申蛭藻等ハ殊二稲ノ痛ミ

ナリ・…‥右様ノ藻草之アル田地ハ仕付ノ際鶏糞ヲ入ルレバ藻草絶ユ……之アル村方へハ宜シク此ノ

法ヲ教示スベシ（天明7年10日）というのがある。

（218）ヒツシノツ（タイミンタチバナ）－山中の常緑高木。フツッノ　ッ（大浦大木場，久志）堀切山

ではと，ツイといい年の昇とおしにするし，黒瀬ではフヅツイノッといい実はヒヨドリがよく食べ

木は稲田のウマ（稲架）の恥に使えばくされにくいという。赤生木ではフツイノッといい堅木だと
く　ら

きいた。「百姓は，ヒツギの山矛（ヤマオコ）でステテコてんでに集る所はお蔵の前じゃが・・・‥・」

という加世田蔵元一揆当時の俗謡（安政5年，1858）のヒツギはこの木と思われる。此甫幹を人

文よりも長日に切取り両端を尖らせたヤマオコを持った勇ましい集団がしのばれる。
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（219）ピーピーイヾナ（グラジオラス）－一　切花用に栽培され，花の色に変化が多い。花茎を短

かく切り取り笛として吹きならしたりしたので，ヒメヒオウギズイセン同様この方言でも呼はれ

るらしい。カヤバナ（日置・吹上町など）．ともいわれも。因みにピーピーダケ（南薩一帯），ホ

ンホンダケ（日置・吹上町など）は水辺のヨシのことで子供らが麦笛のように吹きならすのせと

の名がついた。スズメノテ，ポウなどもピーピーグサという所がある（吹上町など）。高倉など

では，ヨシをヒヒンダキという。

（220）ヒメカズラ（サネカズラ）－山足などの雑木にからみつくかずらで秋冬の侯雌株には

小球果は花托上に鎖状に集まり紅熟して美しい．稀には生垣にからましていることもある（加世

田市）。枝葉を細切し日中でたたき湯でうすめてドロドロになったもので洗髪した。之で洗うと

光沢が出て美しくなる。年の毛なども洗ったというし東市来など）。○此葉ヲビン水二人テづか

ふに髪品うるわしく赤キ毛黒ク長クなるとて用る人多し〔花地る〕伽羅の池昔は薬種屋にて商い

男の髪ばか。に少しつけ女はさねかづらといふ物にて日々音軌ける故臭気もいでず奇麗なりL

に四五十年以来男女とも頻に油を用い……〔翁草〕など記されている。ベンカズラ（笠沙・大浦

町など），ビンカズラ（大浦町）　アブうカズラ（小湊）とも呼ばれる。またヒネカズラの通名

もある。

（221）ヒメガタシ（サザンカ）．－　山中に自生し，10日下旬白花を閃く。花弁は5枚である

が多数化した株の自生もある（磯間山中腹）。人家の生垣に用いたり，蜜柑山などの土擬に植え

込んだりする。種子から油を搾るが，椿油より高価である。庭木に観賞用として植えられる品種

には，白，紅または混合花色で八重品もあり，ツバキと称し，真のツバキ品種と同名で呼ばれる。

野生のヤブツバキは一般にカタシという。

（222）ヒヨドイノミ（シロダモ）－　秋冬の族ヒヨドリが熟栄を好んで食べる木の実をこの万

言で呼ぶ。老人はシロダモをスイメノキの名で覚えているがこの方言を知らぬ人は総称名として

のヒヨドイノミなどという。もちろんこの種に限定された名ではない。

（223）ヒワ（ビワ）－屋敷内に1，2本植えられている所もある。大形嘗緑葉のある枝盛に

冬季白花を族生し5日下旬頃より果実は色づきはじめる。果実について，接頭子ヲ結デ竜眼ノ大

サノ加ク族旗ト相違リ肉少ク皮厚シ初メ黄緑熟スルトキハ則金黄微赤ヲ樺ブ上二菊様小臍有テ雨

音黒ナリ此ハ則手花革之残留スル者也（中略）或日枇杷ノ実ヲ軌レトキハ則チ十カー二ハ‘シュロ

ヲ生ズト此亦一奇ナリ然レドモ予未ダ之ヲ試ミズ〔食鑑4〕と要を得た記事が見えるが，後半の

奇事は何の感違いからだろうか。香味のあるビワを賞する人で，その核の大きなことを歎かぬ者

はないが，全く鮎亥のものの存在が古くから明記されている。ビワは我国に野生が知られ，大分，

山口，福井の諸県では天然記念物に指定されている。果樹としては中国伝来の品種または在来種

との交配種甲優良誌が普及するようになった。繭薩の在来種は唐ビワである。ヒヤ（笠沙・万世

など）ヒワ（珪貫方面）が往時からの万言名であって楽器の琵琶（ビワ）とはっきり区別されて

いたが近頃では枇を濁音で読みビヤという人が多い。支部名はビバであるが俗にルクーと呼ばれ

るのは魁橘の音で，その射杉がロバの耳に似ているからだという。熊本県や福岡県で，小形の在
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釆経をヒワ，大形果品種をビワと名付けて区別していることは興味深い事実である。

（224）ヒンカサコ（スミレ）－　原野路傍の勝地に多く3日頃紫色花を咲く。南薩には数種類

が見られ，有茎嘘のうボスミ・レやタチッボスミレと共に最も普通である。アオイスミレも稀に見

られることがある（加世田）。子供達は「ビンカッカをすいが（しよう）」といって，花のひっ

かけ合いをして遊んだものである。ヒンカックニ（鉄山），ヒンコネ（赤生木），ヒンカッソ（大

浦），ビンコツコ（金峰町池辺）年どの方吉も触かれる。このほかウマンコツコ（日吉，吹上，

金峰，川辺町など），ジサンバ，サンとかジジババ（吹上，金峰町）などいわれる。加世田名勝

志帳には，的引革の名が出ている。

（225）ブイダラ（カラスザンショウ）　　　　山中に自生し羽状葉を互生する高木で羽片には地点

が明らかであり幼木には丈夫なトゲを密布する。ブイダレともいい下駄材としてカガミに用いれ

ば軽くてよいと喜ばれる。歯にはイチイガシ（イチノキ）がもらかよいがタブなどを使うことも

ある。またシャモジをつくることもあるという（大浦など）。種子は小鳥のエサとなる。

（226）フクイ（シチトウイ）－　加世田市新川や相星川口付近の水泥中に見られる。線番では

万祭の太鼓的りの時太鼓のム手はこの草で作る。単にイともいい大浦などでは白砂（シラスナ）

にまぶして干し根元を束ねて先を拡げ折り返して版元を包むようにして結束して先端の花秘は切

り捨てる。また裂いて蓮（畳表）を作ることもある。豊後の育造（大分県）は占米有名で琉球よ

り伝えたく寛文年賦）という。大蔵常永の包産考3に，席草　七鳴寵ともいう。窪に織り†こるを

琉球表と言うと記して詳説している。茎に髄が発達しているためジンガラグサ（万世など）の万

言で呼ばれることもあるか，この名は多くイ（燈心輩）に用いられるようである。

（227）フシノウ・lヌルデ）－　向陽の山足などに自生する落稟性羽状集中高木で9日白花穂を

踊く雌雄異株。薬，枝にできる虫こぶを五倍子即ちフシといい特にミミフシは壁が厚くタンニン

含有量も多い。ミミフ↓（アブラ）ムシにより作られたもので申乱宿主はチョウチンゴケ射ごと

いう。このフシを集め1升マスを伏せた上などにのせヒオコシ（火吹竹）などで押し転がして粉

末にする。てれと鉄屑などをよく混ぜ合せオハグロをニワトリの羽音毛などを以ていろり端で歯

染めをしたものという。明治末から大正初年までは既婚婦人に見られたことである。○雌漆　葉

うるしのごとく秋紅葉する事花にかへたり実ハ女中歯黒二台ルふLと云物也一名魂ぬるで共云かつ

つの木共云〔花地3〕。

（228）フッカズラ（クズ）－　山足陽地に蓬ましくはいまわったり木に巻きついたりする。こ

の事は15夜行事の大綿の心に入れるものであった。新薬茎は牛の好物である。また蔓をさいて

薪を結束したりする。カンネカズラ（日吉，吹上，川辺町，堀切山），カンネンカズラ（阿多，

高倉，指宿市他），クンマヅカズラ（吹上，赤生木，黒轍など）ともいわれる。

（229）フ，チェクサ（イネのコ巨頭三ばえ）　　　　稲の刈株から二度芽立ちしたイネをいう。フッ

テグサ，フ1ソテンクサともいう。大酒町クシキ馬場では，これを煎じて脳薬としたという。ヒヅ

ハエ，ヒツッ（種子島西表など）ともいう。○或有一歳再熟之稲，此称比豆知亦不足用也〔亀鑑
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1〕。カヤツリグサにこの方吉名を転用していることもある（吹上町花田はか）が誤用かも知れ

ない。またクグガヤツリをフケと呼んでいる所（日吉町）などもある。

（230）フデバナ（イタチガヤ）　　　　火山灰の崖の斜面などによく生える1年生中華で秘の形

が筆状である。またホウキグサなどともいわれる。ツンベルグの植物諒に，なよなよしたこの穂

花の全草が図入りで発表されている。．クリニッムという新名は弱い長毛を持つ意で全くそんな感

じの醇である。

（231）フタナレ（ヤエナリ）　　　　小豆（アズキ）の近似種で更に小粒緑皮で発芽時胚軸が伸

長著しいのでモヤシ（方言オヤシ）に作って熟まれる。農業上は緑亘り．タトゥと呼ばれている

が古くはロクズと読まれたらしい。四日に蒔ぎて六日・に収む。其たわを薦きて八目に収む。此ゆ

へに農人足をこなりともいふ〔農全2〕。また，いなか把ではまさめと云ふとも記している。日

用食品として，かゆ，だんこ，あぶりもの，めん，酒のほか餅のアレによいとされ，解毒などの

薬用にもよいという記事は，アレを除けば，気．支部の農桑通訳の引用である。二粒のこの豆で苦ん

でいた脚疾がついに全快したという話や皮はつけたままでないと薬のささめは少ないなど支部の

本に出ている。

（232）フダンス（フダンソウ）一　　　不断草の誹りで，不時粒子牽まいて生じ四時これある故

∴につけられた名称。支那名は果菜，甜菜，羞蓬莱などで前二者は音テンサイである、が，我国では

甜菜をカンサイ〔農全4〕カンツ丁イ〔和漢三オ102〕としてあぅたが，現今ではテンサイと

読み農業上では，サトウダイコンに当てている。嘉豊の意味については，流石の季時珍も，義未

詳とカブトをねいでいる〔本草細目支部27〕。韓国では，クンデーの名で知られている。吹上

町や金峰町などでは，カムナとかカモナといっているのは，甜菜の重箱読みであるのかも知れな

い。フダンソウを俗にトウヂサということについて良資は，葉は手サに似てしぼまず白けなきを

巽となす故に唐鼠と名づくと記している。この種は茎を抽いてから薬をかし「て，．ゆでて，酢味噌

と和して食べることが多いかt　味噌汁にも用いられる。あくが多い欠点がある。高三四尺茎ソク

ズノ如ク紐稜有り夏盛二冬枯ル〔　本草図経〕など吾かれている。

（233）フt，（ヨモギ）－路傍に多い雑草で，春先若葉を摘んでヨモギ餅（フヅノモチ）を作る。

生薬は傷口の血止め用によく使い著効がある。ヨモギの綿毛は，モクサをつくるが，支那ではオ

蔦（ヨモギ1種）で之を梨し衆に用いることが古くから記されている。その時の火は太腸を珠（レ

ンズ）でうけ集めたものがよいとされ，木では根の火がよく，八木の火（松，柏，桑，柘，廃，

橘，槍，竹）は用いてはいけないという〔本草綱目お　また張葉の博物誌に，削氷令円挙以向日

以　於後事其膨則得火などの記事がみえる。端午の日に，鶏末鳴時探す見似人者携而取之用灸有

験〔刑楚歳時記〕とあるように，まだ夜の明けない巾に人の形に似たヨモギを探してとるなどの

記事は何から思いついたものか。我国のヨモギは，夏昼夜に於て葉の上下運動をするので夜間は

昼間平開した葉が上向して茎に向い稟裏の白毛が殊のほか目立って見えるものであるから，この

ような変化に気づいていた古代人の知恵に発したものかもわからない。　また同書には五日五日

採、貨以為人懸門戸上以穣毒気ともあって，この場合は，人の形をつくって門戸の上にがかけて毒
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気をはらうのである。我国では軒端に，シ。ウブやヨモギをさす風習として伝わっている。

（234）フ甲マメ（ジきウロクササゲ） 支部名は紅豆で，蔓性をなし若い葵を夏菜とする。

菜は多く淡緑白色で横しわが多く30C輝許のものと，更に長く，腰子毎に莱面にくびれのある3尺

ササゲというのかある。前者が早熟であるがいずれも若い英を食べる。夏菜の上品なり民用を助る

事茄子l壊す〔菓譜下〕とし，．食鑑lには，大抵夏時至秋与茄子為疏中之上品也として顔ササゲ長さ

丈余，地ササゲ蔓短似木豆轟と区別している。約之救荒本草紀聞12には，紫虹豆十六ササゲ，ヘ

リトリササゲ，．茜長二尺許下垂ス帝ノヘリ薄紫二変ズとし，虹豆ササゲ簡上向ス薬尉ハ赤者許ヲ用

フ万言甚多と云ナている。雪上豆の図を，植物名実図考2についてみるに，壷性で枝端にこ長葵相接

し下垂していてジュウロクササゲの状である。親民鑑　集笹は大角豆の事としてササゲ類18品を

記名し，L・1．8ささげ，ふらう，赤ふらう，筋ふらう，うすいろ，むらさきふらうの6色は，すくれ

てかつらなかけれは，竹のなかきにまかせたるはと実多し…　‥三日より六日初まて植てよし。

はやきハあぶら虫とて，ありか付申朕。ノ芋去，はやくおそく，せんくりせんくりに椿て吉。など書

かれてある。フロマメという名は，葵が硬化しにくいから不老豆と呼ばれた方言名である。疎奔

（茅草、）毒二由タル者虹豆煮汁ヲ以テ飲メバ郎解と云。

（235）へガラ（ハマクサギ）－　木に1種の臭気があり，確を追払うために枝葉を使う。大浦な

どでは馬庵などに吊して喝よけにしたという。長島あたりでは，山中で弁当（ガエ）をあけて昼食

する時など箸にこの枝を使うと喝除けになるといい，また知覧町二ッ谷などでは，木炭（雑）にも

製されるときいたから，まんざら捨てた木ではない。

（236）へゴ（シダ赦）－群落をつくる藷通の粒類では，ウラジロやコシダが山中に見られ，

特に林申ウラジロの疎い群落などをへゴドンス（万世，大浦，金峰町なと），へゴダンス（吹上町

小湊，触切山など）といわれる。　巾うジロは，支沸南部から広く熱樽アジアに分布するが支部名

は裏白と記され，最近は謹白と略字か用いられている。良安は，和名オニワラビ俗云山草と記し，

歯菓（シダ）柚長（ホナガ）裏白（ウラジロ）を迦記し，以飾元旦嘉祝之物と説明し，支那名の田

衆に之を当てている。しかし現在では蛍衆はヤブソテツ数とされている。南桑の字にシダとヨワイ

ノエダニ通りの仮名をつけ，止別こ庸之〔下学集〕とあるのを見ればこのシダは明らかにウラジロ

と思われる。羊歯類の読みは現在では，シダルイであり，ヒツジノハと書いてシダと読むが，シダ

は歯乗が本源であろう。山草ヤマクサの名について，若人家国中植之不育実山草也〔和漢三才〕とあ

るが或はそうかも知れない。（93），（137）参酌。

（237）へコハニッ（マノレヾシャリンバイ）－－・山地向傷の地に普通の低木で5日白花が美しい。球形

は紫黒色で子供らは生栄を食べるが核は大きい。　タンゴ（桶）の輸帯入れの時などに用いるサツ

ズシ（木ヅチ）はほとんどこの木を梅いた。また大浦では盆晦りに鳴らす鉦タタキも之で作る。笠

沙町や山川方面ではこの枝葉をせんじた液で魚網をそめた（浜島事盛氏）というヴ

（238）へ，トカズラ（へクソカズラ）　　右まきの蔓草で対生葉は広狭変化があり，毛が

なく表面光沢あるテりハへクソカズラも見られる。　大形葉では巾7C祈，長さ17C材以上樗及ぶも
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のものもある。花は7日初頃から咲き，子供らは，ハナタコまたはハナテングと称し鼻柱にくっ

つけて遊び，黒瀬あたりでは小鳥捕りに用いたり，「うんま」遊びの時帯の後にこのツルをつけ

たりしたという。支部の植物名実図考（1848）の蔓草部に，臭皮藤，牛皮凍，鶏矢藤という蔓

草の図がある。臭皮藤は江西に多く一名臭茎子とも言い葉は円く馬蹄の如くして尖る。秋青黄実

を結び之を破れば汁あり甚だ臭し。土人以て瘡毒を洗うという。小野氏重修本（1884）にはこ

れにへクソカズラが充ててある。この凶は円果を伴っている。次にある牛皮棟は，対生葵で，花

栗を伴った良図で，説明に，鞠南園圃林薄極多……葉濃緑光亮葉蘭秋関白篤子花リ、弁玉出徴巻向

外黄紫色結青実有汁捜医云与臭皮藤一撞円葉為雌長葉為堆云々とある。　帝国大学理科大学植物

捺品目録（1886）にはこの支部名をへクソカズラに充て，現在でも之が正しいとされている。

最後の鶏矢藤は円栄をつけた図で互生葉が革かれている。説明に，産安南黄緑茎葉長寸余・・・…秋

結青着実硬叡有光円如緑豆梢大気臭佳医以為洗薬云々と記している。この支那名こそ現今支那で

へクソカズラの正名として植物誌中に用いられているのである。この矢と．いうのは尿のことでこの

植物の臭気はどこまでもまといついている。和漢共に上品な名前ではないが仕方ない。

（239）へトイグサ（モウセンゴケ）　　　　多湿の傾面や構脇などに群生を見ることがある。別種・・

コモウセンゴケも同様な立地に稀に見られ，短柄の葉をロゼット状に密生し，夏日淡紅花を咲く。

両種共周知の食虫植物である。

（240）ペンペングサ（ナズナ）　　　最も普通な春の七草の一つで，日当りよい所では1日早々

ロゼット葉の中心から小白花を抽出する。近頃はこの草を食草とするのなきかないが，古くは菜

として用いたのであろう加世田名勝志帳中に薬類として出ている。朝鮮半島では北部でナシ，中

南部で，ネンィ，ナンジなどの呼名があり食用とされるし，支那でもチミツ丁イとして摘菜とし

て用いられる。またナズナの花を3日3日に採って油花卜（占ない）とする行事なども書いたも

のがあるし著効ある薬草としても記されている。果実は小さな扇形で，！ヾチグサと古歌にもある。

ジジノキン手ヤク（愛知県），スズメノダうコ（青森県）などは巾着状の果形によった方言名で

あるが，学名でも英名でも，羊飼いの巾着（キン手ヤク）というのをみると人情はいずこも同じ

である。袋のロを長い紐でしぼり込んでとじてまきつける銭袋は今は滅多に見られぬ珍物となっ

てしよったが，ナズナのキンチャクやヒナノキン手ヤク（別植物）のキンチャクは永久に残るの

だろう。○結実三鉦叫‥似三舷之揆小鬼以其二相別路音抜名三絃革（シ・，ミセンクサ）〔三才お

（241）ベンタブ（タブノキ）一一一一タブにベンタブとシロタブがあって後者は，材としてはコナ

ムシがつきやすいという。前者は，枕崎で鱈釣り損の人達が，魚の狙坂（万言キリバン）に用い

30年も50′羊も倶つといっている。（139）奉職㌔

（242）ポイバナ（セン二手コウ）一一一一一古くから監霊に作られ，干斑盆に嘉前仏説の供花になく

て接なら息花であった。絞紅花と白花がありj　三和（163エ～33）頃滋釆し，花花としても

よ′うこ点れ㌔　ボウズバナ，ボンボン（弊貰），ボンポイ（日吉町，金雄町など）などとも言う。

（2ユ3）フごてシャノソ（コナラ）－招木杯中にあり　ホサノヅ（加世乱　堀切山など）ともいう。

炭につくられる。また椎茸栽蜘ここの木を使うときいたが，これに似た木で真が少しちがうのを
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ナルというのがある（知覧町二グ谷）という。占名波々曽〔新撰字鏡〕は，又俗称保於酉〔和漢

三才〕ともあって之は波保曽加之波〔大同類集方〕と同じで即ち細葉の義という。ナルという木

は，クヌギと思われ，岡村尚謙の云うように　此葉変茜の時格技梢に附著して不落其風を待て鳴

動する故にならとは名付し物ならん。クヌギは正にこの通りで，秋変築後も離層の発達わろく，

あたかも枯葉をつけた状態で冬を越すもので，吹く風にざわつく此木にいみじくも鳴るの木と名

付けたのであろう。南薩では，ナラと云わずにナルというからそのものずばりの名前ともいえる。

古今要覧稿草木部にハハソの図があるが，ハハソ2種，ナラ，コナラ，オオナう，カシワ，コカ

シワ，クヌギ，メクヌギの9図は省略されて十分の一ほどしか図を出してない。活字版は惜しんで

でも余りある感がする。

（244）ホタルダケ（メダケ）－津貫でホタルダケ，上津貿では，ニガッダケなど称すること

がある。ホタルダケというのは，ホタルを捕りおさえる竹笹として用いたから名付けた名らしい。

ニガッダケというのは，ニガダケを威勢よく区切ってなまった発音であろうか。（194）参照。

（245）ホトクロ（メヒジワ、）一一一・畑地隼多い厄介な一年生雑草。茎は下部餌毎に発根四方に広

がり地にへばりつき除去に難儀する。チトクイとも云う。和名メヒジワは，寸ヒジワ（87）に

比し弱々しいからついたけれども，ヒジワの名義については，畢芝かという〔構造笑覧12〕し

牧野氏は，之ヲめひじは卜云フハ音便二曲りシナランという。島根県で，フヂハイ（雲州），タ‾

ケヒジ六（石州）などの名があり，ヒジ（肱．）がはたがったようなこの草の生態にもとづいた名

だと，‘同県赤名の人にきいたことがある。ハというのはバグサのことでこの事の万言にも残って

いる所があるのを考えれば，メヒジバが音便によりメヒジワとなっているのであろう。前記植物

楼品目録には，メヒヂハと書かれ，其10年後の植物名嚢には，メヒジバと記しメヒジワと読ん

でいる。吹上町方面で，ホトタイハッというのはこの草の畑一面に群生した状をいうのか。

（246）ホトケミン（スベリヒユ）一二－肥沃な恨地によく生える夏草。仏の耳の意で葉形に基づ

く。和名は，馬歯嵐年末比由今案俗云須倍利比由〔多識3の7ウ〕とある。茎葉をゆでて干し

たものを貯えて食用にすることができ，支部ではこの通風が伝，わっている。楚俗足を元旦に食す

〔野詔〕とある。碑文では戦前，農家の匿先に拡けた蓮上に黒変したこの干物を夏日下に見るこ

とができた。この輩は葺赤，勢風　花責，徳黒，棍白であるので五行草と云うのはよいが，多肉

な茎などが表皮をとおして白っぽく見るから水銀が取れると他愛もないことが本革宙に記されて

いる。支邦名馬歯藍は，篭の鳥に葉が似ているからで，支那の県志中に，嵐歯嵐と出ているのを’

写したことがあるが，これはスベリヒユの小形のものだと書いてあった。花については，其花子

葉黄色小海美〔和漢三才」，票田二葉花ヲ開ク大サ二分許十弁ナリ〔救荒啓慧13〕とあって如

何にも八重花のようにしてあるのは　この花が小さいばかりでなく正銅する条件が限られている

ため怒呈察不十分の箔巣であろう。

（247）ポプラ（ボr’ヴラ）＿＿＿∴南瓜の和名をポウブラといい扁円形菊應形の大果をつけるもの

でこの地方では近時は，カボチャと呼ばれることが多いが，古くは和名の盈ったポプラと称し，

本来のカポチ，即ち長円形で首のあるもの区別していた。南瓜今俗云南蛮字利〔多盈3の9〕，
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俗云保宇不良，形色似阿占陀瓜阿古陀瓜不煮食〔和漢三才〕南京瓜　東鴇塞瓜，唐茄子共俗称

〔同書〕。南瓜慶長元和の頃初て日本に来る。京都には延宝年中はしめてうふ其前はなし〔菜譜

申〕。カポチ†の小なるを唐茄子と名付くはやり出せLは明和7，8年（1770）頃なり〔婦道

笑覧〕。カボチャ　トウナス　上高クツポノ形ナルモノ，形扁ナルモノヲポウフラト云，円クビ

ダナク皮赤色ノモノヲアコダト云〔物品識名乾51〕。広く作られているポウフラは卜こ，の地方

でみかけないカボチャIら　その名をすりかえられてしまった。カボチャ郎ナンキンボウフラは番

南瓜という。

（248）ギホー（モタコク）－層状梢シ，リンバイ（ハマモッコク）に似，葉柄は帯紅色，葉身

表面光沢があって美しい。庭木にしたり，墓所に植えたり，シバとして用いたりすろ所（崗蘭地

方）もある。木国此木人このんで庭にうふ〔花譜下〕とも書かれてある。木を切ると串が赤い0

手杵握Liたりし，伐木の隠伐ロに打ち込む矢の材としてよい。支那の書に，水木厚というのがあり

益軒は之をハマモクコクに当て，良安はモーソコクにあてているがいずれも誤用らしい。後藤光生

はハマチブコウと仮名をつけているが誤植だろう〔物品日録上31ウ〕．

（249）ホンザンシ睾り（サンショウ）－薬用，食用等に古来広く用いられナ；が，この木はス．リ

コギをつくるによいという。支那では古く，剃楚之俗正目一日長幼悉正衣冠以次拝資進椒滴など

の記事がある。別種フユザンショウは，紀州にてフダンザンシaウと云〔救荒啓蒙9の4〕，東

都にも分布し竹葉板と称せられる。イヌザンシ8ウは漢名崖椒にあてているが，本草綱目によれ

ば不甚番而子灰色不黒無光の後段が気がかりになる。桂子は漆黒色で光沢があるからである。同

書には，野人炒テ鶏鴫ノ良二用ユと用途を記している。市来山椒をつぶして川魚を捕ふるの習俗

あり〔民間薬用癒物誌〕というがこの地方では末だこの事実を牽かない。（103）参府。

（250）ボンヾナ（オミナエシ）　　　　お盆の頃さく。仲秋の名用へ，rススキ，ハギなどと共に供

花とする。オミナエシの名は，万葉集に見えるし女郎花と書かれているが，後オミナメシ〔易林

木節用集など〕などとも云われた。花壇綱目巾に，女郎花，花真也。南楼，花白也藤袴とも云と

ある。この南楼は男郎即ちオトコエシである。益軒は，おみなへし七日花をひらく………本草に

敗醤あり女郎花なるへし。敗醤は白花のよしみえ侍る。されとも花の色は所によりてかはる事あ

り〔花請下〕と記しているが，後，敗夏木卓二載ル所蘇恭力説ハ花黄ナリ時珍力説ハ花白卜云…

本邦ニテモ黄白二色アリ…古歌ニヨミ国朝ノ詩人ノ詠ゼシバ黄花ナリ白花ナルヲ俗ニヲトコへシ

ト云・・・此花襲ノ臭醤ノ損ジタルガ如シト本章ニイヘリ今試ルこ然り根モ同臭アリ黄花ハ七八日的

ク白花ハ四日的ク又秋開クモアリ〔大和本草〕と正している。この時明封引弛花のものは，ハルオ

ミナエシ（カノコソウ）を指しているのかも知れない。地花菜〔救荒本草〕はヲミナメシ定黄花

ノ敗醤こシテ即女郎花ナリ〔救荒啓蒙5〕。加も田市万世あたりでは，ノダケをボンバナと云っ

ていたようである。オトコエシは山野に多いが，瓶花としてはほとんど用いられない。

（251）マカヤ（チガヤ）　　腸当りよき原野に群生する。刈取って尾根費用にした。大形のも

のは，十五夜鏑作りの時ワラに混ぜて用いることがあった（阿多白川など）。有数センチに伸び

出た蹄峠らみの部分をオンバ・ナや、！バナと言って，子供達は抜きとって食べること（40）に記
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した通りである。地下茎も瀕取ってかみしゃぶると甘味がある。図経本草に，寄生酋布地如鍼俗

間謂之茅鍼亦可癖甚益小児夏生白花茸茸然至秋而枯其根至潔白亦甚甘美六日採椒用とあり，本草

綱目には，其根甚長白軟如肪而有節味甘俗称奉茅と言い，其根乾之夜視有光故礪則変為蛍火など

の怪しい記事も見える。草た茅之自者占用包要礼物以充祭祀縮酒用と書いたものもあって支那で

は神聖なものとして用いられていたようである。古来，ツバナを食うとふとると信じていたのか

やせたうでつばなも食はぬ花盛という俳句があるほどである。娘ざかりは．太ることが余はと気

になるとみえる人情は今も変らぬ。オトコガヤ（トキワススキ）に対しオナゴガヤ（チガも）と
JnまL　　′

呂　つ0

（252）マゴヤシ（ヤクシソウ？）－牛の飼料になる草。鉄山（加世田市）などでは，ヤクシ

ソウをウマゴヤシといっているが津貫方面では，はっきりしない。長島では，オニノゲシをマゴ

ヤシといい年勘を食べさせるときいた。ニガモク，チチケシ（大嘩な＿ど），こガケシ（小湊など）

は，ノゲシのことで年の好飼料である。ウマゴヤシ〔和漢三才〕は黄瓜菜に発つ細字有不成架と。

ヤクシソウ万言ニガクサ（大浦，長屋鮎川など）は，　馬が自分の耳と取りかえても欲しがる好

物。

（253）マγコノキ（シキミ）－山中にしばしば見られる常緑高木で3日淡黄多弁花を開

く。稀に帯紅花のウスベニシキミもある（万世など）。この群落が磯間どん（磯間山）の上方に

あり・。薬をせんじつめたものを風呂に入れると神経痛に効ありという。神への供しぼにする所

（阿多白川など）もあり，種子はお手玉の中に入れたりする。樹皮は線香材料に利用された。河

太郎ト相撲トリタル人正気ヲ矢ヒ病スルニシキミノ木ノ皮ヲハギ抹香トシ水こカキタテ呑スレバ

忽正気ニナリ本復ス廣用テ効アリ－貝原益軒は，こんなことを責面目に奮いている〔大和付録

1の21〕。

（254つマッサツカズラ（テイカカズラ）－－よく樹石にまといついている常緑のかずらで新梢に

有毛なものは，ケテイカカズラである。マサキカズラは占名をマサキツう，アマノマサキなどと

いい，今名ツルマサキに充てられたこともあったが，今ではテイカカズラのこととされている。

古事記などに之をカツラにしたとあり，この地方では別名万言モテカズラといわれる過り，元結

に用いられたようである。マヅサツカズラは，吉名が伝わり残ったものと思われる。このつるは

帯黒色で，葉は濃緑光沢があり秋冬紅葉を交えて美しく，また新薬も淡紅を樺びるものがある。

（77）参頂

（255）マツダゴ（マンリョウ）－山中にも自生するが，よく庭先に植えられる。この万

言は，津貫できいたが，マルダゴイの転じた名と患われる。マンリョウのことをダゴイと思って

いた老婆があった（加世田柿元）が元来はイヌマキのことらしい。イヌマキは　ヒトツバが通名

となっていて曜木は，赤い甘い花托の先に緑色の桂子の球がついているが，マンリョウは単に球

状紅栄が房状につくので丸の名を冠したのであろう。栽培品には，白質栄のものも見られる。津

貫からアメリカへの移民の中に，この美しい紅栗をしのび，わざわざ故国から種子を取り寄せた

人もあったそうである。津貿小学二．支に北米原産のラクウショウ（落羽松）の大木が1本あるが，
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明治38年に小苗を植えたものだという。移民の手を経で移植きれたのであろう。因みに，長屋

小学校の講堂前に，チュウリ・ソプノキ（ユリノキ）の大木がみられるのも移民と関係があるのか

も矧れない。北米と極東（申支）に1桂ずつある珍木である。

（256）マッハグサ（スギナ）－路傍や畑地の雑草で地下茎が深く除去し難い。今の子供

にさけば，ほとんどスギナ（杉菜）と答えてマッハグサ（松葉草）の名は知らぬものも多いが，

50年も前はすべてマッハグサが通名で，よく兎の餌にしたものである。しかし，ツクシは　こ

の地方では食べる習慣がみられなかったのは不思議な程である。花茎ヲ煮食ス味美シ，葉如杉馬

好ンデ食フ〔大和5〕といい本革食鑑は食用ツクシ掘りの状況を伝えている。ツクシの頭部は，

裸子植物の雄花の集りを想起させ，胞子を粉状に飛散する量は彩しく，それが予期に反して緑色

チョークの粉色なのにおどろくことがある。マツガネ，マッガネンクサ，マヅネグサなどの名は

多く日置郡（日吉，吹上，金峰町）できかれる方言である。また，ツッゲグサというのは，節々

でつなぎ合わせたようになっているからっけた名か，遊びに由来した名であろう。

（257）マツラン（ポウラン）－松の木に着生することがある。加世田市新川の松林中に

も見られる。ポウランを漢名敏子股一事金銀股なりとして，東壁日石科名金鉄花，此草状似之故

名の文を引用，琉球産近世薩摩ヨリ釆ル…中山伝信録こ直に棒蘭二作ル〔平賀源内：物類品罷3〕

など書かれている。セッコクと似た生態の着生ランである。ミルラン、（薩州）とも出ている。

（258）マテノッ（マテパシイ）－常緑のカシでドングリは煮て食べることがある。防風

垣に用いることもある。子供らは，この果実を指胤でひねってコマ廻しの遊びをする。マテガシ

ともいわれる。さつま椎葉各別大キし実も大キ戌よし〔花壇地錦抄3〕というのは，マテバシイ

のことらしいが続紀伊風土記中には，薩摩椎，末天栄椎を別種として取扱ってあるようである。

マテというのは，貝の一種マテの穀形にその薬が似ているからかよくわからない。

（259）マホギ（ムベ）－山中に見る藤本で時には庭に植えられる。常緑の小薬はアケビ

に似て大形光沢がある。マボケ（鉄山など），マホゲ（鮎川など）ともいわれるが，ンベの名で

よく知られている．一一戦前は，各地小学校の運動会の時など出店にこの紫紅栗もよく見られた。ア

ケビとちがい縦に曇描することはなく白い果肉は果内を満たして甚だ甘美であるが種子が多すぎ

るのには閉口する。救荒本草10に野木瓜というのがあり，古来ムベにあて，最近ではアケビに

あてた本がある。採取皿払水煮食樹熟芯亦可捕食とあるのを，森的之の紀臥こは，換水未熟者ア

フタぅノシ故二水フカへテツケレバジクス．・レ也と説明している。山中でたまたまムベやアケビの果

、悠弓封ずれば，それが青い未熟果であっても，子供らは大抵見逃さず持ち帰る習慣がある。家

で米糠串に埋骨て揖けば早薫げ㌣ときき，米ピッの巾に入れて成熟を待つのであった。方言名マボ

ケに百雷瓜らしく，大隅では，アケビをアオボケ，ミツバアケビをアカボケという〔鹿児島植物

民俗記5ユ

（260）マンザイギク（ェゾギク）－切花用として栽培され，深紫帝青や淡紅色，白色な

どがある。草木！宝】説ユ6に，サツマギク，サツマコンギクの名で図解がある。漢字では，藍菊

〔花鑓〕翠菊〔群芳譜〕と宙かれている。
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（261）マンダラ（ケイトウ）－切花用に栽培され今では品種も多い。ハマンダラはハゲ

イトウ，サガイマンダラはヒモゲイトウでいずれもケイトウとは別属である。蔓陀羅花は，チョ

ウセンアサガオ一名キ手ガイナスビであるが，ケイトウを何故こう呼ぶのか。

（262）ミソヒプチ（シャシャンポ）－浅山に普通の低木で，5日串下旬の新築は紅色で

美しい。葉形一見ヒサカキに似る。秋期累熟した果実を生食する。iソチッ，ミソツγ，ミソ1ソ

チョ，ミソイッチョ，ミソヒッチン，ミソンツなどが南薩線沿いの地域で呼ばれている．別系統

の方言サセッも大浦，小湊，万世方面などで使われている。サセッという名は，古名佐之夫乃紀

が転託して伝えられたものらしい。本草の南燭または鳥草にあてているが後世之をナンテンなり

と誤信するようになったが，南燭と南天は別物である。南喝を俗に南天燭と詞という図経の記事

がまちがいのもととなったらしい　果実は支那でも，其味甘酸小児食之〔本草綱目〕というが，

また葉を鴇いた汁で飯を染めると青くして光あり能く腸気を資くと言う。この果実はあまり食べ

ると歯が黒くなると大浦なとではいっている。一一

（263）ミツバゼ（ミツ′†ゼリ）一一一ひかけの湿地にみられる。子おちて自能自生す其茎味

よし。むかしは不良近年食する事をLLりて市にもうる春の間食す他日は食するにたらず〔葉譜申：

といいまた，今人多賞之故ヰ日採出於宿敵嘩坂之然不如正二日之風味佳者也〔和漢三才〕とあ

って早春食用に供したことがわかる。三斐芹和名不加豆美京俗調年之比多伊〔食鑑〕はタガラシ

か。

（264）ミツバツツジ（ツクシアカツツジ）一一磯胤山中腹以上にあり，4日下旬から5弓

上旬に花がある。故菊野さんによれば，常緑と落葉の2徒があるという。

（265）ミバナ（ァオモジ）－10年ばかり前，15－6人の人夫達が本坊家の山払いに

出かけた時，伊作方面から導入しその後山にひろかったという。蕾は冬日墓へ供花とする。秋の

造築は他樹の中にひき立って見え、る。堀切山などでは，ショガパナといい家周りに植えられた所

がある。葉のショウガのような香気に基づいた方言。

（2651）ミンヤンノクサ（ユキノシタ）－庭先などによく栽培されていて観賞用の外薬用

隼もされる実用植物。5日中旬頃から白花を鈍く。万言名は，耳病の草の鼠漢字名は虎耳革と

いい本草書では石軍部に入れられる。国訓トラノミミ〔多識篇〕ユキノシタ〔花壇地鍋抄〕キジ

ンソウ〔花志申〕という。全章硝酸カリ，塩化カリを含むという。ミンダラ（久木野など）ミン

ダレグサ（大隅）ミンナオシ（日置など）の名もある。またチ。カンフタ（吹上，金峰町，川辺

町など）チョカマッ（内山田，内布，長屋など）チョカマキ（加世田）チョカモ、ソコ（益山）等。

（266）ミンツンポ（オニタビラコ）－随所に多い越年生小雑草で小形頭状花は黄色で後

冠毛ある種子を結ぶ。本草綱目東部の黄瓜菜はこの植物にあてられている。其花黄其気如瓜故名

と駅名に出ているからきしあたりキウリナ（クサ）という所だろう。オニタビラコを堀切山では

ゴンメモヅというのは，小形を意味した言葉に軽視の意を含めた俗語であろう。ニガモヅ（大浦

など）というのはノゲシのことであっで牛の飼料になるときいた。野人茹之亦釆以飼我見〔前掲

書〕という。モダというのは餅に閑適があるのかまだ確証を得ない。（96）（298）参照。
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（267）ムクロ（ムクロジ）－人里に稀に栽培される落葉高木で，羽状複葉を互生する。

球形の硬種子は，正日羽つきの玉に用いた。即ち小孔をあけ，馬の羽を植えた玉を羽子板で打ち

揚げる女子のあそびであった。また果皮を石けん代用にした（吹上町など）という。黄色梅干大

の果実を手でもむと，泡がたつ（大浦　川上美和子さん）などいう。其子皮煎汁洗衣能去垢又清

水以管則淘脹起以為戯俗云著盆〔和漢三才83〕というのが無息子の条下にある。石鹸に使用し′

たりシャボン玉遊びをするというのである。世人相伝以此木為器用以厭鬼魅故号日無慮人人誰為

木患也〔古今注〕といい我国にも其事を伝えて，胡鬼子（コギ）といふものを作り出せLに無感、一

木欒其子細似たれば，寛に木欒子を用ゆる事になりしなるべし〔東雅16〕という。また旧説に

は，春初に羽子つきぬれば，夏に至て蚊にささる事なきまじないなりといふ事あり〔同上〕とも

言われている。ムクロジとモクゲンジ（木欒樹または欒草）はよく混同されてきたが後者は外来

種と見なされている。南薩には見かけない。モクロ（津貰，吹上町），モクヨ，ムクヨともいう。

（26．8）ム，（ムギ）－ムギの総称名。麦之極細多品不滅稲類…といい穀のないものを裸

麦尋常之麦を荒麦といい六角黒白日向三日等の名があり裸麦には京青赤等，極小粒のものをチム

チクリ（小麦に似て円肥白色味もよい），禾穂紫色小粒のものを紺屋麦，餅をつくるによい餅麦

などあり〔食鑑1〕。近年朝鮮ノ種ヲ世間ニックル大麦ナレトモ小麦ニモ似タリ皮ナクシテ如小

麦と大和本草にあるのはこれであろう。同書には，1株数十茎を生ずる長者麦の名も見える（－普

通品種は20数茎）が多肥を要する故一般農家向きではないと言っている。其扇子色々かず多き

物なり。はだか麦の内には米むぎやす，京むぎやす，赤むぎやす（此むぎやすと言ふはいなかの

はだか麦の事をいふ）又広場はだかなど言ふあり〔農全2〕。また，凡大麦の種類無慮30余品

あり・・‥・庫にも実知子（ミシリコ）は地を踵ず故実最蛇レ‥…〔成形図説17〕とか其品凡50

余種アリ〔壷修17〕など出ている。小麦については，此亦数種名品梢多不可作飯食惟作粉……

〔食鑑1〕，按小麦任翠多，早麦としてムカデ，晩麦として坊主をあげ，下種は大麦と同時であ

るが刈収時は大麦より10目許おくれる。丸亀産は上と為し譲　垣をつくって色が白い。幽軋

越後のはソウメンやフとしてよく，肥後では醤油としてよい〔〔和漢三才〕と記され，大麦昆如

くこ比べると数は少なく，10品に盈たず〔重修17〕と言っている。加世田名勝志帳には，小麦

六角言責長，坊主，大麦六角，青バグカ，荒麦などの名がみえる。日干が不十分な小麦通子をカ

マスに入れて貯就すると「チュチュが出る」と言う言葉通り（こ麦蛾が羽化して租実はすっかりか

らっぽになることがある。江戸期農業宝典で有名な農業全書には，この重大事にふれてないのは

不悲議であるが，大和ホ葦には次の通り記されていう。「述巽記晋永嘉申梁州雨七旬麦化為飛蛾

今モ麦ヲ久シク壱二人ヲキテ久雨間日ニホサザレバ化シテ飛蛾トナル非奇事」〔大和4の10〕

と。之を防止する法として，よく鵬もしてからツボやオケ串に入れ　以乾草蓋密不生蛾と古今医

続に出ているそうである。ハダカムギは，押麦（方言オヅシビイ）につくり，白米と混炊して昭

和存手までは貴志では帯食であったが，昼弁当には釜の上面の暗色の麦をのけて下層の白飯を入

れたものだ。押潰されたた円形の麦粒には誼にかっ色の条港が目立っていた。戦後も押麦は自家

用につくられたが，5～6年前から新型押麦がピタバアレーの名で登場し黄色などニール袋1細
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入り70円で販売されている。痔麦100タにビタミンBll．2〝タを強化し，白米に不足しが

ちのBlが補給できますとある。宮崎県製造品。在来押麦より小粒白色であり，チンチクリ系統

のものらしい。ビール醸造用の二条大麦は大粒で・ビール麦と称し時に栽培されているカも　一般

に大麦は脱穀は大正，昭和（戦前）までは千歯，其後は廻転脱穀機で行なって蹄首をはなしてか

ら連伽（メグイポ）でたたくなど面倒であゥたので味噌など製造用のほかは栽喝も減少した。終

戦後は良粗増産に必死で大麦の移植法が一時行われたこともあったが立ち消えとなった。

（269）メイゲナ（シャクシナ）－水田裏作などによく作られて読菜に供された。大正年

間は，近頃翠通のキャベツは栽培されず，シャクシナなど一般であった。明治初年の移入だとい

う。中国原産で，揚子江流域では高脚白，箭樟白などの名で県誌に記されている。メシゲはシャ

モジのことでその葉形に由った名で，音便によりメイゲになった。

（270．）メゴダケ（オカメザサ）一時々植えられるが，金峰山麓輯之名方面，川辺山寺山

などには群生する所がある。メゴ（目寵）を作るに利用されたのでこの名がある。和漢三才図会

には五枚篠として，植寺院玩之といい，花壇地銀抄には，豊後笹くまささに少にて各別也と出て

いる。

（271）メッツパイ（セキシ1ウ）－メツッパリの意で，穂を適当な長さ隼切り，．上下の

まぶたにうまく当てて目を大きく広げて遊ぶのでこの名がある。この植物のほかオオバコ，ジャ

！ヒグなどを用いることもある。また一般にはナツヅタの葉柄や時には・ツボグサ（益山，川辺

など）の葉柄を用いたりする。和歌山県でツタをメハリカズラ，ツボクサをメヅノブグサという

〔和歌山県植物方言集59，61貢〕のも同様な意味を含むのであろう。メッツパリは単なる遊

びだけでなく老人など疲れた目を徳するに妙の実用的療法としてツタなど牢用い7このであろう。

（272）メンノッ（ェノキ）－またメノキとも言う。人里の所々にとり残されたように大

木を見ることかめる。黒熟した果実は食べることがあるがムクノキ（方言も同名）よりは小形で

ある。7年位前からェノキをヒラタケ栽培に使うことを始めたと言う。伐採後3週間位，1尺5

寸位に切り目蔭の地面に2寸位埋めてヒラタケ菌をたたき込む．と翌年秋ヒラタケが出る。この菌

はシイノキに生えず偶然エノキの切株に生えたのを発見したことがあったのだと言う。正目にこ

の木の枝に切餅を差し所謂メノモチを作り祭る風習があったが今は殆んどすたれている所も多い。

赤生木では餅年に餅をさすのに用いたのでエノキをモッサシノッ（赤生木，大浦など）の名があ

り，粟や米餅のメノモチを部屋の四隅にさして飾ったが，加地田市唐仁輝では1日15日にネコ

ヤナギと共に部屋の天井隅から枝垂れるようにして祭る。下げた貴下に寝ると病気になるという

俗信もあった。日置郡でもメノモチを祭り，モ手ツナギの万言名（吹上町和田など）などきかれ

る。ツンベルグ植物誌に，メノキの日本名が記されている。〔114貢〕。

（273）モガセ（コバンモチ）－随所に生えかなり高大木を見ることもある。常緑広葉樹

で紅色の菜を混生するものが多い。短柄のモガシも同方言で呼ばれる。材は軟くて無用ともいい，

また3つ割りや4つ割りにして鎌の柄にすることもあるが，葉は牛の飼料として諸所で使われて

いる。オカビノッ（阿多など），オカベデンベノッ（和田など）とも呼ばれ，葉が軟いのでオカ
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ビ即ちオカベ（豆腐のこと）の木と言うのだと考えている人もある。モカイノダ（益山，大浦，

金峰町）モガシノ・ゾ（赤生木，槻切山など）とも言う。木の申新芽が巌もはやく出ると言い，モ

ガキの袋が出たら…‥・せよなどと言う。

（274）モクラモヅ（トゲソバ）－随所に多い逆刺ある雑草で，5日中旬頃より淡紅花を

開き6日最盛期となる。金平槍状の花序は時に純白色のものもありシロバナトゲソパと言われる。

モグラグサとも言われ，吹上町などではミゾソ′ヾ，加世田市川畑，内山田などではトゲソバに当

てているが，内布などでは，ヤエムグラを指していることもあるらしく，麦畑にあって麦にはい

あがりトゲがあると言っている。和名毛久良俗云無久良として，按称幾久良者多而葎革少有之猪

挟々多又有（ミ遠ム管痺水滴傍〔和漢三才蔓草酌と記され，夫々カナ？ゲラ，ヤエムグラの図
が出ているが巌後のミゾムグラの今名はよくわからない。臓物名実図考湿単軌こ絆根草の図があ

り，繭雅茜斐千戎即此とあり，ハイキビかキシ1ウスズメノヒエを縁起させるイネ科植物を示し

ている。所が義の本観の支部でも，ダンギク（クマツヅラ科）と言う全く別植物に当てている

〔種子植物名称82頁〕ものもある。

（275）、モソダケ（モウソウチク）－人家付近に栽培されることがある大形の竹で支那

斬江）原産で揚子江下流域にもこの竹林を見ることがある。早春有毛の竹皮に包まれた筍を生じ

美味である。結釦は1輪状で姉の上段は極めて低く下辺は梢高いのでマダケやハチクと区別でき

る。梓の下部は大きいので花生にしたりする。元文1（1736）年琉球よりほじのて薩藩に伝

来された竹で2株が磯別邸に植えられた。竹譜詳録には．竹身下風上細筆大柴小不宜図画と其状

を載す。

（276）モ・ツゴメ（モチイネ）u－古くは，松笠餅，川内餅，ヲウミコ餅，尾張餅，目黒餅

などの品種が加世田名勝志帳に見えるがこのうち川内，尾張餅などは明治凝り頃までは作られた

らしい。金峰町などではウッダイ（昆下）餅（日向餅と言う），サンドビックイ（川円餅のこと

で，分泉力大で収量多く美味）など作られたと言う。10日東（イ）の酎こは餅をついてワラッ

ト2個におさめこれをⅩ形に竹幹に結えつけ，収穫跡の田に立ててまつる。子供らは，このツト

を見つけると巾から餅を取り出して食べる習慣がある。奴五行書云十日乳日食餅令人無病又一説

云　結生多子…〔下学集〕とあって水田の多収を祈っての集りであろうし，これにあやかりおさ

がりの餅をいただいた子供は碇康に育っというものであろう。

（277）モロノッ（イヌガヤ）一一一う五目65にこの枝薬を墓に供えるが一一万モロノ・ソとタラ

の茎を割ったものを薪にわらでしぼりつけて住家（イイヤ）の外側の柱の根元4，5箇所に立て

かけ馬舎（ウマヤ）にも2，3歯所同様に立てかけた（上津貫），正目7日夕方取り集めて焚火

なしてあたたまった。この火をオネッカと言っ1こ。頓融早起してみるとこの火の跡に鬼が傘程大

きな餅を敷いてあってとても甘くておいしいものだと子供達は教えられたものである。伊作では

正目1～5日にはクロマツ，ユズリハ，6・～10日はモロとタラ，11～15日はネコヤナギの

ケズイタテを墓前に供えるという（12）参照。イヌガヤは葉先が針状であり．，タラノキは茎樗

トゲが多いので悪鬼をよせつけぬというまじないで愚雑払い厄払いの意味があるのであろう。、こ
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の両植物について上津貫に伝わる伝説がある。蛇性の女房に追われて命からがら逃げて，タレ山

にとび込んだ主人（大工）は大声を張り上げて，タレと叫んだところ1本の木がすっと広がって

追跡をまぬがれたが1万蛇は火を吹いて迫ってきたのでタレの下の木モロモロを持って防火命

拾いをした（この木はパチパチと音をたてるのみですぐには燃えない）という（生きて居れば

90才になるという祖父より義母がきいたという話を福元教子さんが語ってくれたもの）。イヌ

ガキは，モロ，モロンハ（各地），モロモロノッ（大浦，黒板，津貫など）な．どともいわれる。

外種皮（赤）は生食す。

（278）モレカ（ムクゲ）－占く支那から伝来されたと思われ花は朝開幕蕗の故を以て

万集集などではアサガオと呼んでいる。和名抄には牽牛子をアサガホと読んでいるが古今集では

ケニゴシの名が見える。即ちアサガオの名は二物を指していたようであるが，今名としては後者

が残り前者即ち木膿（埠）はムクゲの和名に定まってしまった。同名異物の証拠として，下学集

下に面白い詩が引用してある。宋人詩日，ノ橡華　下点秋車，早有牽牛上竹来，此ノ詩ノ志ヲ以テ

見レバ則チ確牽，牽牛卜各別也云々（後半原漢文）。花ノ下品也トイへドモ好花モ亦アリ〔大和

12〕また凡下不堪観者名轟確入薬用白花味噌汁煮治痢疾〔本章一挙言2〕と言う。観賞品種に

は長八本（花八重ニベにのは畜かけあり同花に色濃とうすき二極あり）白縮緬（なるほど自大

りんひとへ也）紫ちりめん（むらさき大りんひとへ）うすずみ（ねずみいろのやうにて八重ひと

へあり大りん）そこあか（うすずみいろひとへ八重有花の申あかし）此外いろいろあり白紫八重

ひとへの四色は野原にあり〔花地3〕と出ている。舜英，白　単葉其花大似木芙蓉〔和漢三才

84〕とあるのは，白ちりめんであろう。この型のものが吹上町などの畑地に見られ美事である。

ムクゲの花は何故か忌み嫌われる所もある。金峰町大野辺では，この花にさわると中風のように

手がふるえるようになると恐れ，墓花にも仏花にも供えず－　また家花として匠にも植えず畑の境

木などにしている。子供らも絶対花にさわらぬように教えられているという。この花をモレノバ

ナ（加也田など）などいうことを考えると，花形がモレドン（托鉢僧）の打ち振る小鈴の形に似

ているからこう言う俗信が生れたか，或は亡霊花の意味として捉えたためおそれられるのだろう

か想像すると果てしがない。一万加世田市益山などでは，子供達がギンヤンマとりにこの花の副

葦を用いたりして遊ぶ。別号を2個とりそのもとを1本の馬の尾毛の両端に結びつけて稲田の上

を直進飛来するギンヤンマを待ち伏せて，これを投げかけるのである。今ではもうこんな状景も

滅多に見られない。モネクワ（益山）モレンカ（阿多）ゴレッカ（日吉町，川辺町，内山田）ゴ

レンカ（金峰町白川，川辺町）ゴレヅパ（大浦）の方言名のほかウカゼバナ（金峰町田布施）と

もきいたが一般的ではないようで，プチンカ（阿多）もあまり耳にしない。大隅方面では，ポン

チカの名がある。（25）参照。支那の本では・白ムクゲの花を摘んでアツモノにすれば甚だお

いしいとして江西湖南での利用が記され，花を売る者疏菜と同じだ〔救荒本章〕とあるかと思う

と，花について　小児忌弄令病魔俗名藤子花〔群芳譜〕など記されている。またこの木は挿木し

易いとして，夫瑚至極椀断絶之更生倒之亦生櫨之亦生生之易者莫過斯木地〔抱朴子〕、と出ている。

（279）ヤッデ（ヤツデ）－陰地樹下の常緑低木で冬期開花後小球果額敬形球状につける。
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上津貿新地（天神のある部落）では，田の神を祭るとき，ヤツデの葉に包んだシトギをワラット

に作り蓑田編みにした組で田の神の肩にかけ石像前の2本の竹筒に供花をさしてまつったという。

シ，手ン講の日に行なう行事であった。12日氏神祭りの際，ヤツデの薬で赤飯を受けて食べ声

行事が，加世田市や阿多などであったが，益山寺では10年も前になくなったときいた。この行

事に用いるので，オジョオレンハ（万世）オジ．オジンハ，’オジョレンハ（阿多）オジョモレン

ハ（内山田，中野）オジモレンハ（長屋）などの名がある。吹上町和田などでは，Llオニハ息かテ

ンゲバと呼んでいる。脛ノサシミヲ八手ノ葉ニモリテ食スレバ死スト俗ニイヘウ〔大和1・2〕と

あれど上記の如くこの地域ではメシを盛って食べる。

（280）ヤプレガサ（シュロガヤツリ）－湿地に時に栽培観賞用にされる。熱博アメリカ

原産と言う。加世田市万世などでは逸出し野生化の兆の見える所がある。

（281）ヤマイモ（ヤマノイモ）－山中諸所に野生があり晩秋イモを堀り茂とするほかカ

ルカンなどの材料とするっ丸麦飯にはトロロ汁としてかけて食べる。支部で’も，杷菊山芋牛努道

家以為義疏〔続博物志6〕とある。然しこの山芋は本邦のヤマノイモで、なく音義即ち山菜（ナガ

イモ）である。南薩でツクイヤマイモ（作り山芋）というのがこれである。薯嶺を山薬と言うこ

とについて下学集下に，趨宋之疇両度去埠故有多名也とみえる。彗代宗埠頭故此字をさけて薯

薬と攻の更に宋英宗名曙をさけて山薬と呼んだのであると言う。帝王死んで二度ナガイモの呼名

を改めさせたと言うのだ。支都ではこのナガイ童の城取粧？いて次のよ′ぅ、な俗信が記してある。

若し堀取ラント欲スレバ黙シテ然スレバ則チ挫，名ヲ唱エレバ使チ得ルぺ‘カラズト〔異苑〕（元

漢文）。薩摩でよっばらいがブツブッ独語することをヤマイモヲ堀ルと言うここれは，冬誹ヤマ

イモ掘りの時，枯れたつるをたぐり　アッチセージ，ロカィ，コッチセージャロカイなどつぶや

きながらビヤグ手（地下茎とつるの接且の所）‘‾をキンツキという堀具で探し塊りすることにかこ

っけたのだと言う。支那ではだま‘っ．て触れと言うのと比べて面白い。

（282）ヤマウメ（ポロポロノキ）－山にあり木は折れ易く，スズラン状の花が咲くと言

うが芙物を示されてないので辟言はできぬ。一応ポロポロノキに当てておこう。薬の色は緑黄色

で軒栄は美しい。

（283）ヤマゴボウ（　　　　）－山地にあり高さ1〝7位，ゴボウの薬のようで薬用に

すると言う。ヤマゴボウという富名の農業実用雪を店頭で釦、てみたらモリアザミについての本

であった。

（284）ヤマザンシュ（イヌザンショウ）－山地に多いが栽培することはない。香りもよ

くないが，果貴を味噌につけて食べられ・ろが　たたきつぶして，冷汁かけに2～3粒入れると香

りと辛味がある。

（285）ヤマシヅカッ（トキワガキ）－山地生木肌黒く薬は細長く栄は小さい。子供らは

熱柴を食べることがあるが，小鳥は好んでついばむ。薪やイネ東などをになう時の捧即ちサシ

（ヤマオコ，ヤマゴ，オゴとも言う）をつくる。また小木は遵伽（メグイポと言う）の先の廻り

棒を作ったりするが，ヤマビワやイスノキを用いることもある。ヤマガキ（堀切山）とも云栗で
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魚網を染む。

（286）ヤマシ，ウガ（ハナミョウガ）－林下に多く，牛の飼料にしたりする。笠沙町の

一部でヤマサレンというのはこの植物かも知れぬ。

（287）ヤマジンチョ（コシヲウノキ）「「山中林下にあって冬日白花後紅栗が目立っ常緑

低木。樹皮をはいで独楽（コマ）廻しのムチを作ったりした。

（288）ヤア，ダケ、（アオキ）「　林下に見かける常緑低木で幹も緑色。雌株には冬日だ円形
L一

紅果を結び美しいが稀には白色果も野生する（金峰山など）。先細の栄形のものをヒゴアオキと

いい時にこの型もある。冬期は牛の飼料とし，葉をあぶり貼付して吸出し薬として効あり．

（289）ヤマザクラ（ヤマザクラ）－山中所々にあり3日下旬新葉と共に白や淡紅花を開

き，花葉色が株毎に小異あり，常緑樹林の山腹を色どり満開時は美しい。この特徴ある美しいサ

クラが支那の書には見えないが，朝鮮にはあるかどうかを確めた経緯が大和本草12に出ている。

昔年朝鮮より漂釆の舟のトマゲタを見ると擬もなく本邦のサクラであった。名をきくと奈木と言

い淡紅白花を抱くと。その後1748年に来朝した朝鮮信使に青木昆陽が尋ねた所，サクラは彼

地にもあってホンナモと言うと言った。奈木（ナム）というのは朝鮮語の木を毒味するから，ト

マゲタの木の名をきかれて，「木」だと答えたのを真に受けてサクラの名称と考えたのであろう

か。朝鮮半島にはヤマザクうの数品種が野生している。

（290）ヤマニンジン（　　　　）－何種が確認できないが山地に普通なシラカワボウ

フウのことか或いは板の形がニンジンに似た別科の草かもわからない。

（291）ヤマゴンニャク（同　　名）－日吉，吹上，金峰町などのほか津貫，川辺町，堀

切山などで固かれるが実物は，金峰山麓大坂で確認しただけであって，金峰山中腹で採集したこ

とがある（昭22年6日）が浮田方面にもあるのだろうか不確実で－　マムシグサ類を指すのかも

知れず。

（292）ヤマビヤ（ヤマビワ）－山中にあり雑木林中では白肌の直幹が日立っ。箕の縁を

囲む曲木に用う。金峰町尾下では，田植踊（5日6日）の長刀の柄にこの木を使う。軽くて囲い

から通しているといい青少年が簗まって山に伐りに行くと言う。堀切山では，ハマビワをヤマビ

ワと言っていたが，黒瀬では和名通りハマビワと言い，黒瀬勇氏の話では，沖縄糸満のもぐりの

人々が幹をくりぬいて水中眼鏡の枠につくり猟でガラスを固定はめ込んで用いたと言う。海岸林

に多いこの木を臨機使用し1こものであろう。ヤマビヮを尾下では，オトンボと呼ぶ。

（293）ヤマフジ（ヤマフジ）－時に山中に自生する左巻短花序のフジで花はフジに酷似

する。稀に白花を栽培していることがある。

（294）ヤマフズキ（ハダカホウズキ）一一畑中に見られる車年輩で，秋日紅采を結ぶがホ

ウズキのように宿存がくには包まれていないので球栗が其魚現われている。この形で茎がつる性

のものにヒヨドリジ9ウゴがあるから，之もヤマフズキの中に含まれることもあろう。（203）

参照。そのほか，クコ，サネカズラ（日吉，吹上町）ハスノハカズラ（吹上町和田）などの紅

栗をヤマフズタということがある。ここまで書いて，川名興氏の好著千葉県の植物方言第三報
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（同氏の好意に依る）を開くと．同県でヤマホウズキというのに，ヒヨドリジョウゴとハダカホ

ウズキの場合があることが記されていた。県下川内市では，クコをカワフズキと言う所があると

きいたe

（295）ヤマモモ（ヤマモモ）－山中普通の萬緑高木で雌雄異株。生栗を食用にする。南

薩で二三品を区別している。クマモモと言うのは果特に大形なもの（吹上町伊作），マンモモ

（松モモ）は果小形で味松ヤこの香いあるもの，シトモモ（白モモ）は大形果淡色味よきもの

（何れも赤生木など）を言う。山もも足に大小あり紅紫白の三色あり。其中に白き物取分き甘く

大きなり。勝れたるは野梅捏なるもあり。早く花咲く木は実る車なし。足花ももとて葉はふとく

木さかへてうるほしく見ゆれども，花ばかりにてみのらず。文藻細く木立のびやかならず実ると

いヘビも小さく味酸く賞翫ならざるあり。足松ももと言ふなり。……又桑の木をだい木として揚

梅を接ぎたるは酸からずして甘し〔患全8〕。雄者不実幹に方寸の穴を作雌木で墳之乃実と支部

書にある。

（296）ヤマツツシ（ヤマツツジ）－山地向腸の梢乾燥地に多く5弓満期時は見事で株毎

に花の色に変化がみられる。赤生木では，アラゲサクラツツジをヤマツツシと言う。普通淡紫サク

ラ色で花は小形であるが，ヤマツツジより木立は大きくなる。近頃はこの種の乱獲が目立ってき

たよ．うである。庭木観賞用にする為である。野間岳には多いが時には白花のシロバナアラゲサク

ラツツジがある。津貫辺にはこのツツジは見られない。栽培ツツジをムラツツジ（堀切山など）

と言い，花斐共に大形で美しいケラマ（ケラマツツジ）は古くから植えられている。

（297）ヤンモヅ（モチノキ）－山中の照菓樹で3日下旬小白花を開く雌雄異株。樹皮を

剥ぎとり鳴いて流水で洗いながら皮漆を除くとトリモ手がとれる0学名はツンベリーが，イどッ

クスインテグラとつけて発表したが之にクロガニモチの和名を当ててある。クロガネ毛チも同貢

に，イレックスロツンダと発表してあるが和名は出てない。通訳人が感違いして教えたか　仙自

身が思い違いでこうなったのか知るよしもない。モチノキの和名は，今名クロミノニシゴリと言

う全く別知の樹木の新学名（プルヌス属として）と共に記してある〔ツ氏植物誌200頁〕。和

衷三才図会84耀本絹に，癖膠（トリモ手）ハ島ヲサス所以ノ者ナリ…其栂数種有りと記し，真

鶴（マモチ）鉄魂（クロガネモチ）江戸癖（エドモ手）の三種の組図を出し，エドモチはまた朝

鮮モ手と云菓狭長添枝茂如楊梅之薬様…栽匪瀾佳云々として小低木の様に蘭かれている。また花

壇地舘抄3冬木の条下には，柊構（モチノキ），大坂もち　鳥取もち，いさはいもちの4趣を記

しているが，大坂もちはつねのもらより栗太，鳥取もちは染大坂もちのごとく木にねぼりあり，

いさはいもらはつねのもちのごとくにて葉に白きさらさとび入ありと説明がある。初顕のものが

クロガネモチで鳥取もらがモチノキらしい。トリモ手で小鳥を捕えることをこの地方でサスとい

い，小島がヒッツイタりすることをウタ・ソタと言う。（100）参照。ニガモッ，モグラモヅな

どいうモッは，鶴の意で冠毛のついた種子が接触また飛来して衣服についたり，鈎刺ある豪富が

衣服にひっつくことに由来した名かもわからない。（266），（274）参照。コン（この）

ヤンモッ（とりもち）チャ，ナイノ皮ナ（何の木の皮なの？）と小僧が，和尚にきいた。知ッチ

ー69－



ヨツテタンヌヅ（わかっていてきく）バカスットンノ皮ヨ（大馬鹿者の木の皮だ）と頭ごなしに

や′られた小僧。考えてみれば，ヤンモチ（とりもち）は，ヤンモチノキ（もちのき）からとると

いうことであって，小僧の間中この木の名が出ているのである。大正10年，筆者が祖父からき

いた笑話。（106）参照。

（298）ユイノッ（イスノキ）－山中に普通の常緑高木3日開花の有用樹でゐ声。この木

は所によっては生範にする。庭除に植れば，火災の時風を発し火を防ぐ〔草木性諸人〕。菓面及

び枝条に虫こ卒ができ，膨大硬化したものをサブポッポ（万世）トソコンミ（吹上町－ト，コは

フクロウのこと）コッコンミ（万世，長屋など）など称し，子供等は之を吹いたりした。ポサボ

ノッ（吹上，金峰町など）とも言う。但しこの名はオオムラサキシキブに当てることもある。

（黒瀬など）。セッペセ，ペノキ（日吉，吹上，金峰町）は虫こぶの多いイスノキの呼名らしく

金峰町阿多では，フウトウカズラもこの名で呼ぶ人がいた。吹上町和田などでユノギというのは

イスノキのことらしい。ずっと昔鹿児島市あたりでも虫こぶを突き合わせて遊ぶ童戯があったら

しく数年前母からサイボツッゲと言う言葉をきいた。イスの学名を発表する時彼のシーボルトも

わざわざこの虫奥を画き本文にはくだいて慢性下痢の薬とする旨記している〔植物誌94図，

180貢〕。

（299）ユダレクイ（ナンバンギセナ）－またユダレバナとも言う。ユダレはヨダレで花

心の粘液に基づく。竹馬草〔花地4，5〕というのはこの中華である。日，花形垂幼のりてあそ

ぷたけ馬のごとく成中華也色むらさき野に有と。然るに岩崎常正の本草穿要にあるタケムマソウ

は次の様に記されている。「山中に生ず，高さ三寸許，茎白色にして透徹す，本に鱗申ありて根

は小塊あり1茎1花，花の形馬頭に似たり」と。これは明らかに，ギンリョウソウのことで，磯

間山をはじめ長屋，金峰山などにあり5日初開花の腐生植物である。同番には引続いて，ト一極

秋月逝萩板傍に生じ俗にナンバンギセル又ユウレイクケとも云，ユ根数茎を生じ赤叢茎頭に1花

あり。斜に向て煙管政の如く，開くときは紫色なり，高さ三，四寸根に小塊あり」と要餃よくの

べている。

（300）ヨネガハ（ヨメナ）－原野路傍の梢湿地に多い多年草で新薬はゆがいて豆腐と白

あえにして食べることがあった。またヨネゲサとも言う。ヨネガハ（伊作，川辺，堀切山など）

ヨネガンバ（伊作）ヨネガハッ（小湊）ヨニガハ（富倉）ヨネガグサ（日吉町，吹上，阿多など）

はいずれもヨメガハギの転誰である。この名の下に，大和末輩諸品図上に花枝，茎図がある。本

朝食鑑3には，支那名鶏腸草を与米加波妓（ヨメガハギ）と訓み　和漢三才図会102では，鶏

暢草をムラサキハコベと平仮名で示し，いずれも四五日石小茎開五出小紫花としてあって必ずし

もキク科植物とは思えない。その上小児がこの汁をクモの禍につけて蝉取りをするとも引用して

ある。有名な植物名実図考13に鶏腸菜の凶がある。根元より分岐した葡宙茎があって五弁小粒

紅花は花弁不甚分破四弁平麹一弁下垂…と説明があり長硬を持った不斉合弁花らしいのが3花つ

いている。之は明らかにヨメナではない。同書12に，鶏児腸があって之はヨメナらしいが，葉

味微辣という引用文が気になる。約之救荒本草紀聞3に　辣ハ辛が1倍マス也和ハ辣程デハナシ
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風土ノ達也と記し又一種薄赤ノ花ノ者アリ野生ナシ植木ヤニテ塩ガマ菊ト言へニッ馬蹄〔馬先義

一筆者註〕モシヲガマ菊ノ名アリ同名異物也と。この地の紫茎のヨメナの葉は，味わってみても

少しも辣くないし，くせがなくてあえものとしてはかっこうな野読となり得る。この草は，川べ

りなどにも多いのでカワギク（吹上町，益山など）な．どとも言う。支部揚子江城で早拳野銃とさ

れているヨメナの苗を漠陽などでは，馬菊（マチー）と呼んでいた。馬蘭〔本草綱目，救荒本草

など〕と言うの．が之に当るのであろう0赤茎白掛…‥南人多釆轟…為読及硬時人夏高二三尺開紫

花花髄有細子と記している。良安は馬蘭に和漢両瞳あり＿とし，和は近年琉球より多く来た聾者で

あるが，本草の馬蘭は見ていないが紫菊の一名華あるから菊類であろうそうすれば，嘩前菊と言

うのに梢似ているようだ云々〔和漢三才93〕と云い葉に大栄あるがキブネギク即秋明琴を引合

に出している。

（301）レンゲソウ（レンゲソウ）‾‾水田に緑肥としてつくられる。上津貿甲ま，．大正7

年はじめて播種されたと言う（菊野氏による）。フズバナ（日置，永吉，吹上，藤元など）フゾ．

バナ（日吉吼吹上町，金峰町，鹿児島市など）。三日的紅白花ヌ有白花者西土小児採花集而括

之如腰嚢の記事と花葉図をのせ〔大和諸上21ウ〕また京毅の小児これをレンゲバナと言，筑紫

にてホウソウバナと言〔大和9の9〕と出ている。また，げんげ草むらさきと自有〔花地4～5〕

とみえる。日置から阿多辺までは一般にシフンと呼声。支部名紫雲英．の舐りである。良安は，砕

米奇を俗云レンゲバナ（蓮華花）にあて，其多キ処錦ヲ地二敷クガ如シ人以テ野遊ノー興ト為ス

と云い白花者有り和州多ク有之能ク湯火傷ヲ治ス薬ヲ揉テ汁ヲ伝ク〔和漢94之末〕とある。

救荒啓蒙の著者はレンゲソウは紫雲英なりと断じ，砕米幕をタカラシ，タネツケパナ，スズナに

当て，之を図によりレンゲ草に充てるはオダヤカならずとしている。異名間物を理もなく無視す

るようなことこそオダヤカでない。この二名だけではない勉揺という名もレンゲバナで，春末刈

取馬二飼ヒ田ヲ塗ス貝原氏大和本草二砕米をヲ載テ麹揺ナル事ヲ不知云々〔本革正鵠4〕とも出

ている。牛馬の飼料の草刈の時草切テゴを早く満たす為，他家のレンゲを盗刈りすることもあっ

たので戦前はキンチクのムチ稗などをカギダケにしてシメをしたレンゲ畑も見うけられたものだ。

（302）ワラベ（ワラビ）－山麗原野の陽地に普通である。今はほとんど顧みられないが

新苗は山菜となる。昔時は根茎からワラビ粉を取りワラビ餅などを作り飢をしのいだのであろう。

蕨粉性不好葛粉二似テ性甚ヲトル然レ共良シテ消化シカタケレパ飢ヲ助ル事ハ葛（クズ）ニマサ

レリ〔大和5〕と。ワラビをマムシ（蝮）除けのマジナイにするという処がある。大隅の志布志

町四滴では，山で最初に見付けたワラビを足先に塗りつけておくとマムシ除けになると言うので

ある。その由来をただすと，牛糞中にワラビが生えていたのでその下を調べてみたら一匹のマム

シが死んでいた。これはワラビがマムシを殺したに違いないと判断し，ワラビのこの魔力にあや

かろうと言うことらしい。捜神記こ，生蕨（ワラビ）ヲ食シ心腹疹痛ノ後一赤蛇ヲ吐出シ蛇一宿

ヲへテ蕨トナリ病癒シト記セリ〔大和5〕と言う記事と併せて考えると興味が深い。
1こ　　　　　　　　　　　　　エ

以上で本文は次の写真二葉を添て終りとする。右はキイレツチトリモ手，左はチョウセンノギ

クでいずれも磯間山中の自生状況を示す。後者は大陸系植物で対島，長崎県と本山が日本での産

地。
－71－
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植物和名・方言名索引
（和名には語頭・印を，語尾に科名を付した。数字は植物記載番号を示す。）

〔ァ〕

アオイスミレ（スミレ科）　　224　アサネゴロ
144

83

・アオキ（ミズヰ科）　　　　288　アサネプ，チ　　　　　　83

・アオギリ（アオギリ科）　　　16・アジサイ（アジサイ科）155

・アオスゲ（カヤツリグサ科）126・アズキ（マメ科）　　　　75

・アオツゾラフジぐブゾラフジ科）167　アッガレクサ　　　　　　　6

アオボケ

・アオムチウラシマソウ

（サトイ萄科）

・アオモジ（クスノキ科）

アカイッゴ

・アカガシ（ブ珊）

・アカカタバミ（カタバミ科）

アカシ

アカスイジ

アカスンナ

・アカジクホソバイヌビワ

（クワ科）

アカダマ

アカボケ

・アカメイモ（サトイモ科）

・アカメガシワ

（トウダイクサ軒）

アカヤンモッ

259　　アック　　　　　　　　　　5

アブブタクサ　　　　　　　　8

174　　アヅプグッイ　　　　　　　　8

265　アブラカズラ　　　　　220

1・アブうナ（アブラナ科）　47

2・アマチャ（ユキノシタ料）　7

83　　アマドコロ　　　　　　179

5　・アマリリス

イセクサ

イセッノブ

イソツゲ

・イタチガヤ（イ稀）

・イタビカズラ（クワ科）

・イチイガシ（力斜）

イ手カシ

イチノキ

イブサッ

イヅセンバナ

イトバナ

イヌガヤ（イヌガヤ科）

・イヌザンショウ

122　　（ヒガンバ：珂斗）　　38　　　　　（ミカン科）

129　アマンジャ　　　　　　　　7　　　イヌグス

アマンジョ　　　　　　　7　・イヌマキ（マキ科）

146　アマンチ▼　　　　　　　7　・イヌビワ（クワ科）

3　・アメリカフウロ

259　　　（フウロソウ科）　　82

189・アうゲサクラツツジ

（ツツミ耳斗）　297

41・アリドウシ（アカネ科）　14

160　　アリノミカン　　　　　　10

・アキカサスケ（カヤツリグ畔斗）126・アレチノギク（キク科）161

・アキグミ（グミ科）

・アキノウナギツカミ

（タテ科）

・アケビ（アケビ料）

アコツノッ

・アサ（アサ科）

・アサクラザンショウ

（ミカ頭斗）

185　　アワバナ

アワホグサ

96

5　　　　〔イ〕

4・イ（イクサ科）　　　　226

36・イガホウズキ（ナス科）　203

イゴザ　　　　　　　　　217

103・イスノキ（マンサ勿陣）

－73車

285

299

・イネ（イネ科）

・イノコヅチ（ヒ土科）

イブスッバナ

イフタ

イボクサ

イホコロリ

イボンクサ

イモクサ

・イリオモテニシキソウ

（トウダイクサ科）

イワコケ

イワコタ・ブ

イワダカナ

・イワタバコ

（イワタバ頚斗）

2

2　　　　　　2

2　12

9　3　4　8　4　55　5　55　6　7　1　975　1　1　3　4　12　1　12　1　1　1　47
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・イワヒバ（イワヒ′1科）

インガネッ

インキンミ

インコタ，ツ

インタグ

インノクソバナ

インノコショヅショイ

インノシプボ

インビ

23　　ウンマンコツコ

186　　ウンマンコシュ

24　　ウンマンドッ

44　　ウンベ

44　　ウンメ

25　・ウメ（サクラ科）

26

〔ェ〕

215　　エコッノダ

2、8＿・エゴマ（シソ科）

インフスッ　　　　、∴20、3・エゾギ須キク科）

インミ

インモレ

〔ウ〕

ウカゼバナ

ウギンチョク

ウシイッゴ

ウシコロシ

ウシノベ．ソタイッゴ

ウシボテ

27　　エツへゴ

25　・エノキ（ニ埼斗）

エノコアワ

rエノコログサ（イヌ樺0

278　・エビカレ（ブドウ科）

29　　エラブツツジ

177　　エンズ1ヽゴ

30　　エンツクサ

177

32　　　　〔オ〕

ウジュキッ　　　　　　188　　オ

・けスイロツユクす　　　　　　　　．オイダンパ

（ツユタサ科）　　　163　　オイランハ

・ウスイロツワブキ（キク科ケ169　オエダ

・ウスベニシキミ（シキミ科）．253　　オエダクサ

ウノハナ

・ウバユリ（ユリ科）‾

ウマゴヤシ

ウマコロシ

・、ウマノアシガタ

（キンポウう華D

・ウラジロ（ウラジロ科）

ウンマンカヅゴ

ウンマンコ

．155　・オオアレチノギク

207　　　　　（キク科）

252　・オオイクビ（クワ科）

．31・オオカラスウリ（ウリ科）

・オオタニワタリ

り

3

式

日

7

6

　

4

3

9

3

3

　

3

1
2

・オオバコ

（オオバコ科）

34　　　（クマツヅラ科）

33　　　オカビノッ

33　　　才カペテンベノダ

28　・オカメザサ（タケ科）

27　　　才ジモレンハ

27　　　オジョオレンハ

オジョモレンハ

オジヲレン′、

124　　　オジヲウジンハ

104　・オトコエシ（オミナエミ耳斗）

260　　　オトコガヤ

35　　　オトコシバ

272　　　オトンボ

8　　　オナゴガヤ

8　　　オニタビラコ（キク科）

48　・オニノゲシ（キク科）

81　・オニドコロ（ヤマノイ毛科）

35　　　オニハ

35　　　オニユリ（ユリ科）

・オヒシバ（オヒジワ）

・オヒジワ（イネ科）

36　・オミナエシ（オミナエ三尋斗）

63　　　オヤコバナ

63　　　オンジョシバ

63　　　オンバコ

63　　　オンバナ

161 〔カ〕

91　カイゴヤ

52　　カイモ（カライモ）

136　　カイバノッ

3，9

214

カエル〆ヾ

カカラ

・オオバンケ（サトイ嘲斗）174　　カカランハ

34　・オオムラサキシキブ　　　　　　　・カヰノキ（カキノ専科）
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・カギカズラ（アカネ科）

カゴシマソヾナ

カサネ′ヾナ

カズラコップ

カタシ

カタシノシンゲ

カタシノシンデイ

カタシノ，

カタシモモ

・カタバミ（カタバミ科）

・カタヒバ（イワヒバ科）

102

197
カラクサ

18　・カラスウリ（ウリ科）

43　　カラスコケご

44　・カラスザンシ．ウ

2　13　4

8　57　5

221　　　　　（ミカン科）　22。5

45　・カラスビシ▼ク

45　　　　（サトイ毛科）

45　　カラダケ

216　・カラタチ（ミカン科）

83　　ガラ，バグサ

23　　カラバク手書ウゲ

・カタメンウスジロツワプキ　　　　　　　カラヒ

（キク科）169　　ガリガリカズラ

カブタニ　　　　　　　　　　47　　カワイ，ゴ

カワタネ　　　　　　　　　　47　　カワギク

カテシモモ　　　　　　　　216　　カワソタ

・カニクサ（カニク珊）　135　　カワソバ

カネオキギ　　　　　　　106　　カワゾマ

ガネクサ　　　　　　　　　49　　カワバタ

カネッ　　　　　　　　　　　48　　カワフズヰ

カネノキ　　　　　　　　　106　　カワフズこ，

カバシカイヅゴ　　　　　　　1　　カワヤナギ

・カブカンラン（アブラナ科）148　・カワラケツメイ

カボチャ

カミシャカタ

カムナ

カモナ

・カヤツリグサ

（カヤツリクサ科）

カヤバナ

カライアック

カライがネッ

カライノィ，ゴ

カライモノヾナ

カライモボタン

247　　（カワラケツメイ科）

50　　　カンカンハ

232　　カンキツ

232　　カンコノキ

（トウダイク1輝け

207　　　カンシバ

219　　カン手ク（タケ科）

51　　カンナレンツメ

186　　カンネカズラ

52　　カンネンカズラ

53　カンノキ

53　カンノケヒヅパイ

ー75－

4　25　8

7　68　71　　　　1

●カンラン（アブラ珊）　148

〔ヰ〕

キイチゴ

・キイレツチトリモチ

（ツチトリモ或科）

キクラゲ

ヰカラスウリ（ウリ科）

キシノトイノシタポ

キシン

・キチガイナスビ（ナ珊）

・キツネノボタン

56

0　　1　　2　　5　6　　4

6　4　5　6　6　5

186　　　　（キンポウゲ科）　　96

56　　　キクネンカズラ　　　　　　186

300　・キノヽギ（マメ科）　　　　213

58　・キバナセッコク　　　　　　101

59　・キブシ（キブミ磨り　　　165

59　・キブネギク（キンポウ坤ト）3（JO

188　　　キュイ　r－　　　　　　　　　67

60　・ヰ1ウリ（ウリ科）　　　　67

294　　　ヰ。ウダイバナ　　　　　　　38

61　・キランソウ（シ明陣）　　158

・キリ（キリ科）

10　・キンエノコロ（イ示科）

63　　　キンキンカズラ
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178　　　キンギンカズラ　　　　　　　69

キンクネタ

166　　　キンチッ

50　　　キンデカン

90　　　キンネンタバコ

64　・キンミズヒキ（バラ科）

228　　　ギンミズヒキ

228　・ギンリ．ウソウ

146　　　（イチヤクソウ科）

95

188

75

71

20

100

95

299



〔ク〕

・クキダチオオバコ

（オオバコ科）

・クグガヤツリ

（カヤツリグサ科）

・クコ（ナ硝）

・クサイチゴ（バラ科）

・クすギ（クマツヅラ科）

クサタ，

クサタブ

クサっ，ナ

・クサニワトコ

（スイカズラ科）

・クサネム（マメ科）

・クサハギ（マメ科）

クシノダ

・クズ（マメ科）

・クスノキ（クスノこ額斗）

クソゴイ

クソタリノキ

・ク手ナシ（アカネ科）

・クチ．ヒゲウラシマソウ

（サトイ嘩D

クスドンゲ

クッナシ

・クヌギ（ブ州）

クネヅ

・クマノミズヒキ（ミズ珊）

・グラジオラス（アヤメ科）

クロアツヅ

クロカズう

・クロガネモチ（モチノ輔）

クロカンネ

・クロキ（ハイノ専科）

クロッ

クロマサカズラ

クロマメ

39．クワクワラ

クワズイモ

229　クンヤツカズラ
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11　　　　　〔ケ〕

72・ケイトウ（ヒ報）

141　ケカタバミ

141　ケサバナ

72　　ゲシ

’ケセン

141　ゲタギ

10　ケツズマイ

100　ケ，トバナ

227・ケテイカカズラ

228　　（キ。り手クト琳）

－117・・ケヒサカキ（ツパ本科）

73　　ケラマツツジ

141・ゲンノショウコ

74　　　（フウロソウ科）

174　　　　　〔コ〕

115・コウオウソウ（キク科）

74・コウゾ（クワ科）

243・コオニユリ（ユリ科）

188　　コクワノヅ
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77　・コシ耳ウノキ

75・（ジンチ．ウゲ科）

210　　ゴシ旨ミズヒキ

171・　コス

228　　　コガネタサ

80

261

コカノtプ

・コカンスゲ

（カヤツワクり科）

83　　　コキ，

189　・コゴメイワカサ

78　　　（シモツケ析D

66　　コタ，

125　　　コツコー

79・　コクコンミ

80　　ゴ，パンハ

コタブ

254　　　コップカズラ

98　・コデマリ（シモツケ科）

81

297
・コナギ（ミズアオイ科）

・コナラ（ブナ科）

82　　　コパ

・コパノボタンゾル

（キンポウゲ科）

153　・ゴバンモチ

146　　　（ホルトノこ坤斗）

200　・コブナクサ（イネ科）

83　　　コへゴ

90　　　コペコベ

90　　　コポシ

85　　　コーマーイ一一

86　　　コマツナプ
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236
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コうハナ

コマヒキクサ

89　・コミカンソウ

（コミカンソ了坪D
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ゴミゴミ

コメゴミ

ゴメゴメ

コメコメシン

・コメナモミ（キク科）

・コモウセンゴケ

（モウセンゴケ料）

・コ「ルラビ（アブラナ科）

ゴレッカ

ゴレクバ

ゴレンカ

・ゴンズイ

（ミツパウツJ辟D

コンペイトウクサ

ゴンメモプ

〔サ〕

サイ

サイゴグサ

サイゴドンバナ

サガイグン

サガイマンダラ

・サカキ（・・ルヾ科）

・サカキカズラ

（キヨウチクトr樺ト）

サカシバ

・サクラツツジ（ツツジ科）

ヤサブリ

ササラン

・サザンカ（ツバキ科）

サシ

サッカケ

サットイグサ

サッポッポ

94　・サツマイモ

94　　　（ヒルガ胡陣）

94　・サブマサンキライ

94　　（サルトリイバラ科）

100　・サツマハギ（マメ科）

・サトイモ（サトイ毛科）

2．39　・サトウダイコン

148　　　（アカ珊）

27＿8　・サトウモロコシ

278　　　　（イネ科）

278　・サネカズラ

（マップサ科）

173　・サフランモドキ

96　　（ヒガンバサ科）

266　・サルトリイパラ

（サルトリイバラ科）

サルンウッバ

100　　　サンシュ

161・サンショウ（ミカニ科）

157・・サンシ9ウクス

97　　　　（クスノ坤ト）

261　　サンバチョウジ

50　　　サンバツ

サン′やノシ

77

98　　　　　〔シ〕

297　・シ耳ガマギク

99　　　（ゴマノハゲサ科）

101　　シオノイイッゴ

221　・シキミ（シキミ科）

100　　　ジサンバヅサン

102　　　ジジ／ウヾ

132　・ジシヾリ（キ琳）

299　・シジミバナ

（シモツケ料）

－77－

42

21．0

213

189

193

・シソ（シソ科）　　　　104

・シチトウイ

（カヤツリクサ科）

シタカズラ

シトグノヅ

・シナヒガンバナ

（ヒガンバナ科）

232　　　シノヅ

シノノメダケ

178　　　シバ

295

・シバダリ（クサクリ）

（ブ珊）

シバナ

129　　　シマクロ

シマダケ
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・シ寸土シキソウ

（トウダイク珊）　　159

シモフリカタバミ　　　　　　83

ジャガタ　　　　　　　　113

117　　　シャクシナ（アブラナ科）

153　　　シャシャンボ（ッッミ疎斗）

153　　　シャッガワシロ

153　　　シャッコ，ア
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91

ジュウニカゲヅ　　　　　　　18

・ジュウロクササゲ（マメ科）234

ジュゴヤバナ　　　　　　　114

300　・ジュズダマ（イ哀鈷）　　123

177　・シュロ（ヤ頭斗）　　　　119

253　　　シュンナ　　　　　　　　　129

224　．シュンラン（ラン科）　　　　6

124　　　ショイノイゲ　　　　　　115

34

150
・ショウキラン

（ヒガンバナ科）　　　180

152　・ショウブ（ショウ璃斗）　　233



1・シ夢ウベンノキ

（ミツバウッこ碕斗）

・シ3巾ロクサギ

（クマツヅラ科）

シ3ガバナ

ショノクシッ

シ寸ノノッ

・シラカワボウフウ（セリ科）

シラユリ

シロウンベ

シロオイダ

・シュロガヤツリ

（カヤツリクサ科）

シロスイジ

シロスンナ

シロタッ

・シニロチク（ヤ司斗）

シロタブ

ジンチ℡ノキ　　　　　　121

173

〔ス〕

72・スイカズラ

265　（スイカズラ科）1塁写

117　スイジ　　　　　　　　　122

117・・スイセン（ヒガンヾナ科）　71

291　ズイダマ　　　　　　　123

118・曳ヰバ（タテ料）　　　122

28　　スイマメノヅ　　　　　　　124

63・スイーミァトウ（サクラ科）　216

スイメノキ
124
222

280・スギナ（トクザ科）　　256

122　　スクロッ　　　　　　　　125

129・スゲ類（カヤツリクや科）126

139　スゴヅバナ　　　　　　　　95

89・ススキ（イ珊）　　　181

241　スズメアワ

・シロダ毛（クスノ哺）　去昔スズメカズラ

・シロナンチン（ナンテニ本ト）190　スズメノッ

00　79　4

26　2

1　　　　1

・セイタカアワダ手ソウ

（キク科）　162

・セイヨウタンポポ（キク科）150

・セキショウ（ショウ珊）　271

・セグカヤマネギ（ネヰ科）196

セブペセタペノヅ　　　　　299

・セリ（セリ科）　　　　　130

・センジ1ギク（キク科）　153

・センダン（センダの陣）　131

センダンノ，　　　　　　131

・センナリホウズキ（ナス科）203

・センニチコウ（キク科）　　242

センネンボトクイ　　　　　132

センモト　　　　　　　　　133

・センリョウ（センリョ琳）　14

〔ソ〕

ソデキヅ

・ソパ（タデ科）

ソハマメ

・シロバナアラゲサクラツツジ　　　・スズメノテッポウ（イネ科）219　　ソマ

（ツツジ租）　　　297　スダイグゴ

・シロバナキランソウ（シソ科）158　スッカズう

・シロバナサクラタデ（タテ料）140　スッポボン

・シロバナタンポポ（キク科）1昌昌　スッポン

・シロバナツユタサ

（ツユクサ科）

・シロバナトゲソバ（タテ科）

・シロパナマンジュシャゲ

シロユリ
（ヒガンバ珊）

ジンガラグサ

ジンガラノッ

ジンタン

・ジンチョウゲ

（ジンチョウゲ料）

177

105　　　　　〔タ〕

128　　　タイカズラ

128　　ダイギナ

スッポンボン　　　　　　162

163　　スパナ　　　　　　　　　　　69

274・スベリヒユ（スベリヒコ科）246

180・スミレ（スミ峨）

118　　スモトイクサ

226　　スモトイサトキッ

165　　スンナ

120

〔セ〕

イセ121

一78－

34
224

・ダイズ（マメ科）

・タイミンチク（タケ科）

タイワタイ

タイワタロ

151　　タイワタロノイトコ

178　　　タイワンへゴ

129　・タカサブロウ（キク科）

タカへゴ

・タガラシ（キンポウ爛・）

130　ダゴジロバナ
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・タテクラマゴケ（イワヒバ科）215

タジ

・タチッポスミレ（スミレ科）

タ，ノヅ

タチバナ

タグがシキ

ダ，ガヤ

ダグキショ

ダプキ1

ダヅキンヾナ

・タ頭（タテ料）

タ〆ヾケ

タテバナ

タップノキ

タニワタリ

・タニワタリノキ（ア九頑斗）

・タブノキ（クスノヰ科）

タポ

・タマスダレ

（ヒガンバ輔）

タマナ

140

4　91　72　34　42　11　1

3　94　04　24　41　11　1

145

147

146

197

6　91　63　34　41　12　1

・タラノキ（ウコ輔）　　149

・ダリア（キク科）　　　　　53

タレ　　　　　　　　　　149

ダンザイッゴ　　　　　　177

タンタンノバ

・タンポポ（キク科）

〔チ〕

チイクサ

・手ガヤ（イネ科）

チカラクサ

ーチカラシ′ヾ（イー尋斗）

手カラボトクイ

チキメカズラ
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159　　ツズロコ

252　　ツッゲクサ

・チチコクサ（キク科）　　　79　　ツゾラ

・手手ヲグサモドキ（キク科）
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チヂミザサ（イ耕）
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・千トニア（キク科）　157

・チャボミズヒキ（タ珊）　95

・チャンチン（センダン科）125

ヂiンモヅ　　　　　　　160

・チュウリップノキ

（モクレン科）

チョウセンアサガオ

チ3ウセンギク

チョウセンザクラ

チョウセンソウ

チョウチングサ

チョウチンバナ

チョカマキ

チョカマッ

チ。カモプコ

チョカンフタ

チ3〆ヾナ

・手リメンジソ（シソ科）

チンダイグサ

手ンダイバナ
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166

166

256

167

tlツヅ与フジ（ツヅラフ瑚）167

ツヅンボトクイ　　　　　168

ツバキ　　　　　　　　　　221

・ツペイモモ（サクラ科）　　216

ツバナ
40

251

・ツブラシイ（ブ輔）　　　86

・ツポクサ（セリ科）　　　271

・ツボスミレ（スミ峨）　　224

・ツルウメモドキ（ニシキ老科）208

・ツルグミ（グミ科）

・ツルボ（ユリ科）

・ツルマメ（マメ科）

・ツルレイシ（ウリ科）

・ツエクサ（ツユク1樺D

ツワ

・ツワブキ（キク科）
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ツンセンノッ　　　　　　　170

ツンノッ

ツンボクサ

ツンボンハナ

ツンミノヅ

〔テ〕

・テイカカズラ

（キ，ウチクト琳）

テ．シイモ

デシゴンニャク

テプポウユリ

164　　デクマメ

170

96

96

170
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デノッ

チハレ

テハレオンジョ

テハレゴンゼ

テハレゴンニャプ

チハレゴンゴン

テハレゴンジョ

テハレゴンチ

チハレボンボン

デメダケ

デモダケ

・チリハツルウメモドキ

（ニシキヰ科）

・テリ′V＼クソカズラ

（アカ耕）

・テリiノイヌホウズキ

（ナ科）

・テンサイ（アカ蛸斗）

〔ト〕

トイヴガネ

トイノクソバナ

トイモガラ

・トウガ（ウリ科）

・トウガラシ（ナス科）

トウガン

トウザイバナ

・トウモロコシ（イ耕）

ドカンス

ドカンスイッゴ

・トキワガキ（カキノキ科）

・トキワススキ（イネ科）

トキプ

トキッノヨメジョ

ドクスツナ

173　・ドクダミ（ドタダミ科）

174　・トゲソパ（タテ料）

174　　トコロ

174　　トコロテン

174　　トジンパナ

174　ドズ，ナ

174　　ドズンナ

174　　ドズンナパナ

174　　ドズンバナ

175　　トッガ

175　　ト，ガガヤ

トグガンホ

105　　トッコンミ

ト，サゴ

238　　トッノブ

・トベラ（トベラ科）

203　　トラグン

232　　トンノヅ

〔ナ〕

186・ナガイモ（ヤマノイモ科）

153　　ナガシバナ

176　・ナガバモミジイチゴ

164　　　　　（バラ科）

88　・ナガミオこシバ（イネ）

164　・ナガミノバダカホオヅキ

55　・ナツダイダイ（ミカン科）

274　・ナツヅタ（ブドウ科）

179　　　ナ，デデ

179　・ナツフジ（マメ科）

180　　　ナベトイノッ

180　　　ナル

180　・ナワシロイチゴ（バラ科）

180　・ナワシログミ（グミ科）

180　　　ナンカタロー

181　　　ナンキンイモ

181　　ナンキンマメ

181　・ナンゴクウラシマソウ

229　　　　　　（サトイ哺）

182　・ナンテン（ナンテン泰斗）
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・ナンバンギセル

（ハマウツボ科）

〔ニ〕

・ニガガシ1ウ

（ヤマノイ嘲）

・ニガキ（ニガ専科）

155　　　ニガクサ

ニガケシ

56　　　ニカゴ

108　　　ニカゴイ

ニガシッ

38　　　　　　　（ナ輝ト）　203　　ニガタキ

178　　ナキビシカズラ

177　・ナキリスゲ

177　　（カヤツリグ明男

285　・ナシカズラ（マタタ時日

181
251

ナスグ

178　・ナスビ（ナス科）

178　・ナズナ（アブラっ嘩0

180　－・ナタマメ（マメ科）

186　　　ニガタケ

ニガッダケ

126　　　ニガグノッ

91　　ニカモッ

187　・ニシキキブシ（キブシ科）

20
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ニガモモ

240　・こ，ケイ（クスノ専科）

145　・ニラ（ネ橋0
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・ニワウメ（サク頚斗）

・ニワサクラ（サクラ科）

・ニワトコ（スイカズラ科）

・ニンドゥ（スイカズ司陣）

・ニンニク（ネギ科）

〔ヌ〕

ヌカゴ

・ヌスビト八ギ（マメ科）

ヌビ

・ヌノしデ（ウル頭斗）

〔ネ〕

ネコヅメカズラ

尋コヤナギ（ヤナギ科）

ネコヤナヅ

205　　ノビシッンゴ

152　　ノフズプ

141．＿．ノブドウ（ブドウ科）

69　　∴ノユリ

59

1′．　　．〔ハ〕

・ハイキビ（イネ科）

192・lバイバイカズラ

100　　ノ、イマケ

199　リ．ヾカギ

227　　ハカシバ

9　27　91　　2　1

パカスクラッ

・′ヽクサンボク

7　　　（スイカズラ科）

ネコンクソアック　　　　　　　　5

ネコンシッポ

ネコンツメ

ネコンツメクサ

・ネズミモチ（モクセイ科）

ネブイタロ

ネムイグサ

もネムノキ（マメ科）

〔ノ〕

ノイッゴ

203

197

64

・バクチノキ（サクラ科）

・バクチョウゲ（アカ頑斗）

・ハゲイトウ（ヒユ科）

′．、シカケ

・ハ、スイモ（サトイモ科）

・ハスノバカズラ

1去呂　（ツヅラフ謝）

83　・ハゼノキ（ウル：耳斗）

10　・ハタ切ホオズキ（ナス科）

64　→りダカムギ（イ補D

ハタケフズッ

・ノカンゾウ（ツルボラ：咋斗）　55

・ノゲシ（キク科）

・ノタサ（セリ科）

ノビ

ノピサ手。

ノビ、Jチョン

・ノビル（ネ櫛も）

ノビロ

159，252

34，150

り、手ク（タケ科）

ハチッタサ

ハチマンミズヒキ

ハトキビカズラ

250　り、ナイカダ（ミズ考科）

199　　ハナインミ

199　　ハナグシカズラ

199　　ハナコポシ

199　　ハナシトマイギ

、199　　ハナシンミ．

－　81－

′サタコ
209

238

ハナミ■ウガ　　　　　　　286

琵・ババコ舛（キ珊）　79
200　　′やヾう　　　　　　　　　　210

・こハマオモト（ヒガンヾ輔）211

・ハマクサギ（タマツヅラ科）

30　・ハマスゲ（カヤツリクツ科）

186　・ハマセンダン（ミカン科）

201・ハマヒサカキ（ツバ碑）

21　2　22　2　2　2　12

1

1

2

2

2

1

2

38　4　44　1　4　612　　19　6　6　7

4

7

　

1

　

3

4

　

8

　

3

　

4

　

5

4

　

5

　

7

　

5

　

5

　

6

　

7

　

6

　

7

9

6

　

八

U

 

O

へ

9

　

6

　

0

　

0

　

Q

U

O

　

9

　

6

　

6

　

0

　

0

　

0

　

6

　

0
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ハマユイ

ハマユウ

ハマンダラ

ハヤトウイ

・′†ヤトウリ（ウリ科）

バライッコ

・ハンゲシすり（ドクダミ科）

′ヽンノコ

5270783301　3021214，2
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292

211

211

261

212

212

177

60

213

〔ヒ〕

・ヒガンサ（ヒガンヾ珊）琵雷

ヒゲイッゴ　　　　　　　177

ヒゲヒ〆ヾイ　　　　　　　　214

ヒゲムシ

ヒゲモモ

・ヒゴァすき（ミズ専科）

ヒゴザ

・ヒサカキ（ツパ単科）

ヒツイ

ヒツギ

ヒツシノッ

ヒツタ

215

21－6

288

217

98，108
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薩摩半島南西部に産出する植物化石について

山　　本　　英　　司

本地域に植物化石が産出することは以前からこの地域の人々にとっては知られていたし，すで

に宮園（195．6）がその一部を報告している。植物化石は凝灰岩および層灰岩串に包有きれて

いるが．これらは南薩安山岩類（森田，1958）－磯開山　亀ケ丘および野間岳などを構成

している岩石で，輝石安山岩類および集塊岩類と，さらに峯尾峠角閃石安山岩数を総称する－

活動後の湖沼堆積物で局部的な分布をなし，中山（加世田市），金山，山口および耳取峠（枕崎

市），椎ノ木（笠沙町），車岳（坊韓町）が知られている。また，これらの時代は層串的な面か

ら新生代鮮新世後期から更新世初期とされている－。今回は，中山・耳取峠および椎ノ木産の化石

だけに限り，どんなものが産出するかの報告にとどめ詳細については次の機会を待つことにした

い。

植物の化石はほとんどが葉の化石であり，・普通葉片が層理面に平行に埋蔵されている。しかし

葉脈の跡だけが刻まれている場合が多く，保存状態が惑いので全形をとどめている例は少ない。

また，極は非常に多いと思われるが識別が困難である。これらを調べることで地層の堆積年代や

唯積環境を知る手掛りが得られるはずである。一般的には，中新世から鮮新世にかけ陸成層が発

達し，これに伴ない多くの植物化石が産出する。中新世は阿仁谷型と台畠型に二大別され，前者

は温帯性落葉広葉樹を主とし針葉樹も含むが，後者は温帯性落葉，暖帯性緒緑樹が主で針葉樹は

少ない。また，中新世後期から鮮新世にかけては暖温帯常緑種は減少し，ブナ，カンパなどの冷

温樽柾が増す。特に，鮮新世は暖温帯種はほとんどなくシデなどの温帯柾が多く，後勘には冷温

特種がほとんどになる。更新世は漸移的にではあるが気候は冷涼化する。この時代の生物種の大

部分は現生種またはこれに近いが絶滅種も少なくない。

鹿児島県内では，鏡江湾沿岸各地に分布する永野層および国分屑などの堆積層に多くの植物化

石を産出する。これらは層序的・岩石学的研究から更新世初期のものとされている。宮園は椎ノ

木産として，Pterocarya sp（？），Carpinus sp（？），Ulmus sp（？），

Diospyros sp（？）などを記載し，この凝灰岩層は国分層群相当屑であるとしている。次

に産地ごとの植物化石名を記す。

〔中　山〕
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8

Acer uweharae Kon′no

Cercidiphyllum eojaponicum Endo（？）（カツラ）

AGtinidiophy、llum sp．

Liriodendron honsyuensis Endo（ホンシューウリノキ）

Tilia sp．　　　　　　　　　　　　　　（シナノキ）

Acer pictum Thunberg or Acer subpictum

Sap．（？）（イタヤカエデ）
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Fig9・18　Acer piLC寸u汀トThunberg：‾（丞相か亘）

FiglO・29　Acer diabolicum Blume　（オニモミジ）

Figll Acer sp．　　　　　　　　　　　（カエデ）

Fig12　　MagnOlia elliptica Tanai＆Onoe（モクレン）

Fig13　　Quercus sp．　　　　　　　　（カシ）

Fig16　　Liquidamber mioformosana Tanai　（フウ）

Fig19　　Ⅹelisma elliptica Nakai（ネジヰ）

・Fig24　　Ulmus sp．　　　　　　　　（ニレ）

Fig26　　Carpiniphyllum pyramidale GoppeArt（ェノキ）

〔耳取疇〕

Figl Ti・lia japonica Sim－k．　　　　　　　　　（シナノキ）一、

Fig2　　　Cornus controversa Hemsley　　　　　（ミツキ）

Fig3　　　Platanus aceroides Goeppert　　　（カ画ケノキ）

Fig4　　　Castanea crenata S・et Z．

Fig5　　　Salix sp．

Fig6　　　Fagus crenata Blume－

Fig7・8・ll Quercus sp．

FiglO　．Acer sp．

（クリ）

（セナギ）

（ブナ）

（カシ）

（カエデ）

Myriophyllum verticiHatum Linne　（フサモ）

〔椎ノ木〕

Figl Cinnamomum sp．

Fig2・5　　Quercus sp．

Fig3　　　Styrax sp．

Fig4　　　Ulmus sp．

Fig7　　　Carpinus erosa Blume

Fig8　　　Fagus sp．

Fig9・10　Carpinus sp．

（二レ）

（サハシバ）

（ブナ）

（シデ）

中山はカエデを中心とした落葉広葉苺の大型葉片が多く，針葉樋は認められないし，絵描柾が

多い。椎ノ木は落葉栂の小型薬片が多く，カエデなどの大型菓片，・針葉樹は認められず，大部分

のものが温帯種である。また，茸取時には温帯種と暖帯疎との混入が認められる。すなわち，本

地城に産出する化石は暖帯や温帯に繁茂している植物，ノ特に温帯種が多いのが特徴である。・これ

に寒さを好むカエデ，ヤナギ，ブナなどがまじっているふ．上述したように，落葉広葉樹がほ．とん

どであり針葉樹は全く認められない。現在この地域ではブナなどは認められず，宮島などめ1000

摺以上の山地に生育しているのを考えると，当時の気候は幾分寒冷であったろうと思われるし，

さらに温帯，暖帯種の混入を考えると，現在より夏冬の気温差が小さく，しかも夏はいくぶん低

－87－



温で　逆に冬は高温であろうと思われる。時代的には中新世後期から更新世初期の範囲内と考え

られるが，断定的なことは言えない。また化石種が異なること，岩石の質が異なることなどを考

えあわすと，中山・推ノ木・耳取締の堆積層は時代的には少しずつ間隔があるとも考えられるの

で，さらに詳しく追求したいと思う。中山の化石採集に際して，ご協力をいただいた巾村勉氏に

対して感謝の意を表する。

文　　　献

AsanoTKiyoshi：A Survey of the fossils fromJapan

Illustratedin Classical Monographs

日本古生物学会

遠藤誠道：日本産化石植物図譜，産業図書株式会社

遠疎準次（1966）：植物化石図譜，勤倉書店

小泉源一（1940）：塩原更新世植物衆，植物分粗・地理；第9巻，第1号，p1－27．

宮幽　亨（1956）：鹿児島県野間半島の地質，鹿児島大学文理学部卒業論文（手記）

山本温彦・他3名（1969）：鹿児島県薩摩半島南西部，野間半島および加世田～枕崎地域

の地質，鹿児島大学粒学部紀要，第2号，p15へ・25
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生’物　∵部　員　名　簿

顧問：佐　方　敏　男　・山　本　英　司

〔3　年〕

田　中　洋　海　加世田市益山5859

大　迫　祥　三　川辺郡笠沙町赤生木1800

金　竹　修　一　加世田市益山8829

浜　川　知　博　加世田市小湊431

山　口　力　三　加世田市唐仁原6308の2

有　馬　満　代　加世田市小湊2476

大　島　靖　子

小野田　草　子

阪　本　京　子

崎　山　順　子

崎　山　民　子

田　実　初　子

樋　渡　祥　子

加世田市武田17632

吹上町湯之浦1213

加世田市益山4473

加世田市唐仁原1381

加世田市唐仁原6368

加世田市唐仁原6438

加世田市武田17946

前　田　久美子　加世田市武田11474

〔2　年〕

阿久根　雄　二　加世田市小浜8782

大　工　和　治　加世田市1424

窪　　　淳　郎　加世田市内山田

山　口　秋　生・加世田市小湊8631

下　園　弘　子

園　田　栄　子

前　田　栄　子

中　間　睦　子

本　田　ゆみ子

西川路　孝　子

森　永　香代子

加世田市武田16875

加世田市武田17740

日置郡金峰町新山169ノ1

加世田市内LL旧16142

日置郡金峰町阿多麓1937

日置郡金峰町中津野1440

日置都金峰町宮崎2965

松　田　芳　子　加世田市益山

〔1年〕

浜　川　経　文　加世田市小湊431

本佐貫　　　彰　加世田市宮原2226

神　野　辰　郎　日置郡金峰町宮崎768

本　坊　徳　光　加世田市唐仁原3286

両久椒　美智代　加世田市小湊

金　竹　美代子　加世田市益山8829

宮　野　絹　子　日置郡吹上町湯之浦

1770の2

1971年1日現在

－89－
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編　　集　　後　　記

「まのせ」も今年で8才になり，大変嬉しく患っています。「まのせ8号」のこれら

の記録は，部員が少しぐらいきたない谷川の水も飲み，またある時は．無断で田や畑に

立ち入り，叱られもしながら湘査し，観察したものばかりです．内容も興味あるものば

かりだと敵います。

そして，この「まのせ」の火が，いつまでも絶えることのなくいつまでも続くことを

希望します。最後に「まのせ8号」編集にあたり，疎開の先生方及びに，諸先輩の方々

の御協力に深く感謝し，今後ともよろしくおわがいいたします．

2年　　山　口　秋　生

鹿児島県立加世田高等学校生物部機関誌．まのせ8号

発行日：1971年3日31日

発行者：鹿児島県加世田市川畑　　加世田高校生物部

編集者：山口秋生　大工和清　阿久根雄二

印　刷：鹿児島市城山町12－17　　明るい窓社

（TEL（22）8335）



評価問題・教育教材印刷

明るい窓社
⑳　2895・8335

かごしま／城山町12－17
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